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使用説明書 D 



キヤノン製品のお買い上げありびと 5 ございまず。 

EOS Kiss Digital Xは、約1日1日万画素の撮像素テを備えた高性能デジ 
タルー眼レフカメラです。本機は、写真表現の楽しみを広げるピクチャース 
タイル、動いているをのにを素早くピントを合わせるオートフオーカス、全 
自動撮影から高度な撮影まで対応する豊富な機能、ダイレクトプ U ント機能 
など、さまざまな特長を備えています。 

また、撮像素テに付着した3ミを取り除くセルフク IJ 一ニングセンサー 
ユニットを搭載しています。 

撮影しなび！5操作に慣れましよう 

この使用説明書は、簡単な写真の撮り方を始めとして、さらにステップ 
アップした写真の撮り方まで、さまざまなシーンを例にして説明していま 
す。デジタルカメラは、撮影した結果をその場ですぐに見ることびでさま 
す。本書を読みなびら実際に撮影し、その結果を確認しなびら操作に慣れて 
ください。そラすることで、このカメラを使った写真ライフび、よりいっそ 
ラ楽しいをのになることでしよう。 

なお、撮影の失敗や事故を未然に防ぐため、別紙の『安全上のご注意』、 
および『取り扱い上のご注意』（1日、 ]] ページ）をお読みください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

撮影後は画像を再生して、画像び正常に記録されていることを確認して<ださい。 
万一、カメラ（本機）や CF カードなどの不具合により、画像の記録やパソコンへの読 
み込みびされなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦<ださい。 

著作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した権利ちのいる被写体の画像は、個人として楽しむ 
などのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使用でさません。なお、実演や興行、展示 
会などのうちには、個人として楽しむなどの目的であってわ、撮影を制限している場合 
びありますのでごを意<ださい。 

写真を楽しむためのホームページをご用意しています 

http://cweb.canon.jp/enjoyphoto/index.html 
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カゾラと付属品の確認 一 

ご使用になる前に、 iU 下のをのびすベてそろつているか確認してくださ 
い。万一、足りないをのびあるとさは、お買い求めの販売店にご連絡くださ 
い。付属のアクセサ IJ 一は、システムマップ ( P .162) でを確認でさます。 


□ カメラ： EOS Kiss Digital X 

(アイカップ、ボディキャップ付き、曰付/時計機能用電池内蔵） 

□ レンズ： EF-S18 -已已 mm F3.5-5.6 II USM 

(レンズキャップ、ダストキャップ付さ） * レンズ付さキットをお買いホめの場合 

□ 電池：バッテリーパック NB-2LH (保護カバー付き） 

□ 巧電器：バッテリーチャージャー CB-2LW 
□ ケーブル2本 

□ インターフェースケースレ IFC- 400 PCU 
□ ビデオケースレ VC- 100 
□ ストラップ： EW-100DBII (アイピースカバー付き） 

□ CD-R0M2 枚 

□ EOS DIGITAL Solution Disk (付属ソフトウェア） 

□ ソフトウェア使用説明書 （ PDF 形式の使用説明書） 

□ ポケットガイド 

すぐに撮影したい方は、このポケットガイドをご覧ください。 

□ EOS Kiss Digital X 使用説明書 （本書） 

□ ソフトウェアガイド 

付属ソフトウェアの概要とインス I -ールち法を説明しています。 

□ お客様ご相談窓□、修理受付窓□一覧/ま全上のご注意 
□ カメラ保証書 

□ レンズ保証書 * レンズ付きキットをお買いホめの場合 


《付属品は、なくさないよラご注意ください。 

《画像を記録する CF 力ードは付属していません。 別途ご購入くださし、。 


本使用説明書上のおことわり— 

本文中の絵文字について 

参〈酱 I 〉は、電子ダイヤルを示しています。 

参〈▲▼〉や〈◄►〉は、十字キーのボタンを示しています。 

• 〈资)〉は、設定ボタンを示しています。 

参を4/る6/を16は、操作ボタンから指を離したあとに、ボタンを押し 
た状態びそれぞれ 4 砂/ 6 砂/] 6 秒間保持されることを示していま 
す。 

参そのほか、本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンや液晶 
モニターの 表示など、カメラに使われている絵文字を使用していま 
す。 

本文中の マークに ついて 

* IM 五のは、 〈 MENU 〉 ボタンを押して設定変更する機能であることを示 
しています。 

♦ ページタイトルち上の画!]は、応用撮影ゾーン ( P .18) 限定で使用で 
さる機能であることを示しています。 

( P . * *) の* * 1しついて 

参参照ページを示しています。 

端: ？ 《园 について 

ミ' か-:上手に使ラためのヒントや撮影のポイントび書かれています。 

?困ったとさの手助けになる事項び書かれています。 

( I 撮影に不都合び生じるおそれのある注意事項び書かれています。 

U :補足説明や補足事項び書かれています。 

操作説明の前提について 

* 電源スイッチび 〈 ON 〉 になっていることを前提に説明しています。 

* メニュー機能やカスタム機能び初期状態になっていることを前提に説 
明しています。 

* EF - S 18-55 mm F 3.5-5.6 II USM レンズを取り付けた状態で説明し 
ています。 
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目巧- 

はじめに 

カメラと付属品の確認 . 

本使用説明書上のおことわり . 

やりたいこと目次 . 

取り扱い上のごま意 . 

すぐ撮影するには . 

各部の名称 . 

1 撮影前の準備と操作の基本 

電池を充電する . 

電池を入れる/取り出す . 

CF 力ー ドを入れる/取り出す . 

レンズを取り付ける/取り外す . 

撮影の基本操作 . 

液晶モニターの表お切り換え . 

メニュー機能の操作と設定 . 

使い始める前の準備 . 

2 かんたん撮影と画像確認 

全自動で撮る . 

全自動を使いこなす . 

人物を写す . 

風景を写す . 

花や小物を大を<写す . 

動をのあるちのを写す . 

夜景と人物を明るく写す . 

スト□ボが使えない場所で写す . 

セルフタイマー撮影 . 

画像を再生する . 

3 一歩進んだ思いどおりの撮影 

プ□グラム AE 撮影 . 

明るさに応じてに0感度を変える . 

内蔵スト□ボを使ラ . 

AF モード（ピント合わせの方法）を変える 
ピント合わせに使う AF フレームを選ぶ ...... 

連続撮影する . 

記録画質を設定する . 

ピクチャースタイルを選ぶ . 
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目次 


4さ5に進んだ思いどおりの撮影 

被写体の動をを表現する . 

ピントの合ラ奥行をを変える . 

露出値を固定して撮る . 

近くから遠くまでピントが合った写真を撮る 

測光モードを変える . 

自分の好みに露出を補正する . 

明るさを自動的に変えて撮影する . 

ピクチャースタイルを調整する . 

ピクチャースタイルを登録する . 

色空間を設定する . 

露出を固定して撮る/ AE □ ック撮影 . 

FE ロック撮影 . 

ホワイトバランスの設定 . 

ホワイトバランスを補正する . 

カメラブレを防止する . 

5 知っていると便利な機能 

普段使ラ上で便利な機能 . 

電子音が鳴らないよラにする . 

CF カードの入れ忘れを防止する . 

撮影直後の画像表お時間を設定する . 

電源が切れるまでの時間を設定する . 

液晶モニターの明るさを調整する . 

画像番号の付けかたを設定する . 

縦位置撮影時の画像回転を設定する . 

カメラの設定内容を確認する . 

カメラの設定状態を初期状態に戻す . 

液晶モニターが自動消灯しないよラにする 

カメラの機能を自分好みに変更する . 

パソコンに画像を送る . 

撮像素子の自動清掃 . 

ゴミ消し情報を付加する . 

「センサークリーニング：手動」について ..... 


^ 6 667777778呂88扫8 9 9999999999990011 
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6 画像の確認方法 

見たい画像を素早く探す . 

拡大して見る . 

回転させる . 

自動再生する . 

テレビで見る . 

保護する（プロテクト） . 

消去する . 

撮影情報表示の内容 . 

7 カメラとプリンターをつないで印刷する 

印刷の準備をする . 

円 ctBrid 旨 e で印刷 . 

CP 、 BJ ダイレクトで印刷 . 

トリミング（印刷範囲）の設定 . 

かんたん印刷 . 

画像を印刷指定する . 

印刷指定画像のダイレクトプリント . 

g 資料 

外部スト□ボの使用について . 

ワイヤレスリモコン撮影 . 

家庭用電源を使用する . 

曰付/時計機能用電池を交換する . 

>ニュー機北一見 . 

撮影機能の組み合わせ一覧 . 

AF の苦手な被写体 . 

故障かな？と考える前に . 

エラー表示 . 

システムマップ . 

まな仕様 . 

索引 . 
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の議謹の国獲贸 

やりたいこと目次 

撮影 


♦ カメラまかせで簡単に撮影したい 

み P .37 〜4巨 め、んたん撮影ゾーン） 

♦ 連続して写真を撮りたい 

今 P .41、 44、已7 ( 马1 連続撮影） 

♦ 自分も写真に写りたい（記念写真） 

み P .47 ( 攻 セルフタイマー） 

♦ 動きを止めた写真を撮りたい 


♦ 流動感のある写真を撮りたい 

今 P .64 (Tv シャッター優先 AE ) 

♦ 背景をぼかした写真を撮りたい 


♦ 背景まで鮮明な写真を撮りたい 

今 P .66 (Av 絞り優先 AE ) 

♦ 写真の明るさ（露出）を調整したい今 P .72 (露出補正） 

♦ 暗いところで撮影したい 

み P .38、 已2 (スト□ボ撮影） 

♦ スト□ボ禁止の場所で撮影したい 

み P .46 ( 囚 スト□ボ発光禁止） 

♦ 花义を撮影したい 

今 P .69 (バルブ撮影） 

画質 


♦ 色々な写真表現を楽しみたい 

み P .61 (ピクチャースタイル還択） 

参写真をあとで大きく印刷したい 

今 P . 已8 (4 し JL , 皿 3) 

参たくさん写真を撮りたい 

今 P .58 (1 S , MS ) 


参白黒やセピア調の写真を撮りたい今 P.62 (モノクロ） 

A 戀 Hi 醒四圆画 








ピント合わせ 


♦ ピントを合わせる位置を変更したい 

み P. 已已 （回 AF フレーム選択） 

♦ AF フレームを素早く選択したい 

今 P .101 ( C . Fn -1-4) 

参動いているちのを撮影したい 

今 P .44、 已 4 (AI ヴーボ AF ) 

再生 

参写真をカメラで見たい 

今 P .48 ( 囚再生） 

参写真を素早く探したい 

今 P .1 14 ( H インデックス表示） 

♦ 大事な写真を誤って 
消さないよラにしたい 

今 P.120 ( 因プ□テクト） 

♦ 不要な写真を消したい 

今 P.121 (i 消去） 

♦ 写真をテレビで見たい 

み P .119 (ビデオ出力） 

♦ 液晶モニターの明るさを調整したい 

み P .93 (液晶 モニターの 明るさ） 


印刷 

♦ 写真を簡単に印刷したい 


今 P .12 已（ダイレクトプリント) 




取り扱い上のご注意 

カメラについて 

• カメラは精密機器です。落としたり衝撃を与えたりしないでください。 

• このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用でさません。万一水 
に濡れてしまったときは、早めに最寄りの修理受付窓□にご相談ください。また、 
水滴びついたときは乾いたきれいな巧で、潮風にあたったときは固くしぼったき 
れいな巧でよ < ふさとって < ださい。 

• カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気び発生する装置の近<に、絶対に置か 
ないで<ださい。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用した 
り、放置したりしないで<ださい。電磁波により、カメラび誤動作したり、記録 
した画像データび破壊されることびあります。 

• 直射日光下の車の中などは予想政上に高温になります。カメラの故障の原因とな 
ることびありますので、このよラな場所にカメラを放置しないでください。 

• カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでくだ 
さい。 

• レンズ、ファインダー、 ミラー、 フオーカシングスクリーンなどにゴ S びついて 
いるとさは、市販のブ□アーで吹さ飛ばすだけにして<ださい。カメラボディお 
よびレンズは有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでください。特に巧れび 
ひどいとさは、最寄りの修理受付窓□にご相談<ださい。 

• カメラの電気接点は手で触らないでください。腐食の原因となることびありま 
す。腐食び生じるとカメラび作動不良を起こすことびあります。 

• カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露 
(水滴）び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところ 
に移すとさは結露の発生をふせぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の□を 
閉じ、周囲の温度になじませてから、袋から取り出してください。 

• 結露び発生したとさは、故障の原因となりますので、カメラをお使いにならない 
でください。レンズ、 CF カード、電池をカメラから取り外し、水滴び消えるま 
で待ってから、カメラをお使いください。 

• カメラを長期間使用しないときは、カメラから電池を取り出し、風通しびよく、 
涼しい乾燥した場所に保管してください。保管期間中でわ、とさどさシャッター 
を切るよラにして作動することを確認してください。 

• カメラの保管場所として実験室などのよラな薬品を扱ラ場所は、さび•腐食など 
の原因になるため避けて<ださい。 

• 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用して<ださい。長期間 
使用しなかったあとや海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄りの 
修理受付窓□、またはご自身でチエックしてからご使用ください。 
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取り扱い上のごを意 


液晶 モニター について 

• 液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%政上の有効 
画素びありますび、0.01%政下の画素欠けや、黒やホの点び現れたままになる 
ことびあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には影 
響ありません。 

• 液晶モニターを長時間点打したままにすると、表示していた内容の残像び残るこ 
とびあります。この残像は一時的なわので、カメラを数曰間使用しないでおくと 
自然に消えます。 

CF カードについて 

• CF カードは精密にでさています。落としたり振動を与えたりしないでください。 
CF カードに記録されている画像び壊れる原因となります。 

• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたをのや静電気の発生しやすい所で 
保管、使用しないでください。 CF カードに記録されている画像データび消えて 
しまうことびあります。 

• 直射曰光のあたる場所や、暖房器具の近<に放置しないで<ださい。 CF カード 
び変形して使用でさなくなります。 

• CF カードに液体をこぼさないでください。 

• 大切な画像データを守るため、 CF カードは必ずケースなどに入れて保管して< 
ださい。 

• 巧げたり、強い力や衝撃を与えたりしないでください。 

• 温度の高い所、ほこりや湿気の多い所に保管しないでくださし、。 

レンズの接点について 

レンズを取りがしたとさは、接点やレンズ面を傷つけない 

よラに、取り付け面を上にして置さ、ダストキヤップを取り 

付けてくださし、。 
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ずぐ撮影ずるには 

電池（バッテリー）を入れる 

(P.24) 

電池の充電方法については22ページ 
を参照してください。 


レンズを取り付ける （P.28) 

EF-S レンズは白い指標、 EF-S レンズ 
し U 外はホい指標に合わせて取り付けま 
す。 




] レンズのフ ォーカスモー ドスイツ 



チを < AF > にする （P.28) 





M ™ 



CF ス□ットカバーを開け、 
CF 力ードを入れる （P.26) 

CF 力ードの表を手前にして、ル 
さい穴び並んでいる方を奥にして 
差し込みます。 




1 





電源スイッチを 〈0 N > にする 

(P.29) 

■►液晶モニターにカメラの設定情報び表 
示されます。 
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すぐ撮影するには 
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モードダイヤルを〈□> (全自 
動）にする （ P .38) 

撮影に必要な設定びすべて自動設定さ 
れます。 




ピントを合わせる （ P .31) 
ファインダーをのぞさ、写したいをの 
を画面中央に配置します。シャッターボ 
タンを軽く押すと、ピントび合います。 



撮影ずる （ P .31) 

さらにシャッターボタンを押して撮影 
しよ 9 〇 


撮影した画像を確認ずる （ P .92) 
撮影した画像び液晶モニターに約2秒 
間表示されます。 


♦ 液晶モニターのカメラ設定情報は、ファインダーに目を近づけると消な 
します。 

参今までに撮影した画像を確認したいとさは、『画像を再生する』 （ P .48) 
を参照してください。 

♦撮影した画像を消去したいとさは、『消去する』 （ P .121) を参照して 
<ださい。 
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各部の名拖 


太字は、『かんたん撮影と画像確認』までに使用する各部の名称です。 


モードダイヤル ( P .18) — 

電源スイッチ ( P .29) 

電源ランプ (P.29) 

〈盗!〉電子ダイヤルー 
( P .4) 

シャツターボタン 

( P .31) 



内蔵スト□ボ /AF 補助光投光部 
(P. 已2/1 02) 

-EF レンズ取り付け指標 ( P .28) 

EF-S レンズ取り付け指標 (P . 2日） 

シンク□接点 

—アクセサリーシュ ー( P . 1已 0) 


—〈み〉撮像面マーク 

( P .43) 

ストラップ 
取り付け部 

( P .20) 


の一〈いスト□ボ 
がボタン （ P . 已 2) 


U モコン受信部 
( P .1 已 1) 

グ U ップ 


二つ一（口‘ 


接历 ( P . ] I ) - 

レンズマウント 

EF - S 18 -已己 mm F 3.5-5.6 II USM レンズ 

フォーカス U ング ( P . 已 6) 

フード EW -60 C 
(別売)取り付け部 

0日日 mm フィルター 
取り付けねじ部 
(レンズ前面） 


絞り込みボタン 
( P .68) 


—レンズ□ックピン 


フォーカスモードスイッチ （ P .28 )— I 
レンズ取り付け指標 ( P .28) —— 



ビデオ出力端子- 
( P .119) 


I 」モコン端子- 
( P .88) 


デジタル端子- 


( P . 10己、] 28) 
接点 ( P .11) 




屬 

VIDEO 

OUT 
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各部の名称 


アイカップ ( P .1 已 1) — 

ファインダー接眼部 

ディスプレイオフセンサー 

( P .99) 

〈な〜>〉イ ー ジ ー 
ダイレクトボタン 
( p .106/141) 

〈 DISR 〉 カメラの設 
定状態表示の入/切/ 

撮影情報表示/ 

卜ング枠縦横 
切り換えボタン 
( p . 32.97/ 

48、 ] 22/1 40) 

〈 MENU 〉 メニュ ー 

ボタン ( P .33) 


〈 JUMP 〉 ジャンプ 
ボタン ( P .1] 己） 

〈囚〉再生ボタン 

( P .48) 


〈1〉消去 
ボタン （ P .1 2 



視度調整つまみ ( P .29) 

—< AV 因 >絞り数値/露出補正設定ボタン 
( p .69/72) 

— 〈*/ H •み >AE □ック / 

FE □ックボタン/ 
インデックス/縮ルボタン 
( p .82/83 / 

114/1 ] 日、 140) 

—〈回/み〉 

AF フレーム選が/ 
拡大ボタン 

( P . 已已 /]] 目、] 40) 


CF 力ード 
ス□ット 

カバー ( P . 2巨） 


液晶 モニター ( P .32) 

〈鸟]/&!〉ドライブモード 
選択ボタン ( P . 47、已 7) 


十字キー ( P .33) 


〈▲ IS 0> 旧0感度設定ボタン ( P . 日 1) 

〈▼ WB > ホワイトバランス選択ボタン （ P .84) 
〈◄图〉測光モード還択ボタン ( P .7 ]) 

〈► AF〉AF モード 選択 ボタン ( P . 已 4) 

CF 力ードス□ット （ P .2 目） 


CF 力ード取り出しボタン ( P . 2日） 


DC コード 
通し部 
( P .1 已 2) 


—電池室ふた 

開放 レバー ( P . 24) 


電池室ふた （ P .24) 

〈运)〉設定ボタン/ 〈ミこ； >ピクチヤー 
スタイル選択ボタン ( P .33/6] ) 
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各部の名称 


カメラの設定状態表示 


シャツター速度— 
撮影モードー 


—露出レベル表示 
露出補正量 
AEB レベル 


ホワイトバランスー 
国才ート 

米太陽光 
6 k 日陰 
A くち0 
米白熱電球 
觸白色堂光巧 


—絞り数値 

— AEB 撮影 

—旧0感度 

——スト□ボ調光補正 


ちスト□ボ 
A マニュアル 

ホワイト- 

バランス補正 


カスタム機能—— 

ホワイトバランスー^ 
ブラケテイング 


1/125 

P つ • 


F5i6 晒 100 
.g •中: 2 L 哩]四、 1 


- 圆 丽 ONE SHOT I — I - 


ちの货嗯 


jiL 画 


I；•:詞 

EInD 


B/W •»)) <S> 


C 而1 


r ドライブモード 

□ 1枚撮影 
鸟1連続撮影 
及！セルフタイマー/ 
U モコン 


こ 


ホ目絵和 

電子音 


記録画質- 

JL ラージ/ファイン 

JL ラージ/ノーマル 
JM ミドル/ファイン 
JM 三ドル/ノーマル 
dS スモール/ファイン 
JS スモール/ノーマル 
g L nSB 

□ウ+ラージ/ファイン 
画 □ウ 


——撮影可能枚数 

—— W 日ブラケティング時の 
撮影可能枚数 

—セルフタイマー作動表示 

-モノク□撮影 

—— A 巧ード 

ONE SHOT ワンショット AF 
AI FOCUS Al フォーカス AF 
Al SERVO Al ヴーボ AF 

MF マニュアル フオー カス 


測光モード- 

图評価測光 
回 部分測光 
□ 中央部重点平均測光 


— AF フレーム選択 
-電池チェック 


表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 

16 



































各部の名称 


フアインター内 表示 

フオーカシングスク IJ ーンー 



— AF フレーム点灯表示位置〈 • 〉 
- AF フレーム 



〈*>AE □ツクー 
AE 日撮影中 


〈ち〉スト□ボ充電完了- 

FE □ック連動範囲外警告 


〈ち H > 八イスピードシンク □ —— 
(FP 璋光） 

〈ち*〉 FE □ック /FEB 撮影中 


〈四〉スト□ボ調光補正一 


シャツター速度- 

FE □ツク （FEL) 

データ処理中 (buSY) 

内蔵スト□ボ充電中け buSY) 


—〈参〉合焦マーク 


—連続撮影可能枚数 


—〈班〉ホワイト 

バランス補正 


——露出レベル表示 
露出補正量 
AE 日レベル 
赤目緩和ランプ点打 


CF フル警告 （ FuLLCF ) 
CF エラー警告 (Err CF ) 
CF 未装填警告 ( noCF ) 


絞り数値一 

表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


モー ドタイヤル 

モードダイヤルは、「かんたん撮影」と「応用撮影」の機能ゾーンに分け 
られています。 


応用撮影ゾーン 


思いどおりのさまざまな撮影びでさます。 
P :プ□グラム AE ( P . 己日） 

Tv :シャツター優先 AE ( P . 目 4) 

Av :絞り優先 AE ( P .66) 

M :マニュアル露出 （ P .69) 

A-DEP :自動深度優先 AE ( P .7 日） 


全自動 


かんたん撮影ゾーン 


基本操作はシャッターボタンを押すだけ 



です。被写体に応じてカメラまかせの全自動 
撮影びでさます。 

□:全自動 （ P .38) 

イメージゾーン 


み：ポー h レート （ P .41) 

苗：風景 （ P .42) 

A :ク□-ズアップ （ P .43) 
咬：スポーツ （ P .44) 

因：夜景ポートレート （ P .45) 
回：スト□ボ発光禁止 （ P .46) 
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各部の名称 


バッテリーチヤージヤー CB -2 LW 




謗 

Li-ion 


• この製品には、 U チウムイオン電池を使用しています。 

• この電池は U サイクル可能な貴重な資源です。 

• この電池の回収、 U サイクルについては、下記のキヤノンホームペー 
ジ上で確認でさます。 

•交換後不要になった電池は、ショートによる発煙、発火の恐れびありますので、 
端テを絶縁するためにテープを貼るか、個別にポ U 袋に入れて U サイクル協力店 
にある充電式電池回収 BOX に入れて < ださい。 

• U サイクル協力店についてのお問い合わせは、じ(下へお願いします。 

-製品、 U チウムイオン電池をご購入いただいた販売店 
-有限責任中間法人 JBRC 

ホームぺージ： http :// www . jbrc . net / hp / cQntents / index.html 
-「キヤノン/キヤノンマーケティングジャパン」 

ホームぺージ： http://cweb.canonjp/ecol □ 旨 y/recycle 已 .html 
リサイクル時のご注意：電池を分解しないでください。 


巧害電波自主規制について 

この装置（カメラ）は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準 
に基づくクラス目情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受 
信障害を引さ起こすことびあります。使用説明書（本書）に従って正しい取り扱いを 
してくださし、。 
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ストラップ（吊りひも）の取り付け方 



ストラップの先をストラップ取り付け部の下 
から通し、さらにストラップに付いている止め 
具の内側を通します。止め具の部分のたるみを 
取り、引っぱってわ止め具の部分びゆるまない 
ことを確認してください。 

• ストラップにはアイ ピースカバーび 付いて 
います。 （ P .1 己 1) 



アイピースカバー 


参 Adobe は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

参 CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

参 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標、または 
登録商標です。 

参 Macintosh ( S . 米国および他の国で登録された、米国アップルコンピュータ社の商標 
です。 

• DCF # は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、日本国内における登録商標です。 
DCF □コマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「 Desi 旨 n RjleforCamera 円 le 
System 」 の規格を表す団体商標です。 

参その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

* DCF は、主としてデジタルカメラの画像を関連機器間で簡便に利用しあラことを目的 
として制定された（社）電子情報技術産業協会 （ JEITA ) の規格の 「 Desi 旨 n「ulefor 
Camera File System 」 の略称です。 

* このデジタルカメラは 、 DCF 2.0 と Exif 2.21 (愛称 「Exif Print 」） に対応していま 
す 。 Exif Print は、デジタルカメラとプリンターの連携を強化した規格です 。 Exif Print 
対応のプ U ンターと連携することで、撮影時のカメラ情報を活かし、それを最適化し 
て、よりされいな印刷出力結果を得ることびでさます。 
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撮影前の準備と操作の基本 


この章では、撮影に入る前にあ5かじめ準備しておくことと、操 
作の基本について説明します。 



電池を巧電ずる 




2 


電池を取り付ける 

• 充電器の線（取り付け指標）に電池の先 
端を合わせ、押し付けなびら、スライド 
させて取り付けます。 

参取り外しは逆の手順で行います。 




電源プラグを起こす 

参充電器のプラグを矢印の方向に起こし 
ふ9 〇 



充電ランプ 


4充電する 

• プラグをコンセントに差し込みます。 

今自動的に充電び始まり、充電ランプび才 
レンジ色に点なします。 

今充電び完了すると緑色に点なします。 

参使い切った電池の充電に要ずる時間は、 
約90分でず。 
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電池を充電する 


:根電池と巧電器の上手な巧い方 

• 巧電は、使用ずる当曰か前日にずる 

充電して保管していてを、かしずつ電池の容量びかな<なっていさます。なお、 
充電時間は、周囲の温度や電池の充電状態によって異なります。 

参24時間に Lb 連続して充電しない （性能低下を防ざます） 

参充電び終わった5、電池を取りがし、プラグをコンセントか5巧く 

♦ 保護カバーを取り付ける向きで、巧電済みか、使 
用済みかびわかるようにずる 

充電済みの電池に保護カバーを取り付けるときは、電池 
の青いシールに保護カバーの窓 〈 D 〉 び重なるよラにし 
ます。使用済みの電池のときは、]80度回して取り付け 
ます。 

♦ 0で〜40での節囲で使用ずる 

性能を十分に発揮させるためには、]ぴ C 〜 3crc の範囲で使用することをおすす 
めします。スキー場などの低温下では電池の性能び一時的に低下し、使用でさる時 
間び短くなることびあります。 

参カメラを使わないときは、電池を取り出しておく 

電池を長期間カメラに入れたままにしてお<と、微少の電流び流れて過放電にな 
り、電池寿命短縮の原因となります。保護カバーを取り付けて保管して<ださい。 
なお、フル充電して保管すると、性能低下の原因になることびあります。 

♦ 充電器は海がでち使うことびできる 

充電器は、家庭用電源の AC ] 00〜 240 V 已0/日 OHz に対応してし、ます。お使い 
になる地域に対応した、市販のコンセント変換プラグをお買いホめ<ださい。なお、 
海が旅行用の電子変圧器などに接続しないで<ださい。充電器び故障するおそれび 
あります。 

♦ フル巧電したのにずぐ使えなくなるときは、電池の寿命 

新しい電池をお買いホめ < ださい。 



W • バッテリーパック N 目- 2 LH 1； (州ま充電しないでくださし、。 

• バッテ U —パック N 目- 2 LH は、キヤノン製品専用です。指定外の充電器、お 
よび製品と組み合わせて使用した場合の故障、事故に関しては一切保証でさ 
ません。 
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電池を入れる/取り出ず 


ふたを開ける 

参レバーを矢印の方向にスライドさせて、 
ふたを開けます。 


電池を入れる 

♦ 電池接点の方から入れます。 

参□ック位置までしっかりと入れてくだ 
さい。 


ふたを閉める 

• 「カチッ」と音びするまで、ふたを押し 
よ9 〇 


電池の残量は、電源スイッチを 〈 ON 〉 （ P .29) にしたときに表示されます。 

mm :電池の容量は十分です。 

:少し減っていますび、まだ使用で 
さます。 

亡^ :まをなく電池切れになります。 

C つ：電池を充電してください。 
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電池を入れる/取り出す 


撮影可能枚数の目安 [約•枚] 


温度 

撮該条件 

スト□ボ撮影なし 

已0%スト□ボ撮影 

常温 （ + 23 に） 

已〇〇 

360 

低温 （ crc ) 

370 

280 


• 撮影可能枚数は、フル充電の NB -2 LH 使用、 CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験 
基準によります。 

151 • 実際の撮影条件との違いにより、撮影可能枚数び表記数値よりわ少なくなる 
ことびあります。 

• シャッターボタン半押し状態を長く続けたり、 AF (オートフォーカス）のみ 
行つて撮影しない操作を頻繁に行ラと、撮影可能枚数び少なくなります。 

• レンズの動作にはカメラ本体の電源を使用します。使用するレンズの種類に 
よっては、撮影可能枚数び少なくなります。 


取り出し方 



ふたを開ける 

参レバーを矢印の方向にスライドさせて、 
ふたを開けます。 



2 電池を取り出ず 

参電池□ックレバーを矢印方向に押して 
□ックを外し、電池を取り出します。 

♦ ショート防止のため、必ず電池に保護力 
バーを取り付けてください。 
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CF カードを入れる/取り出ず 

撮影した画像は、 CF カード（別売）に記録されます。 

CF カードには、厚さの異なる2種類のタイプびありますび、このカメラ 
では、どちらのタイプを使用でさます。また、八ードディスクタイプのをの 
や 2 GBiU 上の大容量の CF カードを使用でさます。 


入れ方 




取り出しボタン 


1カバーを開ける 

参カバーを矢印の方向にスライドさせて 
から開さます。 


2 CF カードを入れる 

♦ 図のように CF カードのおちてを手前に 
して、ルさい穴び並んでいる方を奥にし 
て差し込みます。 

CF 力ードを入れる向きを間違えると、力 

メラび壊れます。 

吟 CF カード取り出しボタンびせり上びり 

On 〇 



カバーを閉める 

• カバーを閉じてから、矢印の方向に「力 
チッ」と音びするまでしっかりとスライ 
ドさせます。 

参電源スイッチを 〈 ON 〉 にすると、液晶 
モニターに撮影可能枚数び表示されま 
す。 


S1 撮影可能枚数は、使用する CF カードの空さ容量や、記録画質、設定したに0感度 
などにより変わります。 
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CF 力ー ドを入れる/取り出す 


取り出し方 



2 


カバーを開ける 

参電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

♦ 液晶モニターに「書さ込み中」び表示さ 
れていないことを確認します。 

参アクセスランプび消えていることを確 
認して、カバーを開さます。 

CF カードを取り出す 

♦ CF カード取り出しボタンを押し込みま 
す。 

今 CF カードび出てさます。 

参カノ（一を閉じます 


W • アクセスランプが点滅しているときは、 CF カードへの記録/読み出し中や、消 
ま中、データ乾送中です。絶対に次のことを行わないでください。画像データ 
が壊れます。また場合によつては CF 力ードが壊れたり、カメラ本体が損傷する 
原因となります。 

- CF 力ードス□ットカバーを開ける 
•電池を取り出す 

-カメラ本体に振動や衝撃を与える 

• 画像び記録されている CF カードを使用すると、画像番号00 0] から撮影され 
ないことびあります。 （ P .94) 

参 CF カードの問題に関するエラーび表示されたときは、3日ページを参照してく 
ださい。 

• 八ードディスクタイプのカードは、 CF カードに比べると振動や衝撃に弱いた 
め、特に記録/再生中は、カメラに振動や衝撃を与えないよラ、十分にを意し 
て < ださい。 

Bl メニュー [01力ードなしレリーズ] を [しなし リに設定すると、 CF 力ードを入れ忘 
れたまま撮影することを防止でさます。 （ P .92) 
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レンズを取 0 付ける/取 0 かず 


1 キャップを外ず 

参レンズのダストキヤップとボディ 
キャップを矢印の方向に回して外しま 
す。 


y レンズを取り付ける 

♦ EF-S レンズとカメラの、白い EF-S レン 
ズ取り付け指標を合わせ、レンズを矢印 
の方向に「カチツ」と音びするまで回し 
ます。 

参 EF-S レンズ外を取り付けるときは、赤 
い EF レンズ取り付け指標に合わせます。 

^レンズのフオーカスモードスイツチを 
< AF > (自動ピント合わせ）にする 

参 〈 MF 〉 （手動ピント合わせ）になっている 
と自動ピント合わせびでさません。 

4レンズキャップを外ず 


取 D 付け方 


瞧 

8 

EF - S レンズ取り付け指標 

m 

1 

EF レンズ取り付け指標 

襲 

1 


取 D かし方 



レンズ□ック解除ボタンを巧しなが 
5、レンズを矢印の方向に回ず 

参回転び止まるまで回してから、取り外し 
ふ 9 〇 


W レンズの取り付け/取りがしを行う際に、ゴミやホコ U びマウント部からカメラ 
内部に入らないよラ、十分にを意してください。 
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撮影の基本操作 

電源スイッチ 

このカメラは電源スイッチを入れて初めて作動します。 

〈 ON 〉 ：電源ランプび点なして、カメラび 
作動します。 

〈 OFF 〉 ：カメラは作動しません。カメラを 
使用しないとさはこの位置にしま 
す。 


胃] • 電源の入/切で液晶モニターに表示される〈立3^〉は、撮像素テの自動清掃 
を行っている表示です。 

• 電池の消耗を防ぐため、約30秒何ち操作しないと自動的に電源び切れます。 

シャッターボタンを巧すと再度電源び入ります。 

• 電源び切れるまでの時間を、メニュー け T 1 オートパワーオフ] で変更すること 
びでさます。 （ P .93) 

• CF 力ードへの画像記録中に電源スイッチを 〈 OFF 〉 にすると、[書き込み 中] び 
表示され、画像記録び終了してから電源び切れます。 



ファインダーが鮮明に見えるよ5に調壁ずる 

メガネを使用している方でを、メガネをかけずにファインダー内びはっさ 
り見えるよう調整することびでさます。 



視度調整つまみを回ず 

♦ ファインダー内の AF フレーム （9 つの四 
角い枠）びをっとを鮮明に見えるよラ 
に、つまみをちまたは左に回します。 


13視度調整してもファインダーび鮮明に見えないちは、別売の視度ネ甫正レンズ E 
(10 種）の使用をおすすめします。 
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撮影の基本操作 


カメラの構え方 

手ブレのない鮮明な写真を撮るために、カメラび動かないよラしっかりと 
構えて撮影します。 



カメラの持ち方 

①ち手でグ U ップを握ってカメラを持ちます。 

③ドアノブを左手で下から握るように、レンズを下から握ります。 

③ ち手人差し指の腹をシャッターボタンに軽くのせます。 

カメラの構え方 

④ 脇をしっかり締め、両ひじを軽く体の前につけます。 

⑥ファインダーにでさるだけ目を近づけてのぞき込みます（液晶モニ 
ターび消なします)。 

⑧片足を少し踏み出して体を安定させます。 

* 液晶モニターを、ファインダーの代わりとして見なびら撮影することはでさませ 
Aj 。 
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撮影の基本操作 


シャッターボタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目ま 
で押すことを伴押し」といいます。半押しからさらにこ段目まで押すこと 
を「全押し」といいます。 




半巧し 

自動ピント合わせと、自動露出機構によ 
るシャッター速度と絞り数値の設定び行わ 
れます。 

露出値（シャッター速度と絞り数値）び、 
ファインダー内に表示されます。（を 4) 

全押し 

シャッターび切れて撮影されます。 


手ブレしにくい撮影のしかた 

手にしたカメラび撮影の瞬間に動くことを「手ブレ」といい、全体びぼや 
けたよラな写真になります。鮮明な写真を撮るために、次の点にミ主意してく 
ださい。 

•前ページの『カメラの構え方』のように、カメラび動かないようしっか 
り構える。 

. シャッターボタンを半押ししてピントを合わせたあと、ゆっくりシャツ 
ターボタンを全押しする。 


0 • シャッターボタンを一気に全巧ししたり、半押し後すぐに全巧しすると、一 
瞬の間を置いてから撮影されます。 

• カメラびどんな状態（画像再生中、メニュー選択中、画像記録中など）にあつ 
てち、シャッターボタンを半巧しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります（ダ 
イレクトプ U ントによる印刷中、ダイレクト画像転送画面表示中を除く）。 
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お晶 モニターの 表示切り換え 

液晶モニターには、カメラの設定状態や、メニュー機能、撮影した画像な 
どを表示させることびでさます。 


♦ 電源スイッチを入れると表示されます。 
• ファインダーに目を近づけると、ディス 
プレイオフセンサーび働いて、まぶし< 
ならないよう表示び消えます。ファイン 
ダーから目を離すと再表示します。 

参下記のメニュー機能や撮影した画像を 
表示しているとさに、シャッターボタン 
を半押しすると、左のよラな表示に戻 
り、すぐに撮影することびでさます。 

• < DISR > ボタンを押すと表示び消え、も 
ラー度押すと表示されます。 

W • サングラスをかけてファインダーをのぞくと、表示び自動消灯しないことび 
あります。その場合は、 〈 DISP .〉 ボタンを巧して表示を消してください。 

• 堂光灯び近くにあると、表示び消えることびあります。その場合は、カメラ 
を堂光打から離して < ださい。 


カメラの設定狀態 


1/125 F 5.6 阻刖 UTO 

□ を自巧 


咖圆 AI FOCUS □ 


[教； 31 


メ ニユー 機能 


撮影した画像 


お适岛 


mmmm し 

■すち 入 

力ードな し レ IJ — ス する 


参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと表示さ 



〈囚〉ボタンを押すと表示され、 


れ、をラー度押すとカメラの設定 をラー度押すとカメラの設定状 


状態の表示に戻ります。 態の表示に戻ります。 


32 










ゾニュー機能の操作と設定 


このカメラでは、記録画質や曰付/時刻、液晶モニターの明るさ調整など、 
さまざまな設定をメニュー機能で行います。基本操作は、液晶モニターを見 
なびら、カメラ背面の 〈 MENU 〉 ボタン、〈令〉十字キー、〈贷)〉ボタンを 
使って行います。 


〈 MENU 〉 ボタン 
〈 JUMP 〉 ボタン 
液晶モニター 




撮影系2=^ 
撮影系 
タブー 


-再生系 


メニュー項目- 


坑 JII——MBiasi 



巧目な巧なお 
電子音 

カードなしレリーブ 

切 

入 

する 

L J 


-機能設定系 2 


ーメニュー内容 


[02] タブは、全自動モードなどのかんたん 撮影 ゾーンでは表示されません。 


アイコン 

色 

系統 

説明 

01/02 

ホ 

撮影系 

撮影に関する項目 

囚 

青 

再生系 

撮影した画像の再生操作に関する項目 

? T 1/ tT 2 

黄 

機能設定系 

カメラの基本機能に関する項目 


0 • ( JUMP ) ボタンを巧すと、タブび切り換わります。 

• かんたん撮影ゾーンでは、表示されないメニュー項目びあります。 

参メニュー機能の選択操作や、再生関連操作を〈巡!〉で行うことわでさます。 
参メニュー機能の一覧を1已4ページに記載しています。 


33 

























メニュー機能の操作と設定 


メニュー機能の設定操作 

1メニューを表示する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと表示されます。 




以 i 旧 [ wift が，漏が 
田«ブ□テク!> 

。•酪 

帥愼を 

mm 

オー S ブレイ 

化做の瓶稀 C 泌 

ヒストク5ム n 展 




オートプレイ 


ILL す iJ 卜-孤 .. 


ヒストブラム 


2タブを選ぶ 

•〈 JUMP 〉 ボタンを押してタブ炼統）を 
選びます。 

参タブび明るく表示されているとさは、 
<◄►> でを選ぶことびでさます。 


3 メニュー項目を選ぶ 

参〈▲▼〉を押して項目を選び、〈资)〉を押 
します。 


4 メニュー内容を選ぶ 

参〈▲▼〉または〈◄►〉で内容を選びま 
す。 （ 〈▲▼〉で選ぶ内容と、〈◄►〉で 
選ぶ内容びあります） 


5内容を設定する 

• <@>を押すと設定されます。 

も 設定を終了ずる 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと表示び消え、力 
メラの設定状態表示に戻ります。 


51この項じ(降のメニュー機能の説明は、 ( MENU ) ボタンを巧して、メニュー画面び 
表示されていることを前提に説明しています。 
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使いおめる前の準備 


HD 表示言語を選ぶ 



信副を選ぶ 

♦ [ tT 2] タブの信副を選び、〈@〉を 
押します。 

言語設定画面になります。 



m -1 




•印 I 打 iirJ 

臣け片 TiT ‘] 

で过 1 




り巧げ化 Ti 化 J 

HUMS 


1 ff 53 on 

日本巧1 


言語を設定する 

♦ 〈 V 〉十宇キーを押して希望する言語を 
選び、〈资)〉を押します。 

表示言語び切り換わります。 


mm 曰付/時刻を確認する 


曰付と時刻を確認し、あっていないとさは、次の手順で設定します。 



[日付/時刻]を選ぶ 

♦ [ ni ] タブの 旧付/時刻] を選び、〈资)〉 
を押します。 

曰付/時刻設定画面になります。 


日付と時刻を設定する 

♦ <◄►> を押して項目を選びます。 

♦ 〈▲▼〉を押して内容を設定します。 

♦ <@>を押すと曰付/時刻び設定されメ 
ニューに戻ります。 


Bl 撮影した画像には、ここで設定した曰付/時刻び一緒に記録されますので、正し 
く設定してください。 
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使い始める前の準備 


HD CF 力ードを初期化する 

新しく買った CF カードや、ほかのカメラ、パソコンで初期化した CF カー 
ドは、このカメラで初期化（フォーマット）しなおしてください。 

(I CF 力ードを巧]期化ずると、 CF 力ードに記録されている内容は、画像だ 
けでなくずベて消去されまず。プ□テクトをかけた画像も消去されまず 
ので、記録内容を十分に確認してか5初期化してください。必要な記録 
内割ホ、初期化ずる前に必ずパソコンなどに保存してください。 


i 1 Lm 議 IS 

オートバワイ 3 3 峨 

•回^ 示 マる 

巧®の巧る ご み … i ■■ 呼 

紳の自曲おな する 

Q 巧/诗巧 06/00/01 15:40 

围巧 S 号 迈し 

に F 力ード巧巧化 


び力-ド巧脚ヒ _ 

CF 力ードをお肋化します 


1 


[ CF カード初期化]を選ぶ 

参[け 1] タブの [CF 力ード初期化] を選び、 

<@>を押します。 

今確認画面び表示されます。 


巧期化ずる 

• [ OK ] を選び、〈@〉を押します。 

今 CF カードび初期化されます。 

今初期化び完了するとメニューに戻りま 
す。 


W • カード内のデータは、初期化や削除をしてを、ファイル管理情報び変更され 
るだけで、完全には消去されません。譲渡•廃棄するときは、ごを意ください。 

• 廃棄するとさは、カードを破壊するなどして個人情報の流出を防いでくださ 
い。 

• 液晶モニターに CF カードの問題に関するメッセージび表示されたときは、 CF 
カードに何らかの障害び発生しています。 CF 力ードの抜さ差しで改善されな 
し、場合は、別の CF 力ードに交換してください。また、パソコンで CF 力ードの 
内容び読み取れる場合は、 CF カード内のデータをすべてパソコンに保存した 
あと CF カードを初期化してください。正常な状態に戻る場合びあります。 

S 1 初期化の画面で表示される CF カードの総容量は、 CF カードに書かれている容量 

よりちかなくなることびあります。 
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かんたん撮影と画像確認 


この章では、モードダイヤルのかんたん撮影ゾーンを使って上 
手に撮影するち法と、撮影した画像の確認ち法を説明しています。 


かんたん撮影ゾーンでは、シャッターボタンを押すだけでカメ 
ラまかせの撮影びでさるよう、各種機能び自動設定されます。ま 
た、誤操作による失敗を未然に防ぐため、撮影機能の設定変更は 
でさないようになっていますので、ち/こ\して撮影してください。な 
お、設定変更でさない撮影機能（自動設定機能）は、灰色で表示 
されます。 












□ を自動で撮る 


1モードダイヤルを〈□〉にずる 



2被写体（写したいもの）に AF フレー 
ムを合わせる 

• すべての AF フレームで 被写体をとら 
え、基本的に一ま近くにあるをのにピン 
卜を合わせます。 

参中央の AF フレームを被写体に重ね合わ 
せるとピントび合いやすくなります。 

5ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半押しすると、レン 
ズび動いてピントを合わせます。 

今ピントび合うと、ピントを合わせた AF 
フレーム内の点び一瞬ホく光ります。同 
時に「ピピッ」と電子音び鳴り、ファイン 
ダー内に合焦マーク〈参〉び点なします。 

今必要に応じて内蔵スト□ボび自動的に 
上びります。 


4撮影ずる 

参シャッターボタンを全押しすると撮影 
されます。 

液晶モニターに撮影した画像び約2秒間 
表示されます。 

• 内蔵スト□ボび上びっているとさは、手 
で押し下げて収納します。 
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□ 全自動で撮る 


S こんなとをは 

• 合焦マーク〈参〉び点滅してピントび合わない 

明暗差（コントラスト）のある部分に AF フレームを合わせてシャッターボタンを 
半巧ししてください。 （ P .1 已 8) また、被写体に近づさすざているとさは、離れて 
撮影してください。 

♦ 複数の AF フレームび同時に光る 

ホく光ったすべての位置にピントび合っています。被写体に合わせた AF フレーム 
ち)光っているとさは、そのまま撮影してくださし、。 

♦ 電子音びルさく鳴り続ける（合焦マーク〈•〉もつかない） 

動いている被写体に、カメラびピントを合わせ続けている状態です（合焦マーク 
<•> は点灯しません)。電子音び鳴っている状態でシャッターボタンを全巧しする 
と、動いている被写体にピントの合った写真を撮ることびでさます。 

参シャッターボタンを半押ししてもピント合わせをしない 

レンズのフ オーカ スモードスイッチび 〈 MF 〉 （手動ピント合わせ）になっている 
と、ピント合わせを行いません。 < AF > (自動ピント合わせ）にしてください。 

♦ ピントを合わせたあとにズーム操作ずると、ピントのあまい写真になる 

レンズのズーム操作は、ピント合わせの前に行って<ださい。ピントを合わせた 
あとにズーム操作をすると、ピントびズレることびあります。 

参明るい日中なのにスト□ボ撮影になった 

逆光状態の撮影では、被写体の影を和らげるためにスト□ボ撮影になることびあ 
ります。 

♦ 暗い場所で内蔵スト□ボび連続して光った 

AF でピントを合わせやすくするため、シャッターボタンを半巧しすると内蔵スト 
□ボび連続的に光ることびあります。 AFffi 助光といわれる機能で、有効距離は約 
4 m です。 

♦ スト□ボび発光したのに暗い写真になった 

写したいものから離れすざています。已乂巧を目安に撮影してください。 

♦ スト□ボ撮影した!5、画面の下側び不自然に暗くなった 

写したいちのに近づさすざて、レンズの影び写り込んでいます。上離れて 
撮影してください。また、レンズ先端に別売のフードび付いているとさは、がして 
撮影してください。 
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□ を自動を使いこなず^ 

構図を変えて撮影ずる 



シーンによっては、被写体を左ちどちらかに配置して、背景をバランスよ 
く入れたほラび、奥行さのある写真に仕上びります。 

〈亡)〉（全自動）では、止まっている被写体にピントを合わせると、シャッ 
ターボタンを半押ししている間、ピントび固定されます。そのまま構図を変 
え、シャッターボタンを全押して撮影します。これをフォーカス□ック撮影 
といいます。かんたん撮影ゾーンのほかのモードでをフォーカス□ック撮影 
びでさます«^>を除<)。 

動いているちのを撮影する 



〈亡)〉（全自動）では、ピントを合わせるとさや、ピントを合わせたあと 
に被写体び動く（距離び変わる）と、被写体に対して連続的にピントを合わ 
せ続ける機能 （ AI サーボ AF ) び働さます。被写体び AF フレームから外れな 
いようにして、シャッターボタン半押しを続けるとピントを合わせ続けま 
す。シャッターチヤンスびきたらシャツターボタンを全押しします。 
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み人物を写ず 

背景をぼかして人物を浮さ立たせた写真を撮りたいとさは、〈み〉（ポー 
トレート）を使用します。〈亡)〉（全自動）よりを肌や髪の毛の感じび柔ら 
かな写真になります。 



旅撮影のポイント 

♦ 人物と背景びできるだけ離れている場所を選ぶ 

人物と背景び離れているほど、背景のボケ方び大さくなります。また、 
背景びすっきりしていて暗いほど人物び浮さ立ちます。 

参望遠レンズを使用ずる 

ズームレンズのとさは、レンズを望遠側にして、人物の上半身び画面 
いっぱいに入るよラ人物に近づさます。 


参顔にピントを合わせる 

ピント合わせのとさに、顔の位置にある AF フレームび光ったことを確 
認して撮影します。 


151 • シャッターボタンを巧し続けると、連続撮影して表情やポーズの変化を写し 
続けます （1 秒間に約3枚)。 

• 必要に応じて内蔵スト□ボび自動的に発光します。 
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ik . 風景を写ず 

広びりのある風景や夜景など、近くから遠くまでピントの合った写真を撮 
りたいときは、 心 (風景）を使用します。〈□〉（全自動）よりも空や緑 
び鮮やかで、とてをクッキ U した写真になります。 



部:撮影のポイント 

♦ 広角レンズを使用ずる 

ズームレンズのとさは、レンズを広角側にすると、望遠側で撮影する 
よりを近くから遠くまでピントの合った写真を撮ることびでさます。ま 
た、風景の広びりを表現することびでさます。 

♦ 夜景を撮影ずるときは 

< u > はスト□ボび発光しませんので、夜景 
を写すことをでさます。手持ち撮影では手ブレ 
しますので、カメラを兰脚に固定して撮影しま 
す。なお、人物と夜景の両方をされいに写した 
いとさは、モードダイヤルを〈因〉に設定し、 

カメラを兰脚に固定して撮影します。（口.4已） 
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A 巧やか物を大をく写ず 

花や趣味の小物などの写真を大きく写したいときは、 < A > (ク□ーズアツ 
プ）を使用します。別売のマク□レンズを使用すると、ルさなをのを驚くほ 
ど大さく写すことびでさます。 



旅撮影のポイント 

♦ ずつきりした背景を選ぶ 

背景びすつさりしているほど花や小物び浮さ立ちます。 


♦ 写したいものに、できるだけ近づく 

最を近づくことびでさる距離（最短撮影距離）は、使用しているレン 
ズで確認してください。レンズによっては、 〈 A 0.28 m /0.9 ft 〉 というよ 
ラに書かれているをのをあります。なお、最短撮影距離は、カメラの左 
肩に刻印されている〈み〉（撮像面マーク）から被写体までの距離です。 
近づさすざると合焦マーク〈♦〉び点滅します。 

暗い場所ではスト□ボび発光します。近づさすざて画面の下側び不自 
然に暗くなる場合は、少し離れて撮りなおしてください。 

♦ ズームレンズは望遠側にずる 

ズームレンズでは、望遠側にすると大さく写すことびでさます。 
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動をのあるちのを写ず 

テどちの走っている姿から自動車レースまで、動いているをのにピントの 
合った写真を撮りたいとさは、〈咬〉（スポーツ）を使用します。 



部:撮影のポイント 

♦ 望遠レンズを使用ずる 

遠くからでを撮影でさるよラ、でさるだけ望遠レンズを使用します。 

参中央の AF フレームでピントを合わせる 

ファインダー中央の AF フレームを写したいをのに合わせ、シャッター 
ボタンを半押しすると、ピント合わせを開始します。ピント合わせを行つ 
ている間、電子音び小さく鳴り続け、ピントび合わないと合焦マーク 
<•> び点滅します。 

シャッターチャンスびさたらシャッターボタンを全押しします。その 
ままシャッターボタンを押し続けると、ピントを合わせ続けなびら連続 
撮影 （1 砂間に最高約3枚）して動さの変化を写し続けます。 


W 手ブレしやすい暗い場所では、ファインダー左下の数値（シャッター速度）び点 
減します。カメラび動かないようしっかり構えて撮影してください。 
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曰巧景と乂物を明るく写ず 

人物と、その背景にある美しい夜の街並みや夜景を明るくされいに写した 
いとさは、〈因〉（夜景ポートレート）を使用します。 



根撮影のポイント 

参広角レンズと H 脚を使用ずる 

ズームレンズのとさは、レンズを広角側にセットすると、広い範囲の 
夜景を写すことびでさます。また、手持ち撮影では手ブレしますので、 
カメラを兰脚に固定して撮影します。 

♦ 人物との距離は已巧 

暗い場所ではスト□ボび自動発光して人物をされいに写します。人物 
との距離を 5 miU 内にすると、スト□ボ光び届さます。 

♦ 〈亡)〉（全自動）でも撮影しておく 

ブレた写真になりやすいので、〈□〉（全自動）でも撮影しておくこと 
をおすすめします。 


BI セルフタイマー併用時は、撮景ミ終了時にセルフタイマーランプび一瞬光ります。 
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区)スト□ボび使えない場所で写ず— 

美術館や水族館など、スト□ボ撮影び禁止されている場所では、〈区)〉（ス 
卜□ボ発光禁止）を使用します。また、キャンドルライトなど、独特の明か 
りの雰囲気を効果的に写したいとさにを使用します。 



部:撮影のポイント 

♦ ファインダー内の数値び点滅した5手ブレに注意ずる 

手ブレしやすい暗い場所では、ファインダー内の数値（シャッター速 
度）び点滅します。カメラび動かないよラしっかり構えるか、兰脚を使 
用してください。ズームレンズのとさは、レンズを広角側にセットする 
と、手持ち撮影でを手ブレしにくくなります。 

♦ 人物も写真に入れるときは 

暗い場所では、撮影び終わるまで写される人び動かないようにしま 
す。撮影中に動くと、人物び流れたよラな写真になります。 
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みセルフタイマー撮露 

セルフタイマーは記念撮影などに使用します。どの撮影モードでを使用で 
さます。 


〈写 U が> ボタンを巧す 


<(5)1> を選ぶ 

♦ <◄►> を押して、〈&!〉を選びます。 


撮影する 

♦ ピントを合わせてシャッターボタンを 
全押しします。 

-► 電子音び鳴り、セルフタイマーランプび 
点滅を始め、約1日砂後に撮影されます。 
撮影2秒前になると電子音び速く鳴り、 
セルフタイマーランプび点なします。 

今セルフタイマー作動中は、液晶モニター 
に撮影されるまでの砂数び減算で表示 
されます。 


〈马]&!〉ボタンを押して、〈◄►〉で〈&!〉 iU 外を選びます。 


2 

3 


セルフタイマーの解除 



巧イブモード 



W レンズの前に立ってシャッターボタンを巧すと、ねらった被写体にピントび合わ 
なくなります。 

0 • セルフタイマー撮影するとさは、兰脚を使用してください。 

• 自分一人だけをセルフタイマーで写すとさは、自分び入る位置とほぼ同じ距 
離にあるものに フォー カス□ック （ P .40) して撮影します。 

• セルフタイマー撮影を途中で中止するときは、〈回み!〉ボタンを巧します。 
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回 画像を再生ずる 

ここでは、•一ま手軽に画像を再生する方法を説明します。再生方法に関す 
る詳しい説明は、] ] 3 ページを参照してください。 



画像を再生する 

♦ 〈囚〉ボタンを押すと、最後に撮影した 
画像び表示されます。 



画像を選ぶ 

• <◄> を押すと、最後に撮影した画像か 
ら新しい順に画像び表示されます。 <►> 
を押すと、ちい画像から順に新しい画像 
び表示されます。 

参 < DISR > ボタンを押すたびに、下記のよ 


うに表示形式び切り換わります。 



] 枚表示 
(簡易情報あり） 

* 撮影情報に関する説明は、] 22、 


撮影情報表示 


] 枚表示 
(撮影情報なし） 


123ページを参照してください。 


3再生を終了ずる 

参〈囚〉ボタンを押すと再生び終了し、力 
メラの設定状態表示に戻ります。 
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一歩進んだ 
思いどおりの撮影 


かんたん撮影ゾーンでは、失敗を防ぐため、いろいろな機能の 
変更ができないようになっていましたが、 〈 P 〉 （プ□グラム AE ) 
では、さまざまな機能を組み合わせ、一歩進んだ思いどおりの撮 
影を行うことができます。 

参 < P > (プ□グラム AE ) では、標準露出になるようシャッター 
速度と絞り数値び自動的に設定されます。 

• かんたん撮影ゾーンと 〈 P 〉 の撮影機能の組み合わせの違いに 
ついては、] 56 ページの一覧表を参照してください。 

*〈 P 〉 は 、 Program (プ□グラム）の略です。 

* A 曰ま 、 Auto Exposure (才ートエクスポージャ ー） の略で自動露出のこ 
とです。 




P ： プログラム AE 撮該 

好ましい明るさの写真になるよう、被写体の明るさに応じてカメラび露出 
(シャッター速度と絞り数値）を自動的に設定します。これをプ□グラム AE 
といいます。 


1モードダイヤルを 〈 P > にずる 


2撮影ずる 

参ピントを合わせてシャッターボタンを 
全押しします。 

液晶モニターに撮影した画像び約2秒間 
表 7 J \ されます。 


根撮影のポイント 

♦ ファインダー内のシャッター速度を確認ずる 

シャッターボタンを半押しすると、ファインダーの左下に3日"〜 
4000 (3 日 砂〜]/4 日日日秒）の数値（シャッター速度）び表示されま 
す。暗くなるほど数値びルさくなり、遅いシャッター速度になって手ブ 
レしやす <なります。 

一般的な目安として、シャッター速度の数値び「撮影時のレンズ焦点 
距離X1.6」（焦点距離己 5mm のときは、8日 （1/8 日砂)）よりもルさく 
なったとさは 、 IS 日感度を上げるか （P.51)、 スト□ボを使って撮影し 
ます （P.52)。 

参プ□グラムを変えることびできる（プ□グラムシフト） 

シャッターボタン半押し後、〈巡^〉を回すと、シャッター速度と絞り 
数値の組み合わせ（プ□グラム）を変えて撮影することびでさます。 




極端に暗い場所や明るい場所でシャッターボタンを半押しす 
ると、図のよラに数値び点滅することびあります。暗い場所 
では、に0感度 （P. 已 1) を上げるか、スト□ボ （P. 已 2) を使 
用してください。明るい場所では JS0 感度を下げてください。 
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ISO : 明るさに応じて旧 0 感度を変える - 

IS 日感度（撮像素テの感度）は、撮影する場所の明るさに応じて設定しま 
す。例えば、暗い場所で IS 日感度を上げる（数値を大さくする）と、手ブレ 
しにくいシャッター速度で撮影することびでさます。また、スト□ボ撮影の 
距離を伸ばすことびでさます。 



〈血 ISO 〉 ボタンを巧ず 

今[旧 0 感度] び表示されます。 



旧0感度を選ぶ 

♦ 〈令〉十字キーを押して IS 日感度を選び、 
シャッターボタンを半押しすると設定 
されます。 


旧0感度を選ぶときの目安 


旧0感度 

通常撮該（スト□ボなし） 

スト□ボ撮影でをる距離 

100/200 

晴天時の屋外 

已2ページ参照 

400/800 

曇り空、夕方 

1600 

夜景、暗い屋内 


W • に0感度を高くしたり、高温下で撮影すると、画像のヴラツキ感びやや多くな 
ることびあります。 

• 高温•高 ISO 感度•長時間露光の条件で撮影を行ラと、画像に色ムラび発生す 
ることびあります。 

0 • かんたん撮影ゾーンでは、撮影状況に応じてに0100〜400の間で、に〇感 
度び自動設定されます。 

参に0800、 ] 日00を還んで撮影すると、かんたん撮影ゾーンのときよりも手 
ブレしにくく、スト□ボ光わ遠くまで届さます。 
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内蔵ストロボを使ラ 

室内や暗い場所、日中の逆光状態では、スト□ボを上げてシャッターボタ 
ンを押すだけで、手軽にされいな写真を撮ることびでさます。 〈 P 〉 では、 
手ブレしにくいシャッター速度 （1/6 日〜1/200砂）び自動設定されます。 



〈ち> ボタンを巧ず 

• 応用撮影ゾーンでは〈ち〉ボタンを押す 
と、いつでをスト□ボ撮影びでさます。 
♦ スト□ボ充電中は、ファインダー内に 
「れ uSY 」 、液晶モニター左上に 
[BUSY ち]び表示されます。 




シャツターボタンを半巧しする 

♦ ファインダーの左下に〈ち〉び表示され 
ていることを確認します。 



撮影する 

• ピントを合わせてシャッターボタンを 
全押しすると、常にスト□ボび発光しま 
す。 


スト□ボ撮影できる距離の目安 [約 • m ] 


旧0感度 

EF - S 18 -日已 mm F 3 .日-己.巨 II USM 

EF - S 17-8 日 mm F 4-5.6 IS USM 

広角：1 8 mm 

望違： 己己 mm 

広角：1 7 mm 

望遠： 85 mm 

100 

1-3.7 

1-2. 3 

1-3.3 

1-2.3 

200 

1-5.3 

1-3.3 

1-4.6 

1-3.3 

400 

1-7.4 

1-4.6 

]〜 日.已 

1-4.6 

800 

1-10.5 

1-6. 6 

1-9. 2 

1-6.6 

1600 

1-14.9 

1-9.3 

]〜 13.0 

]〜9.3 


W 内蔵スト□ボを短時間の内に20回発光させると、発光部を保護するために、し 
ばらくスト□ボ撮影びでさなくなることびあります。シャッターボタンを半押し 
したときに、ファインダー内の ribuSY」 と、液晶モニターの [BUSY 4] び消 
えたらスト□ボ撮影びでさるよラになります。 
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内蔵ストロボを使う 


根撮影のポイント 

• 被写体び遠いときは、旧0感度を上げる 

IS 日感度を高くすると、スト□ボ撮影の距離を延ばすことびでさます。 

参明るい曰中のスト□ボ撮影では、旧0感度を下げる 

明るい日中でファインダー内の数値び点滅するときは、倍日感度の数 
値を下げます。 


参レンズのフードをがし、被写体か51 mJU 上離れる 

レンズ先端に別売のフードび付いていたり、被写体に近づさすざる 
と、写真の下側び暗くなることびあります。大切な撮影のとさは、画像 
を再生して写真の下側び不自然に暗くなっていないか確認します。 

参内蔵スト□ボを使わないときは 

暗い場所では手ブレしやすくなりますので、カメラび動かないよラ 
しっかり構えるか、カメラを兰脚に固定して撮影します。 


ホ目緩和機能を使う 

スト□ボ撮影する前に赤目緩和ランプを点なさせることで、目びホく写る 
現象を緩和することびでさます。〈54〉〈回〉<^> LU 外の撮影モードで機 
能します。 



♦ [01]タブの[赤目緩和]を選んで〈资)〉 
を押し、[入]を選んで〈@〉を押します。 
♦ スト□ボび発光するときは、シャッター 
ボタン半押しで赤目緩和ランプび点な 
し、全押しすると撮影されます。 


0参赤目緩和は、「写される人びランプをま視する」、「室内を明るくする」、「近づ 
いて撮影する」を行ラと効果的です。 

• シャッターボタンを半押しすると、ファインダーち下の表示び内側に向かつ 
て消打していさます。この表示び消えてから撮影すると効果的です。 

• ホ目緩和効まの度合いには、個人差びあります。 
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AF : AF モード (ピント合わせの方法） を密える!®. 

記念撮影や、動物の撮影、スポーツ撮影など、被写体や撮影目的にあわせ 
て AF の機能を変えることびでさます。 


〈► AF > ボタンを巧ず 

今 [AF モード ] び表示されます。 


AF モードを選ぶ 

♦ <◄►> を押して AF モードを選びます。 

ピントを合わせる 

• AF フレームを 被写体に合わせ、 シャツ 
ターボタンを半押しすると、設定した 
AF モードでピント合わせを行います。 


参ワンシヨット AF 

記念撮影やスナップ撮影など、止まっている被写体を撮影するとさに 
選びます。シャッターボタンを半押しすると]回だけピント合わせを行 
います。シャッターボタンを半押ししている間、ピントび固定されます 
ので、構図を変えて撮影することびでさます。 

♦ AI フ オーカス AF 

動さび予測でさない動物などを撮影するとさに選びます。シャッター 
ボタンを半押しすると、ワンショット AF と同じピント合わせを行い、被 
写体び動さ始めると AI サーボ AF に切り換わり、被写体にピントを合わせ 
続けます。 

* AI は 、 Artificial Intelligence (アーティフィシャルインテリジェンス）の略 
で、人工知能のことです。 

♦ AI ヴーボ AF 

スポーツ撮影など、動いている被写体を撮影するとさに選びます。 
シャッターボタンを半押ししている間、被写体にピントと露出を合わせ 
続けます。 
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EE ピント合わせに使う AF フレームを選ぶ ■ 

イメージゾーンでは、常にすベての AF フレームを使い、自動選択で基本 
的に一番近くにあるをのにピントを合わせるため、思ったところにピントび 
合わないことびあります。 < P > (プ□グラム AE ) だけでなく、 〈 Tv 〉、〈 Av 〉、 
< M > では、ピント合わせに使う AF フレームを]つ選び、その AF フレーム 
を合わせたところだけにピントを合わせることびでさます。 





がフレー ASS ! 



任がお 


[嗎 1 別 


2 




〈回 > ボタンを巧ず （る 6) 

AF フレームの 選択状態び液晶 モニター 
とファインダー内に表示されます。 

♦ すべての AF フレームび 点なしていると 
さは、自動選択になります。 

AF フレームを 選ぶ 

♦ 〈 V 〉十字 キーを 押して AF フレームを 選 
びます。 

♦ ファインダーをのぞさなびら AF フレー 
ムを選ぶとさは、〈巡!〉を回してホく光 
る点を移動させます。 

参〈贷)〉を押すと、中央の AF フレームと自 
動選択び交互に切り換わります。 



>ピントを合わせる 

参選んだ AF フレームを被写体に合わせ、 
シャッターボタンを半押しするとピン 
卜合わせを行います。 
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回ピント合わせに使う AF フレームを選ぶ® 


部:撮影のポイント 

♦人物をアップで撮影するときは、「ワンショット AF」 で目にピントを合 
わせる 

写される人の目にピントを合わせてから構図をミ夫めると、生さいさと 
した表情び引さ立った写真になります。 

参ピントび合いにくいときは、中央の AF フレームを選ぶ 

9点の中で、一まピントの合いやすい AF フレームです。また、 F 1.0~ 
F 2.8 の明るいレンズを使うと、さらに高精度なピント合わせを自動的に 
行います。 


♦動いているものに楽にピントを合わせ続けたいときは、「自動選択」と 
AF モードの 「AI ヴーボ AF」 を組み合わせる 

初めに中央の AF フレームでピントを合わせます。そのあとは、被写体 
び中央の AF フレームから外れてを、ほかの AF フレームを使って自動的 
にピントを合わせ続けます。 

手動でピントを合わせる（マニュアルフオーカス） 

1レンズのフオーカスモードスイツチを 
< MF > にずる 

y ピントを合わせる 

参ファインダー内の被写体びはっさり見 
えるまで、レンズのフオーカス U ングを 
回します。 



胃•シャッターボタンを半巧ししなびら手動ピント合わせをすると、ピントの 
合った AF フレームび 一瞬 光り、合焦 マーク 〈•〉び点灯します。 

• < AF > は Auto Focus (才ートフォーカス）の略で自動ピント合わせのことで 
す。 〈 MF 〉 は Manual Focus (マニュアル フオー カス）の略で 手動 ピント合 
ねせのことです。 
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马 J 連続撮影ずる丽 

] 砂間に最高約3枚の連続撮影を行うことびでさます。テどをび走ってく 
る様テや、表情の変化を写し続けたいとさに効果的です。 


< Qu ( i )!> ボタンを押す 


< Qu > を選ぶ 

参〈◄►〉を押して連続撮影〈回〉を選び 
ます。 

撮影する 

♦ シャッターボタンを全押ししている間、 
連続撮影します。 


参被写体の動きに応じて AF モードを組み合わせる 
動いている被写体： 

「AI サーボ AF」 を組み合わせると、連続撮影しなびら被写体にピント 
を合わせ続けることびでさます。 

止まっている被写体： 

「ワンショット AF」 を組み合わせると、一度合わせたピントを変えず 
に連続撮影でさます。 

♦ スト□ボも併用できる 

ただし、充電に必要な時間分、連続撮影速度び遅くなります。 

♦ ファインダー内に 「buSY」 （処理中）び表示された5数秒間待つ 

カメラ内部のメモ U —びいっぱいで撮影でさない状態です。シャッ 
ターボタン半押しで、ファインダー内に 「buSY」 び表示されなくなると 
撮影でさます。 



W AI ヴーボ AF 時には、連続撮影速度び被写体条件や使用レンズによって若干低下す 
ることびあります。 
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MENU 


記録画質を設定ずる 


印刷する用紙のサイズや、画像の使用目的に応じて、記録画質を設定しま 
す。なお、記録画質の設定は、 CF カードに記録でさる写真の枚数にを影響 
しますので、使用する CF カードの容量を考慮に入れて選ぶことびポイント 
です。『記録画質を選ぶとさの目安』と、次ページの『？こんなときは』を 
参考にしてください。 




記録画質を選ぶ 

♦ [01]タブの[記録画質]を選んで〈资)〉 
を巧し、 [JL] などの記録画質を選んで 
<@>を押します。 

今[記録画質]び表示されます。 

♦ 画面ち上の数字 （**** X ****) は、実際 
に記録される画素数（横X縦）です。 


言己録画質を選ぶとさの目ま 


記録画質 

記録画素数 

撮影可能枚数 

JL 

局画質 

約1010万 

128 

Ml 

248 

1 M 

中画質 

約已30万 

2] 已 

MM 

409 

dS 

低画質 

約2已〇万 

374 

MS 

708 

M 

局画質 

約1010万 

48 

Hi+IL 

26 


用紙サイズ 


A3 ( 42 X 29.7cm) 

JL 


A4 (29.7X21 cm) 

JM 
MM 


JS 


M 

HI+JL 


十 

2L 判 （ 17 召 X] 2.7cm) 
はびさ （ 14 召 X] 0cm) 


*512 M 目の CF 力ード使用時。 

* 晒の （ロウ）政がの記録画質では、一般的なデジタルカメラで使われている 」 PEG 
(ジェイペグ）タイプの画像として記録されます。 
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( MMQ 記録画質を設定する 


S こんなとをは 

•し M 、 S と J 、 J の違いは？ 

し M、S は画像の大ささを表しています。 L :ラージ（大さい画像)、 M :ミド 
ル（中くらいの画像 ）、 S :スモール（ルさい画像）という意巧です 。 j (フアイ 
ン )、 J (ノーマル）は圧縮率による画質の違いを表しています。同じ記録画素数の 
とさは、4の方びされいです。 J を選ぶと画質はかし落ちますび、 J よりも CF カー 
ドに多く記録でさます。 

参おずずめの記録画質は？ 

使用する CF カードの容量と印刷する用紙サイズ、一度に撮影する写真の枚数を目 
まに記録画質を選択してください。例えば、已] 2 M 目の CF カードを使って] 00枚 
程度撮影するとさは、手軽に扱えて最も高画質な JL を選択します。また、2已 6 M 目 
の CF カードを使って80枚程度撮影するときは、印刷する用紙サイズによって A 3 ヴ 
イズ攻上は J し A 4 サイズは4 M を選択します。 


参かんたん撮影ゾーンでも選択できる？ 

晒！ a と晒！3+4 L 政外であれば、同じ操作ち法で選択でさます。記録画質は、かん 
たん撮影ゾーンと応用撮影ゾーンでそれぞれ設定して<ださい。 

♦ 已1 2 MBJ ； m の CF 力ードを使ったときの撮影可能枚数は？ 

初期化された CF カードをカメラに入れて、液晶モニターに表示される撮影可能枚 
数で確認して < ださし、。 

参表記されている撮影可能枚数よりも多く撮影できた 

撮影条件によっては、表記の枚数よりち多く撮影でさることびあります。逆に、 
撮影でさる枚数びかなくなることわありますので、目安としてお考えください。 

♦ 連続して撮影できる枚数は（バースト撮影枚数）？ 

1 L : 27枚、晒 ！ a :10枚、 m+dl : 8枚です。ほかの記録画質では、 4 L よ 
りわ多く連続撮影でさます。なお、連続撮影でさる枚数び、8枚政下になると、ファ 
インターち下の「9」の数値びルさくなります。なお、この数値は CF 力ードび入っ 
ていないとさにわ表示されますので、 CF カードを入れないまま撮影しないよラを意 
して < ださい。 

♦ 1枚あたりの記録容量は？ 

] 64ページの『ファイルサイズ』でご確認ください。 

参皿;！]はどういうときに使うの？ 

晒! a はパソコンでの処理び必要な画像です。詳しくは、次ページの『晒！ a につし、 
て』と『皿3+4 L について』をお読みください。 
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HQ 記録画質を設定する 


晒！！！！にごいて 

晒!;!]は、 JL などの画像を作り出す前の生データです。付属ソフトウェア 
Digital Photo Professional (デジタルフオトプ□フェツシヨナル）など 
を使わないとパソコンで見ることびでさませんび、 JL などではでさない幅 
広い画像調整を行ラことびでさます。 ] 枚の作品をじっくり創り上げたいと 
さや、大切な撮影で使ラと効果的です。 

例えば、晒ので撮影した1つの画像は、次ページのピクチャースタイルを 
付属のソフトウェアで自由に変えて、「風景」の鮮やかな写真や「モノクロ」 
のセピア調の写真などを何枚でを創り出すことびでさます。また、第4章で 
説明するホワイトバランスの設定を間違えて撮影したとさにを、画質を損な 
ラことなく適切なホワイトバランスに変えることびでさます。 

なお、晒ので撮影した画像は、ダイレクトプ U ントや印刷指定 (DPOF) 
を行うことはでさません。 

M + JL にごいて 

晒! a+JL は、 ] 回の撮影で晒のと JL、 2つの画像を CF カードに記録しま 
す。画像として完成している JL を記録されますので、付属ソフトウェアの 
入っていないパソコンでを、見たり印刷したりすることびでさます。なお、 
晒! a+JL では、同じ画像ま号のをのを同じフオルダに保をしますので、画 
像ま号に付いている画像タイプな広張テ）で判別してください。晒のの画像 
タイプはに R2」、JL の画像タイプは 「JPG」 です。 
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MENU 


ピクチャースタイルを選ぶ®^ 


ピクチャースタイルは、写真表現や被写体にあわせて、用意された項目を 
選ぶだけで効果的な画像特性び得られる機能です。 


ビクチでースタイル 


スタンプード 


モ/クロ 

ボートレート ユーザー校ち1 
虽を ユー巧一皮定2 
こュートラル ユー巧一校を3 
就脱 


[ピクチャースタイル]を選ぶ 

♦ <@>を押すと [ピクチャースタイル] び表 
示されます。 

参〈▲▼〉を押してピクチャースタイルを 
選びます。 


2撮影ずる 

参ピントを合わせてシャッターボタンを 
全押しすると、設定したピクチャースタI 
イルで撮影されます。 


各ピクチヤースタイルの画像特性について 

参スタンダード 

鮮やかで、くっさりした写真になります。通常はこの設定でほとんど 
のシーンに対応でさます。 

• ポートレート 

肌びされいで、ややくっさりした写真になります。女性やテどをを 
アップで写すとさに効果的です。モードダイヤルの〈み〉にを自動設定 
されます。 

77ページの[色あい]を変えると、肌色を調整することびでさます。 

参風景 

青空や緑の色び鮮やかで、とてをくっさりした写真になります。印象 
的な風景を写すとさに効果的です。モードダイヤルの〈：4〉にを自動設 
定されます。 

• ニュートラル 

パソコンで画像処理するかた向けの設定です。自然な色あいで、メ U 
八 IJ のかない控えめな写真になります。 
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四亞田ピクチャースタイルを選ぶ® 


参忠実設定 

パソコンで画像処理するかた向けの設定です。52日日 K (色温度）程 
度の環境光下で撮影した写真び、測色的に被写体の色とほぼ同じになる 
よラ色調整されます。メ IJ 八 IJ のかない控えめな写真になります。 

参モノクロ 

白黒写真になります。 

皿 a 似がの記録画質では、カラー写真に戻ずことびできません。[モノ 
ク山に設定したまま、カラー写真のつもりで撮り続けないようを意して 
ください。なお、[モノク日]設定時は、液晶モニターに 〈B/W〉 び表示 
されまず。 

参ユーザー設定1〜3 

[ポートレート]や[風景]などを登録し、好みに合わせて調整すること 
びでさます。 （P.79) 登録されていないとさは、スタンダードの初期設 
定と同じ特性で撮影されます。 
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4 

さ s に進んだ 
思いどおりの撮影 


この章では、第3章の応用編として、さ5に思いどおりの写真を 

撮るためのち法を紹介します。 

参章の前半では、モードダイヤルの 〈Tv〉<Av> <M> <A-DEP> 
を使った撮影方法を紹介しています。 〈A-DEP〉 似外の撮影モー 
ドでは、第 3 章で紹介した機能をすべて組み合わせて使用する 
ことびでさます。 

• 章の後半の『測光モードを変える』からは、好ましい明るさの 
写真になるよラ調整する方法や、ピクチャースタイルの調整ち 
法などを紹介しています。なお、ここで紹介する機能は、第 3 
章の 〈P〉 （プ□グラム AE ) でをすべて組み合わせて使用する 
ことびでさます。 




Tv : 巧写巧の動きを表現ずる 

動さの速い被写体び止まっているよラな写真や、ブレているよラな写真、 
流れているような写真は、モードダイヤルの 〈Tv〉 （シャッター優先 AE) 
を使って撮影します。 

*〈 Tv 〉 は、 Time value (タイムバリユー)の略で時間量のことです。 




動さを止めた写真 


流動感のある写真 



モードダイヤルを 〈 Tv > にずる 



シャッター速度を設定ずる 

♦ 『撮影のポイント』を参考にしてシャッ 
ター速度をミ夫めます。 

参シャッター速度は、〈巡!〉をちに回すと 
速くなり、左に回すと遅くなります。 


■■■■■■■■" • ピントを合わせてシャツタ-ボタンを 

全押しすると、設定したシャッター速度 
で撮影されます。 


B 1 シャッター速度の数値について 

液晶モニターでは、シャッター速度を分数で表示していますび、ファインダー内 
では、その分母のみ表示しています。また、「0"5」は0.已秒を、「15"」は]已秒を 
表しています。 
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Tv : 被写体の動をを表現する 


根撮影のポイント 

• 動きの速い被写体び、止まっているような写真にずるには 

動きの速さにもよりますび、シャッター速度の数値を1/5日日〜1/ 
40日日に設定します。 


♦ 子どらや動物び走る様子を、躍動感ある写真にするには 

シャッター速度の数値を1/6日〜]/25日に設定し、被写体をファイン 
ダーで追い続けなびらシャッターボタンを押します。望遠レンズを使う 
とさは、手ブレしないようにカメラをしっかり構えてください。 

♦ 川の流れや噴水を、流動感ある写真にずるには 

シャッター速度の数値を1/5〜]/15に設定します。手持ち撮影では 
手ブレしますので、カメラを兰脚に固定して撮影してください。 


♦ファインダー内の絞り数値び点滅しないシャッター速度を設定ずる 

シャッターボタンを半押しして、絞り数値び表示さ 
れている状態でシャッター速度を変えると、露出（撮 
像素テに入る光の量）を一定にするために、絞り数値 
を一緒に変わります。このとさ、絞り数値の調整範囲 
を超えると、標準露出にならないことを知らせるため 
に絞り数値び点滅します。 

写真び暗くなるときは、ルさな絞り数値び点滅します。〈猫!〉を左に 
回してシャッター速度を遅くするか、 IS 日感度を上げます。 

また、写真び明るくなるとさは、大さな絞り数値び点滅します。 く巡〉 
をちに回してシャッター速度を速くするか、倍日感度を下げます。 


^0 

^0 


内蔵ストロボを使5 

自動設定された絞り数値に対し、自動調光び行われます。なお、設定でさ 
るシャッター速度の範囲は、3日秒〜1/2日日砂に制限されます。 
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Av : ピントの合う巧巧をををえる 

背景をぼかした写真や、手前から遠くまでピントの合った写真など、ピン 
卜の合う奥行さを調整した写真は、モードダイヤルの 〈Av〉 （絞り優先 AE) 
を使って撮影します。 

*〈 Av 〉 は、 Aperture value (アパチヤーパ'リユー)の略でレンズの中に入つている 
「絞り」の開□量のことです。 

マで 

背景をぼかした写真 背景にをピントの合った写真 



モードダイヤルを 〈 Av 〉 にずる 



絞り数値を設定ずる 

参数値び大さいほどピントの合ラ奥行さ 
び深くなります。 


^ jisi 影する 

0ピントを合わせてシャツタ-ボタンを 
全押しすると、設定した絞り数値で撮影 
されます。 


园絞り数値の表示について 

数値び大さくなるほど、レンズの絞り径は小さくなります。表示される数値は使 
用するレンズによって異なります。カメラにレンズび付いていないとさは、絞り 
数値「00」を表示します。 
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Av : ピントの合う奥行きを変える 


根撮影のポイント 

参絞り数値を大きくしたときや、暗い場所では手ブレにま意ずる 

絞り数値を大さくするほどシャッター速度び遅くなります。また、暗 
しが易所ではシャッター速度び最長30砂になります。 ISO 感度を上げて力 
メラをしっかり構えて撮影するか、兰脚に固定して撮影してください。 

♦ ピントの合う奥行きは、絞り数値だけでな<、使用ずるレンズと撮影ず 
る距離によっても変わる 

広角レンズはピントの合ラ奥行さび広いので、絞り数値をあまり大さ 
くしなくてを手前から遠くまでピントの合った写真び撮影でさます。逆 
に望遠レンズでは、ピントの合う奥行きび狭くなります。 

また、ピントの合う奥行きは、撮影する距離び近くなるほど狭くなり、 
撮影する距離び遠くなるほど広くなります。 


咖 


3.nnnl.n 

り JUU 气し , 


ファインダー内のシャッター速度び点滅しない絞り数値を設定ずる 

シャッターボタンを半押しして、シャッター速度び 
表示されている状態で絞り数値を変えると、露出（撮 
像素テに入る光の量）を一定にするために、シャッ 
ター速度を一緒に変わります。このとさ、シャッター 
速度の調整範囲を超えると、標準露出にならないこと 
を知らせるためにシャッター速度び点滅します。 

写真び暗くなるときは、3日" （3 日秒）び点滅します。 く巡 〉を左に 
回して絞り数値をルさくするか、 IS 日感度を上げます。 

また、写真び明るくなるときは、4000 (1/4000#) び点滅しま 
す。〈巡^〉をちに回して絞り数値を大きくするか、 IS 日感度を下げます。 
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Av : ピントの合う奥行きを変える 


内蔵ストロボを使5 

設定した絞り数値に対し、自動調光び行われます。シャッター速度は、そ 
の場の明るさに応じて、3日砂〜1/200砂の範囲で自動設定されます。 

暗いところでは、主被写体は自動調光で、背景は自動設定される低速 
シャッターの組み合わせで、とをに標準露出の雰囲気のある写真（自動ス 
□ーシンク□撮影）になります。手持ち撮影では手ブレに注意してくださ 
い。手ブレを防ぐには兰脚の使用をおすすめします。 

なお、ス□ーシンク□撮影にならないようにするには、メニュー[け 2力 
スタム機能 （ C . Fn )] の [ Av モード時のスト□ボ同調速度] ( p.l 日 2) を [1/200 砂固 
赶 に設定します。 

ピントの合つている節囲を確認する画 D 

絞り込みボタンを押すと、そのとさ設定 
されている絞り数値で絞り込みび行われ、 
ピントの合う奥行さ（被写界深度）をファ 
インダーで確認でさます。 



0被写界深度の効まびわかりにくいときは、かしピントび合っていない状態で一番 
小さい絞り数値を設定し、絞り込みボタンを巧したまま、ファインダーをのぞい 
て〈1^〉をちに回して<ださい。徐々に絞り込みび行われ、ピントの合ラ奥行 
さび深<なる様テび確認でさます。 
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M : 露出値を固定して撮る 

自分で設定したシャッター速度と絞り数値の組み合わせで撮影されます。 
スト□ボを使ラと、そのとさの絞り数値に対し、自動調光び行われます。な 
お、スト□ボ撮影時に設定でさるシャッター速度の範囲は、バルブ、3日秒 
〜1/2日日砂に制限されます。 

*〈 M 〉 は、 Manual (マニュアル）の略です。 


1モードダイヤルを 〈 M > にずる 

2シャッター速度と絞り数値を設定する 

♦ シャッター速度は、 〈巡 0を回して設定 
します。 

参絞り数値は 、 〈AV 因〉 ボタンを押しなび 
ら 〈巡!〉 を回して設定します。 

露出をミ夫めて撮影ずる 

参シャッターボタンを半押ししてピント ■ 
を合わせます。 

♦ ファインダー内の露出レベル表示では、 

標準露出指標を中むに± 2段までの表示 
びでさます。シャッター速度と絞り数値 
を変えなびら露出レベルマークを動か 
し、標準露出に対してどの程度露出を変 
えるかをミ夫めて撮影します。 

長時間露光（バルブ）撮影 

手順2で 〈溢〉 を左に回して行くと、 〈 BULB 〉 （バルブ撮影）びできま 
す。バルブ撮影は、シャッターボタンを押している間だけ露光を行う機能 
で、打ち上げ花乂などの撮影に使用します。撮影中に 〈 DISR 〉 ボタンを押 
すと、露光経過時間を表示します。 


標準露出指標 



露出レベルマーク 



U 長時間露光では、画像に含まれるノイズび多くなるため、多少ヴラついた画像に 
なります。メニユー け T 2 カスタム機能 （ C . Fn )] の [長秒時露光のノイズ低減] (P.101) 
を [自動]、 または [ずる] に設定すると、ノイズを低減することびできます。 
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A - DEP : がか强くまでピントびわた駕を撮る ■ 

自動的に近くから遠くまでピントの合った写真を撮ることびでさます。す 
ベての AF フレームで被写体を検出し、検出でさた範囲（奥行さ）にピント 
び合ラよラ絞り数値び自動設定されます。 

*〈 A - DEP 〉 は、 Auto-Depth が field けートデプスオブフイールド）の略でピント 
の合ラ奥行さを自動設定するといラ意味です。 




モードダイヤルを 〈 A - DEP 〉 にずる 



ピントを合わせる 

• AF フレームを 被写体に合わせ、 シャツ 
ターボタンを半押しします。（を 4) 

参一瞬ホく光った AF フレームの すべてに 
ピントび合います。 


3撮影ずる 


S こんなとをは 

♦ ファインター内のシャッター速度び点滅する 

「30"」び点滅するとさは、被写体び暗すざます。に 0 感度を上げてください。ま 
た、「4000」び点滅するときは、被写体び明るすざます。 ISO 感度を下げてください。 

♦ ファインダー内の絞り数値び点滅ずる 

露出は合っていますび、希望したピントの奥行さび得られません。レンズを広角 
にするか、被写体から離れてやりなおして<ださい。 

♦ 遅いシャッター速度び設定された 

カメラを兰脚に固定して撮影して<ださい。 


•スト□ボを使いたい 

使用でさますび、 〈 P 〉 のスト□ボ撮影と同じ結まになり、希望したピントの深 
さび得られません。 
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图測がモードををえる丽> 

測光モードは、被写体の明るさを測る機能の特性のことです。かんたん撮 
影ゾーンに設定されている「評価測光」といラ測光モードで特に不満びない 
場合は、設定を変える必要はありません。 



〈◄回〉ボタンを巧す 

今[測光モード]び表示されます。 


撇モ—ド 

_ 巧到 お 

IP 固己 


2 


測光モードを選ぶ 

参〈◄►〉を押して希望する項目を選びま 
す。 

参シャッターボタンを半押しすると、液晶 
モニターに設定した測光モードび表示 
されます。 



回評価測光 

逆光撮影を含む一般的な人物撮影に適しています。撮影 
シーンに応じてカメラび露出を自動補正します。 



回部分測光 

逆光のとさなど、被写体の周辺に強い光びある状況での 
撮影に適しています。左図の灰色部分び標準露出になるよ 
ラ測光び行われます。 

□ 中央部重点平均測光 

逆光などの撮影シーンに応じて、適切に露出補正するこ 
とを前提にした、経験豊富な上級者向けの測光モードで 
す。 
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自分の巧みに露出を補正ずる®^ 

白や黒の被写体（服など）を撮影したとさに、白や黒びやや灰色びかるこ 
とびあります。見た目どおりの写真にするには、自分で露出補正を行って再 
度撮影します。また、この機能を使い、意図的に明るめ、あるいは暗めの写 
真にすることをでさます。この機能は、 〈 M 〉 外の応用撮影ゾーンで使用 
でさます。設定した補正量は、電源スイッチを切ってを自動的に解除されま 
せん。撮影び終わったら必ず設定をゼ□に戻してください。 

露出補正を ffi つて撮影ずる 

スト□ボを使用しないとさの撮影結果び、思いどおりの明るさになってい 
ないとさに使用します。 



明るくなるよう補正 


1/125 F 5-6 阻11日0 

Tv づ，.し双，1,で 



暗くなるよラ補正 


1/125川 mm 

Tv で,ム讯 .1 .で 



撮影結果び暗いとき： 

〈AV 因〉ボタンを押しなびら 〈越!〉 をち 
に回します。 

撮影結果び明るいとき： 

〈AV 因〉ボタンを押しなびら 〈巡!〉 を左 
に回します。 

今図のよラに、液晶モニターとファイン 
ダー内の露出レベル表示び動さます。 

参撮影び終わったら、 〈 AV 因〉ボタンを押 
しなびら く巡〉 を回して、補正量をゼ 
□(<- 民します。 




暗めの露出 明るくなるよラプラス補正 
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自分の好みに露出を補正する® 


阻ストロボ調光補正を ffi つて撮影する画!） 

スト□ボ撮影のとさに、メインの被写体び思いどおりの明るさになってい 
ないときに使用します。この機能は、外部スト□ボの EX シ U —ズスピード 
ライト使用時にを働さます。 


1[調光補正]を選ぶ 

参 [02] タブの[調 光補正] を選び、〈@〉 
を押します。 



補正量を設定する 

♦ 撮影結果び暗いとさは、〈►〉ボタンを 
押します。逆に撮影結果び明るいとさ 
は、〈◄〉ボタンを押します。 

♦ 補正量を設定したら〈资)〉を押します。 

♦ シャッターボタンを半押しすると、液晶 
モニターに〈曲〉と設定値び、フアイ 
ンダー内には〈西〉び表示されます。 

♦ 撮影び終わったら手順 2 の操作で、補正 
量をゼ□に戻します。 




明るめの露出 



暗くなるよラマイナス補正 


13外部スト□ボで調光補正を行ラと、液晶モニターの〈阻〉表示び〈函因〉に変わ 
ります。外部スト□ボの調光補正量は表示されません。 
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皿皿]脈さを輔のにをミて臟する®^ 

露出補正の応用機能で、下記の作例のように段階露光で自動的に明るさの 
異なる写真を撮影し、あとで一番好ましい明るさの写真を選ぶ ことびでさ ま 
す。この機能を使った撮影のことを 、 AEB (Auto Exposure Bracketing : 
オートェクスポージャーブラケティング）撮影といいます。 



標準露出 暗くなるよう補正 明るくなるよう補正 

(マイナス補正） （プラス補正） 


1 [ AEB 設定]を選ぶ 

参 [02] タブの [ AEB 設定] を選び、〈资)〉 
を押します。 


AEB レべ J レ 1 AEB レベルを設定ずる 

• <◄►> を押して AE 目レベルを設定し、 
〈资)〉を押します。 

参シャッターボタンを半押しすると、液晶 
モニターに 〈み〉と AE 目 レベルび表示 
されます。 

3撮影ずる 

参ピントを合わせてシャッターボタンを 
全押しすると、標準露出^マイナス補正 
^プラス補正の順に撮影されます。 



i/mm 

I 脚田閒が 

喊 

ビクチサースタイル 
タストデリ-トブ H 


1/125巧-6晒1日0 

戶つ，， i * 乎.1.で@ 
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mm 明るさを自動的に変えて撮影する® 


AEB 撮影の解除 

♦ 手順1、2の操作で AE 目レベルを 
く inawiia 、 にします。 

♦ 電源スイッチ 〈 OFF 〉、 レンズ交換、ス 
卜□ボ充電完了、電池交換、 CF カード 
交換で自動解除されます。 


:根撮影のポイント 

♦ 連続撮影と組み合わせる 

〈写!]〉 ( P .57) を設定してシャッターボタンを全押しすると、標準露 
出^マイナス補正^プラス補正の順に連続撮影して自動停止します。 

♦ ドライブモードび1枚撮影 （□) のときは 

シャッターボタンを3回押して撮影してください。標準露出^マイナ I 
ス補正^プラス補正の順に撮影されます。 

♦ 露出補正と併用できる 

露出補正した明るさを中むにして、マイナス補正とプラス補正の撮影 
びでさます。 

参セルフタイマーやリモコンと併用できる 

セルフタイマーや U モコンを使ラと、]回の撮影操作で3枚連続撮影 
されます。 

♦ スト□ボ撮影とは併用できない 

スト□ボ撮影、およびバルブ撮影との併用はでさません。 
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MENU 


ピクチャースタイルを調整する® ■ 

それぞれのピクチャースタイルは、好みに合わせて設定内容（[シ ャープネ 
ス][コントラスト] など）を初期設定から変更（調載することびできます。 
効果については、試し撮りをかさねて確認してください。 [モノク日] の調整 
については、78ページを参照してください。 

1[ピクチャースタイル]を選ぶ 

• [02] タブの [ピクチャースタイル] を選 

び、〈资)〉を押します。 

今スタイル選択画面になります。 

スタイルを選ぶ 

参スタイルを選び、 〈 JUMP 〉 ボタンを押し 
ます。 

-► 詳細設定画面になります。 


項目を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を押して [シャープネス] などの項 
目を選び、 く@〉 を押します。 


内容を設定ずる 

♦ 〈◄►〉を押して効果の度合いを設定し、 
<@>を巧します。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、調整した内 
容び保をされ、スタイル選択画面に戻り 
ます。 

初期設定から変更した数値び、青色で表 
示されます。 
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皿五のピクチャースタイルを調整する® 


設定内容とその効ま 

(5 シャープネス 

被写体の鮮鋭度（シャープネス）の度合いび調整できまず。 

初期設定よりを被写体の鮮鋭度を弱くしたいときは、囚側に設定しま 
す。囚に近づけるほど柔らかい（ねむい）感じの写真になります。 

逆に被写体の鮮鋭度を強くしたいときは、日側に設定します。日に近づ 
けるほど硬い（シャープな）感じの写真になります。 

e コントラスト 

写真の明るい部分と暗い部分の明暗差（コントラスト）や、色のメリ 
ノ vu の強さび調整できまず。 

初期設定よりをコントラストを弱くしたいとさは、マイナス側に設定 
します。 B に近づけるほど全体的におとなしい感じの写真になります。 

逆に〕ントラストを強くしたいときは、プラス側に設定します。□に近 
づけるほど全体的にくっさりした感じの写真になります。 

ぶ)色の濃さ 

写真全体の色の濃さび調藝できまず。 

初期設定よりを薄い発色にしたいときは、マイナス側に設定します。 

B に近づけるほど全体的に色の薄い写真になります。 

逆に濃い発色にしたいときは、プラス側に設定します。□に近づけるほ 
ど全体的に色の濃い写真になります。 

® 色ちい 

肌の色あいび調整できまず。 

初期設定よりを肌色をホめにしたいときは、マイナス側に設定します。 
B に近づけるほど肌の色あいびホくなります。 

逆に肌の色あいを赤色寄りにしたくないときは、プラス側に設定しま 
す。□に近づけるほど肌の色あいび黄色寄りになります。 


0 • [巧期設定] を選ぶと、をピクチャースタイルごとに設定した内容を初期状態に 
戻すことびでさます。 

• 調整したスタイルで撮影するとさは、手順2でスタイルを選び 〈 MENU 〉 ボタ 
ンを巧すか、日1ページの手順1でスタイルを還びます。 
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四五のピクチャースタイルを調整する® 




モノクロの調壁 

前のページで説明した [シャープネス] と [コントラスト] のほかに、 [フィル 
夕一効果]、[調色] 設定することびできます。 

フィルター効果 

フイルター効果を使うと、同じモノク□写真でを、白い雲や木々の緑を強 
調した写真にすることびでさます。 



フィルター 

効果例 

N :なし 

フィルター効まなしの通常の白黒画 
像になります。 

Ye :黄 

青空びより自然に再現され、白い雲 
びはっさりと浮かび上びります。 

Or ； オレンジ 

青空びかし暗<なります。夕曰の輝 
さびいっそラ増します。 

R :ホ 

青空びかなり暗<なります。紅葉の 
葉びはっさりと明るくなります。 

G :緑 

人物の肌色や屋び落ち着いた感じに 
なります。木々の緑の葉びはっさり 
と明る < なります。 


Bl [コントラスト] をプラス側に設定して撮影すると、フィルター効まびより強調され 
ます。 


調色 

調色を設定して撮影すると、色のついたモノク□写真にすることびでさま 
す。より印象的な写真を撮影したいとさに有効です。 

[ N : なし] [ S : セピア]旧：青][ド：紫]で: 
緑] から選ぶことびでさます。 



7 

しビ 

I ぶ t ft ち8 

IN S 日 
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MENU 


ピクチャースタイルを登録する 


[ポートレート] や厕景]などの基本スタイルを選択し、好みに合わせて調 
整して、 [ユー ザー設定 1] から [ユー ザー設定 3] に登録することびでさます。 

シャープネスやコントラストなどの設定び異なる、複数のスタイルを用意 
しておさたいとさに使用します。また、付属のソフトウェアから設定したス 
タイルを選択するときにを使用します。 


1[ピクチャースタイル]を選ぶ 

• [02] タブの [ピクチャースタイル] を選 

び、〈资)〉を押します。 

今スタイル選択画面になります。 



[ユーザー設定]を選ぶ 

参〈▲▼〉を押して [ユーザー設定*] を選び、 
〈 JUMP 〉 ボタンを押します。 

-► 詳細設定画面になります。 


<©> を巧ず 

• [ピクチャースタイル] び選ばれた1犬態で 
<@>を押します。 


基本にずるスタイルを選ぶ 

参〈▲▼〉を押して基本にするスタイルを 
選び、〈资)〉を押します。 

参付属のソフトウエアから設定されたス 
タイルびあるとさは、この操作で選択し 
ます。 
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■の口""ピクチャースタイルを登録する 



5項目を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を押して [シャープネス] などの項 
目を選び、〈运)〉を押します。 


ら 内容を設定する 

• 〈◄►〉を押して効果の度合いを設定し、 
<@>を押します。 

詳しくは、『ピクチャースタイルを調整 
する』 （ P .76 〜 78) を参照してくださ 
い。 



•〈 MENU 〉 ボタンを押すと内容び登録さ 
れ、スタイル選択画面に戻ります。 

今[ユーザー設定*] のちに、基本にしたスタ 
イルび表示されます。 

今[ユーザー設定*] に登録されたピクチャー 
スタイルの設定内容び初期設定から変 
要されている場合は、スタイル名び青色 
で表示されます。 


BI • [ユーザー設定*] にピクチャースタイルびすでに登録されているときは、手順 
4で基本にするピクチャースタイルを変更すると、登録されているスタイルの 
設定び無効になります。 

• 登録したスタイルで撮影するときは、手順2で [ユーザー設定*] を選び 〈 MENU 〉 
ボタンを巧すか、日1ページの手順1で [ユーザー設定*] を選びます。 
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MENU 


を空間を設定ずる® 


色空間とは、再現でさる色の範囲（色域特性）のことです。このカメラで 
は、撮影する画像の色空間を sRG 目（エスアールジービー )、 Adobe RGB 
(アドビアールジービー）から選択することびでさます。なお、一般的な撮 
影には、 sRG 日をおすすめします。かんたん撮影ゾーンでは sRG 日に自動設 
定されます。 


1[色空間]を選ぶ 

♦ [02] タブの [色空間] を選び、〈贷)〉を 
押します。 



色空間を設定ずる 

♦ [ sRGB ] または [Adobe RGB ] 

く受)〉 を押します。 


を選び、 


Adobe RGB にごいて 



おをに商用印刷などの業務用途で使用します。画像処理と Adobe RGB 、 
DCF 2.0 (Exif 2.21)についての知識びない方にはおすすめできません。 
sRG 日のパソコン環境や、 DCF 2.0 (Exif 2.21) に対応していないプ U ン 
ターでは、とてを控えめな感じに仕上びるため、撮影後、パソコンのソフト 
ウェアなどで画像処理を行ラ必要びあります。 


0 • 色空間を Adobe RG 目に設定して撮影した画像は、画像名び r _ MG _」 （先頭 
文字びアンダーバー）になります。 

• に C プ□ファイルは付加されません。に C プ□ファイルについては、ソフトウェ 
ア使用説明書 （ PDF ) を参照してください。 
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* 露出を固定して撮る/ AE ロック撮該《® - 

同じ露出で何枚を撮影したいとさや、ピントと露出を別々にミ夫めたいとさ 
に使用します。〈*〉ボタンを押して露出を固定したあと、構図を変えて撮 
影します。これを AE □ック撮影といいます。逆光下での撮影などに有効で 
す。 



1ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 

今露出値び表示されます。 

2 〈乂〉ボタンを巧ず （を 4) 

今ファインダー内に 〈乂〉 び表示され、露 
出び固定 （ AE □ック）されます。 

♦ <*> ボタンを押し直すたびに、そのと 
さの露出値を AEQ ックします。 


AE □ック表示 



構図をミ夫めて撮影ずる 

• 連続して AE □ック撮影をするときは、 
<*> ボタンを押したまま シャツ ターボ 
タンを押します。 


SI AF フレームの選択と測光モードの組み合わせにより、 AE □ックの効まは変わり 
ます。詳しくは 『AE □ックの効ま』 （P.] 已 7) を参照してください。 
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* FE □ツク撮該丽 > 

FE □ック撮影は、被写体の任意の部分に調光させるスト□ボ撮影です。 
この機能は、 EX シ U —ズスピードライト使用時にを働さます。 

*F 曰ま、 Flash Exposure ;フラッシュエクスポージャーの略です。 

1〈ち〉ボタンを巧して内蔵スト□ボを 
上げる 

参シャッターボタンを半押しして、フアイ 
ンダー内に〈ち〉び点なしていることを 
確認します。 




2ピントを合わせる 





<*> ボタンを巧す （か 6) 

♦ ファインダーの中央に被写体をおいて、 
<*> ボタンを押します。 

今スト□ボびプ U 発光し、撮影に必要な発 
光量を記憶します。 

今ファインダー内に一瞬 「 FEU と表示さ 
れ、〈ち*〉び点なします。 

参〈*〉ボタンを押し直すたびにプ U 発光 
し、撮影に必要な発光量を記憶します。 




撮影ずる 

参構図をミ夫めてシャッターボタンを全押 
しします。 

今スト□ボび発光し、撮影されます。 


W 被写体までの距離び遠すざて露出不足になるとさは〈4〉び点滅します。被写体 
に近づいて再度手順2〜4の操作をします。 
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WB : ホワイトバランスの設定— 

ホワイトバランス ( WB ) は白いものを白く写すための機能です。通常は 
<■> (オート）で適切なホワイトバランスび自動設定されます。〈01〉で 
自然な色あいにならないときは、光源別にホワイトバランスを選択したり、 
手動設定で調整します。かんたん撮影ゾーンでは〈01〉に自動設定されま 
す。 



ホご王卜巧5ンス 


太！*光[巧日の化]_ 

か A ホ稱> A 


< TWB > ボタンを巧ず 

今[ホワイトバランス]び表示されます。 

ホワイトバランスを選ぶ 

参 <◄►> を押して希望する項目を選び、 
シャッターボタンを半押しすると設定 
されます。 

参〈米〉 〈6 k 〉< A > 〈ホ〉〈满〉を選ん 
だときに表示される「約**** K」（K :ケ 
ルビン）は、設定される色温度です。 


じん7ニユアルホワイトパランス 

マニュアルホワイトバランス （ MWB ) は、撮影場所の光源にあわせてホ 
ワイトバランスを厳密に設定するとさに使用します。必ず撮影場所の光源下 
で一連の操作を行ってください。 



白い被写体を撮影ずる 

参ファインダーの中央に、白い無地の被写 
体びくるようにします。 

参手動でピントを合わせ、白い被写体び標 
準露出になるように撮影します。 

参ホワイトバランスの設定は、どれでを構 
いません。 
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WB : ホワイトバランスの設定® 



[MWB 画像選択]を選ぶ 

参 [02] タブの [MWB 画像選択] を選び、 
<@>を押します。 

-► 設定画面になります。 


ホワイトバランスデータを取り込む 

♦ 手順]で撮影した画像を選び、〈资)〉を 
押します。 

今データび取り込まれ、メッセージ画面び 



表示されてメニューに戻ります。 



マニュアル WB を選ぶ 
♦〈▼ WB 〉 ボタンを押します。 

参〈◄►〉を押してを選び、シャツ 
ターボタンを半押しすると設定されま 
す。 



W • 手順1で撮影した画像の露出び標準露出から大さく外れていると、正確なホワ 
イトバランスび設定されないことびあります。 

• ピクチャースタイルを [モノク〇] に設定して撮影した画像 （ P . 日 2) は、手順 
3で選択でさません。 

13白い被写体の代わりに ] 8%標準反射板（市販品）を撮影すると、より正確なホ 
ワイトバランスにすることびでさます。 
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MENU 


ホワイトバランスを補正ずる I ® ■ 


設定しているホワイトバランスを補正することびでさます。この機能を使 
ラと、市販品の色温度変換フィルターや、色補正用フィルターと同じよラな 
効果を得ることびでさます。補正幅は各色9段です。 

特に色温度変換フィルターや、色補正用フィルターの役割と効果を理解さ 
れている方におすすめします。 



設定例： A 2, G 1 



1 [WB 補正/ BKT 設定]を選ぶ 

♦ [02] タブの [WB 補正/ BKT 設定] を選 

び、〈资)〉を押します。 

吟 W 日補正 / WB ブラケティング設定画面 
になります。 

2ホワイトバランスを補正ずる 

♦ 〈 V 〉十字キーを押して、画面上の「■」 
を希望する位置に移動します。 

• 巨はブルー、 A はアンバー、 M はマゼン 
夕、 G はグ IJ ーンの意味です。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

参画面ち上の 「 SHIFT 」 に補正方向と、補 
正量び表示されます。 

参 ホワイトバランス補正を解除するとさ 
は、〈 V 〉十字キーを操作して、「叫の 
位置を座標の中/こ \ (「 SHIFT 」 を 「0,0」 
の表示）にします。 


♦ <@>を押すと、設定び終了しメニュー 


に戻ります。 


胃 • WB 補正中は、ファインダー内と液晶モニターに〈班〉び表示されます。 

• ブルー/アンバーち向の I 段は、色温度変換フィルターの約已 S レッドに相当 
します。（ミレッド：色温度変換フィルターの濃度を表わすとさに使用される 
単位） 
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皿五 ID ホワイトバランスを補正する® 


ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 

1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録します。設定されているホ 
ワイトバランスの色温度を基準に、ブルーとアンバー寄りの色あい、または 
マゼンタとグ U —ン寄りの色あいに補正した画像を記録します。これをホワ 
イトバランスブラケティング撮影といいます。設定でさる補正幅は、 ] 段ス 
テツプ、±3段です。 



B / A 方向±3段のとさ 



補正幅を設定ずる 

♦ ホワイトバランス補正の手順2で 〈滋〉 
を回すと、画面上の「■」び「■■叫 （3 
点）に変わります。 〈酱〇 をちに回す 
と、 B / A 方向、左に回すと M / G 方向のブ 
ラケティングになります。 

今画面ちの 「BKT」 にブラケティング方向 
と、補正幅び表示されます。 

♦ <@>を押すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 

♦ 設定を解除するとさは、 「BKT」 を 「±0」 
(「■■叫を「■」 （1 点)）にします。 


記録される順番について 

基準ホワイトバランス/ブルー寄り/アンパ'-寄り、または基準ホワイト 
バランス/マゼンタ寄り/グ IJ ーン寄りの順に画像を記録します。 


W 記録画質び、 RAW 、 RAW +4 L に設定されているとさは、 W 目ブラケティング撮 
影でさません。 

IS • WB ブラケティング撮影時は、連続撮影可能枚数びかなくなります。また、撮 
影可能枚数び約1/3になります。 

• 1回の撮影で3枚の画像を記録するため、通常の撮影よりわ CF カードへの画像 
記録時間び長<なります。 

•「BKT」 は、目 racketin 旨：ブラケテイングの略です。 
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カメラブレを防止する 

手ブレの防止には、カメラを兰脚に固定することび効果的ですび、加え 
て、シャッターボタンを押すとさにカメラブレしないよラ（カメラび動かな 
いよう）気をつける必要びあります。ここでは、カメラを兰脚に固定して撮 
影するとさのカメラブレを防ぐ方法を紹介します。 


y モコン撮影ずる 

別売の U モートスイツチ RS -6 日 E 3 や U モートコント□-ラー RC -1、 
RC -5 を使うと、カメラブレ防止に有効な U モコン撮影を行うことびできま 
す。 


U モートスイッチ RS -60 E 3 

シャッターボタンの半押し/全押し機能を備えた 
コード長 60 cm の U モートスイッチです。カメラの 
U モコン端テにつなぐだけで使用でさます。 


■ 

i 

h 

1 




i 




リモートコント □ —ラー RC -1、 RC - 已 

カメラから最大約 5 m 離れて撮影でさる U モコン 
送信機です。 ( P .151) RC -1 は即レ IJ ーズと2秒後 
レ U - ズ、 RC - 已は2砂後レ U - ズびできます。 



I Q 

RC -1 RC - 己 
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カメラブレを防止する 


5ラーアップ撮影ずる 

U モコン撮影だけでをカメラブレ防止に十分な効果びありますび、さらに 
超望遠レンズを使用した撮影や近接（マクロ）撮影で、撮影時の機械的な振 
動（ミラーショック）び気になるとさは、ミラーアップ撮影という方法を使 
います。ミラーアップ撮影は、メニュー[口 2カスタム機能 （ C . Fn )] の にラー 
アップ撮影] ( P .1 日 3) を [1: する] に設定するとでさます。 



参シャッターボタン全押しでミラーび上 
びります。 

♦ 一呼吸置いて再度シャッターボタンを 
全押しすると撮影び行われ、ミラーび下 
びります。 


:根撮影のポイント 

参レンズを太陽に向けない I 

太陽の熱でシャッター幕び焼けて損傷するおそれびあります。 


♦ セルフタイマーを使うと2秒後レリーズびできる 

シャッターボタンを]回全押しするとミラーび上びり、2秒後にセル 
フタイマー撮影されます。なお、バルブ撮影のとさは、撮影び終わるま 
でシャッターボタンを全押しし続けてください。タイマー作動中の2秒 
のあいだに、シャッターボタンから指を離すと、シャッターび切れたよ 
ラな音びしますび、実際は撮影されていません。 


♦ リモコン撮影ずる 

カメラに手を触れずに撮影でさますので、ミラーアップ撮影と併用す 
ることで、より効果的にカメラブレを防止でさます。 U モートコント□一 
ラー RC -5 では、送信ボタンを押すとミラーび上びり、2砂後に撮影され 
ます。 RC -1 では、2秒後レ U —ズに設定して撮影します。 


151 • 〈写！!〉 （連続撮影）にしていても、 ] 枚撮影になります。 

参ミラーアップしてから30秒経過すると、ミラーび自動的に下びります。再度 
シャツターボタンを全巧しするとミラーアツプします。 
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知っていると便利な機能 


電子音を鳴5なくする設定や、撮影するとさの CF カード入れ忘 
れ防止など、普段使ラ上で便利な機能を紹介しています。 

また、カメラの機能を自分の好みに変更するち法や、カメラと 
パソコンをつないで直接パソコンに画像を転送するち法、写真に 
ゴミが写り込まないよラにする機能を紹介しています。 



普段使う上で便利な機能 


mm 電子音が鳴6ないよ5にずる 

合焦音やセルフタイマーの電子音び鳴らないよラにします。 



[01]タブの[電子音]を選び、〈资)〉を 
押します。[棚を選び〈资)〉を押します。 


HD CF 力ードの入れ忘れを防止ずる 

CF カードび入っていないとさに、撮影でさないようにします。 



[01]タブの [力ードなしレリーズ] を選 

び、〈资)〉を押します。 [しない] を選び〈资)〉 
を押します。 

CF カードを入れないでシャッターボタ 
ンを押すと、ファインダー内に 「 noCF 」 び 
表示されてシャッターび切れません。 


HD 撮影直後の画像表示時間を設定する 


撮影直後に液晶モニターに表示される、画像の表示時間を設定します。 
[切] に設定すると、撮影直後の画像表示を行いません。 [ホールド] に設定す 
ると、 はートパワーオフ] の時間まで表示し続けます。なお、ファインダーに 
目を近づけたり、シャツターボタン半押しなどのカメラ操作を行ラと表示を 
終了します。 



[囚] タブの [撮影画像の確認時間] を選び、 
〈运)〉を押します。内容を選び〈资)〉を押 
します。 
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普段使ラ上で便利な機能 


usm 電源が切れるまでの時間を設定する 

カメラを操作しない状態で放置したとさに、節電のために電源び切れるま 
での時間を設定します。この機能び働いて電源び切れたとさは、シャッター 
ボタンを半押しするか、 〈 menu 〉< disr > 〈囚〉 ボタンを押すと電源び入り 
ます。 

[切]の設定にしたときは、節電のために電源をこまめに切るか、 〈 DISR 〉 
ボタンを押してカメラの設定状態表示を消ずことをおずずめしまず。なお、 
[切]の設定で使用しているときにカメラを30分間放置ずると、液晶モニ 
夕一び消好しまず。再度液晶モニターを点なさせるときは、 < DISR > ボタン 
を押して < ださい。 



[巧1] タブの はートパワーオフ] を選び、 

<@)>を押します。内容を選び〈@〉を押 
します。 


( MMD 液晶モニターの明るさを調壁する I 

液晶モニターび見やすいよラに、明るさを調整することびでさます。 

[ ni ] タブの 施晶の明るさ] を選び、〈资)〉 

を巧します。調整画面で〈◄►〉押して明 
るさを調整し、〈资)〉を押します。 


露出の確認は、真ん中の目盛り位置でな 
るべく外光の影響を受けないようにして 
行ってください。 
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普段使ラ上で便利な機能 


HD 画像番号の付けかたを設定する 


画像番号は、フイルムの〕マ番号に相当するもので、撮影した順に日日01 
〜9999の画像番号び付いて、]つのフオルダに保をされます。画像番号は、 
用途に応じて番号の付けかたを変えることびでさます。 

画像ま号は、パソコンでは IMG _0001 .JPG というような形で表示され 
よ9 〇 



け"] タブの 晒像番号] を選び、〈@〉 
を押します。下記の説明を参考にして内容 
を選び、く@〉を押します。 


参[通し番号]: CF カードを交換しても連番で保存したいとき 

CF カードを交換して撮影してを、画像番号9999の画像びでさるま 
で、連続したま号を付けて保をします。複数の CF カードにまたびった 
0日日]〜9999までの画像を、パソコンで]つのフオルダにまとめて保 
存したいとさなどに有効です。 

ただし、交換する CF カードにすでに画像び入っているとさは、その画 
像に付けられたま号の続さま号になることびあります。画像を通し番号 
で保をしたいとさは、初期化された CF カードをお使いください。 


CF カードを交換した場合 
fCF 力ード-11 f CF 力ード- 2) 



続さの画像番号 
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普段使ラ上で便利な機能 


参はートリセット]: CF 力ードの交換で、画像番号を0001にしたいとき 

CF カー ドを交換して撮影すると、画像番号 日日日 1から順に番号を付け 
て保をします 。 CF カー ド単位で画像を分類したいとさなどに有効です。 

ただし、交換する CF カードにすでに画像び入っているとさは、その画 
像に付けられたま号の続さま号になることびあります。画像ま号 日日日] 
の画像から順に保をしたいときは、初期化された CF カードをお使いくだ 
さい。 


CF カードを交換した場合 



画像番号リセット 


♦ [強制リセット]:任意に画像番号を0001にしたり、新しいフオルダに画 
像を保存したいとき 

この操作を行うと、自動的に新しいフオルダび作られ、そのフオルダ I 
に画像ま号日日日]の画像から順に保存していさます。前の曰に撮影した 
画像と、今日撮影する画像を別々のフオルダに保をしたいとさなどに有 
効です。操作を行ったあとは、通し番号、またはオート IJ セットの設定 
に戻ります。 


W フォルダ番号999のフォルダび作成されると、液晶モニターに [フォルダ番号がいっ 
ぱいでず] と表示されます。そのフォルダに画像番号9999の画像び保をされる 
と、 CF カードに空さ容量びあっても撮影でさなくなります。液晶モニターに CF 
カードの交換を促すメッセージび表示されますので、新しい CF カードに交換して 
<ださい。 


Bl 画像名は、 JPEG 画像、 RAW 画像とわに riMG 」 になります。掘:張子は 、 JPEG 
画像び 「. JPG 」、 RAW 画像び 「. CR 2」 になります。 
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普段使ラ上で便利な機能 


HD 縦位置撮影時の画像回面を設定ずる 



縦位置で撮影した画像は、カメラで再生するとさや 
パソコンで見るとさに、被写体び横向さで表示されな 
いよラ自動回転させて表示していますび、この設定を 
変えることびでさます。 



け T 1] タブの [縦位置画像回転表示] を選 

び、 く@〉 を押します。下記の説明を参考 
にして内容を選び、〈贷)〉を押します。 


参[する〇国]:カメラで再生ずるときと、パソコンで見るときに自動回転 
させたいとさ 

参[する国]:パソコンで見るときだけ自動回転させたいとき 
参[しない]:自動回転させたくないとき 

S こんなとをは 

参撮影直後に表示される画像び回転表示されない 

回転表示は、再生時に行われます。 

参[する〇国]にして再生しても回転表示されない 

[しなし リの設定で撮影した画像は回転表示されません。また、カメラを上や下に 
向けて撮影すると、正しく回転表示されないことびあります。この場合は、]]7 
ページの『回転させる』の操作をすると回転表示されます。 

♦ [する国]で撮影した画像をカメラで回転表示させたい 

[ずる 〇国]の設定で再生すると、回転表示されます。 

参パソコンの画面で回転表示されない 

回転表示に対応していないソフトウエアです。付属のソフトウエアを使って見て 
<ださい。 
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普段使ラ上で便利な機能 


DISR カメラの設定内容を確認する 

メニュー表示中に 〈 DISR 〉 ボタンを押すと、現在カメラに設定されてい 
る主な機能の内容を確認することびでさます。 

参メニュー画面を表示した状態で、 〈 DISR 〉 
ボタンを押すと表示されます。 

• もう一度 < DISR > ボタンを押すとメ 
ニュー画面に戻ります。 

参シャッターボタンを半押しすると、カメ 
ラの設定状態表示に戻ります。 



設定内容表示 


日け/時刻 ' OB /0 B /01 15:40 
ピク于スタイルスタンダード 
詳® の3.の0,為0,の0 

色空間 SRGB 

W 日巧正/ BKT 設定 0, O/iO 

ら30秒 <もずる〇巧 

带:1する 

凹48日 MB をき 


—曰付/時刻 （ P .3 己） 

—ピクチャースタイル ( P .61) 

—色空間 （ P .81) 

— WB 補正 （ P .86) / 

WB ブラケテイング （ P .87) 


縦位置画像回転表示 （ P .96) 


—— CF カードの空さ容量 
液晶モニターの自動消な （ P .99) 


-才ートパワーオフ （ P .93) 
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普段使ラ上で便利な機能 


mm カメラの設定状態を初期状態に戻す圆司 

カメラの撮影機能やカスタム機能を、設定前の初期状態に戻したいとさに 
使用します。 〈 P 〉 などの応用撮影ゾーンで操作でさます。 

1[設定解除]を選ぶ 

参 [? T 2] タブの 隱定解除] を選び、〈资)〉 
を押します。 

2 項目を選ぶ 

参撮影機能を初期状態に戻すときは、 [カメ 
ラ設定初期化] を選び、〈资)〉を押します。 
参カスタム機能を初期状態に戻すときは、 
[カスタム機能一括解除] を選び、〈资)〉を 
押します。 

^ [0 K ] を選ぶ 

参 [0 K ] を選び、〈资)〉を押すと初期状態 
になります。 

[カメラ設定初期化] を実行すると、カメラ 
のをな撮影機能は、次の表のようになり 

On ^ 〇 



撮影機能関係 画像関係 


AF モード 

ワンシヨッ hAF 

記録画質 

1 L 

AF フレームの 選択 

自動還択 

旧0感度 

100 

測光モード 

图 （評価測光） 

色空間 

sRG 巨 

ドライブモード 

□ ( I 枚撮影） 

ホワイトバランス 

n (オート WB ) 

露出補正 

0 (ゼロ 

WB 補正 

解除 

AEB 

解除 

WB ブラケティング 

解除 

スト□ボ調光補正 

0 (ゼ □) 

ピクチャースタイル 

スタンダード 


* マニュアルホワイトバランスで取り込んだホワイトバランスデータ （ P .84) と、ダス 
トデ U —トデータ （ p .]]0) は消去されます。 
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普段使ラ上で便利な機能 


msm Mb 

フアイン d 


ミ晶モニターが自動消打しないよ5にずる 

ノダーに顔を近づけたとさに、ディスプレイオフセンサーび働いて 
カメラの設定状態表示び自動消なしないよラにします。 



[液晶の自動消な]を選ぶ 

参[口 1] タブの 施晶の自動消な] を選び、 
〈资)〉を押します。 [しない] を選び、〈资)〉 
を押します。 


MENU 


カメラの機能を自分巧みに変更ずる® 


撮影スタイルに応じて、カメラの機能を細かく変更することびでさます。 
これをカスタム機能といいます。カスタム機能は、応用撮影ゾーンで設定/ 
機能します。 


HD カスタム機能の設定方巧画!) 


pUj し I 



[カスタム機能 （ C . Fn )] を選ぶ 

参[け 2] タブの [カスタム機能に. Fn )] を選 

び、〈资)〉を押します。 

カスタム機能設定画面になります。 



カスタム機能番号を選ぶ 

参 <◄►> を押して設定する機能番号を選 
び、〈资)〉を押します。 
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mm カメラの機能を自分好みに変更する® 



言 k 定内容 


設定を変更する 

参〈▲▼〉を押して希望する設定内容（ま 
号）を選び、〈资)〉を押します。 

参手順2、3を繰り返して、そのほかの力 
スタム機能を設定します。 

参画面の下に並んでいるカスタム機能番 
号で、設定状態を確認することびでさま 
す。 


4設定を終了ずる 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、メニューに 
戻ります。 


参シャッターボタンを半押しすると、カス 
タム機能び設定されていることを示す 
H 西び液晶モニターに表示されます。 


カスタム機能の設定をずべて解除ずるときは 

メニユー [け2設定解除] で [カスタム機能一括解除] を選ぶと、設定した力 
スタム機能びすべて解除されます。 （ P .98) 


mm カスタム機能で変更でをる内容画!) 


C . Fn -1 SET ボタン/十字キー機能 


よく使う機能を、 SET ボタンと十字キーに割り当てることびできます。 

0 : SET ： ピクチャースタイル 

<©> を押すと、液晶モニターにピクチャースタイル選択画面び表示され 
ます。メニュー画面のとさは、各種メニュー機能の設定に使用します。 

1 ： SET ：記録画質 

<©> を押すと、記録画質の設定画面び表示され、迅速に設定の変更を行 
ラことびでさます。 
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IM 五の カメラの機能を自分好みに変更する® 


2： SET ： 調光補正 

〈盾)〉を押すと、調光補正の設定画面び表示され、迅速に設定の変更を行 
ラことびでさます。 

3 : SET ： 画像の再生 

<©> を押すと、 CF 力ードに記録されている画像び再生されます。〈囚〉 
ボタンと同じになります。 

4：十字キ ー : AF フレーム選択 

シャツターボタンを半押ししたあとに（を 4)、〈令〉 十字キーで直接 AF 
フレームを選ぶことびでさます。なお、 AF フレーム選択画面は表示されま 
せん。図の AF フレーム選択表示を見なびら選びます。 



〈回〉 ボタンを押すと自動選択になります。また、 <©> を押すと中央の 
AF フレームび 選択されます。 

〈 V 〉十字キーに割り当てているに日感度などの設定を変えるときは、 
シャッター速度と絞り数値び表示されてないとさにボタンを押します。 
シャッター速度と絞り数値表示中は、ボタンを押してを設定画面び表示さ 
れません。 


C . Fn -2 長秒時露光のノイズ低減 


シャッター速度1秒]^ソ上の撮影で、ノイズの少ないされいな写真を撮りたいと 
さに設定します。 

0 :しない 

1:自動 

シャッター速度1秒しソ上で撮影された画像に対し、長秒時露光特有のノイ 
ズび検出された場合に自動低減処理を行います。通常は、この [自動] で十 
分な効果び得られます。 

2 :する 

シャッター速度1秒しソ上で撮影された画像に対し、常に低減処理を行いま 
す。 坦動] で検出/低減できないノイズびあったときに [ずる] で撮影する 
と、ノイズ低減でさることびあります。 

13撮影後、低減処理のために露光時間と同じ時間び必要となります。この場合、低 
減処理び終わるまで次の撮影はでさません。 
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mm カメラの機能を自分好みに変更する® 



.V (絞り優先 AE ) モード時のスト□ボ同調速度 


0:自動 

明るさに応じて、シャッター速度び30秒から]/200秒に自動設定され 
ます。 

1:1/200秒固定 

手ブレを気にせず撮影することびでさます。 


C . Fn -4 シャッターボタン /AEQ ックボタン 


0 : AF / AE □ック 

1: AE □ック /AF 

ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとさに有効です。〈*〉ボタン 
で AF 作動、シャッターボタン半押しで AE □ック（露出を固定）することび 
でさます。 

2 : AF / AF □ック （ AE □ックなし） 

AI ヴーボ AF 中にカメラと主被写体の間を障喜物び横切るとさ、障書物に 
ピントび合わないよラ、〈*〉ボタンで AF の作動を一時停止することびで 
きます。露出は撮影の瞬間に決まります。 

3 : AE/AF ( AE □ックなし） 

移動/停止を繰り返す被写体の撮影などに有効です。 AI ヴーボ AF を設定 
しておくと、〈*〉ボタンで AI ヴーボ AF の作動/停止を繰り返すことびで 
さます。露出は撮影の瞬間に決まります。ピントと露出を常に最適な状態 
にして、シャッターチャンスを待つことびできます。 


C . Fn -5 AF ? 甫助光の投光 


カメラの AF 補助光と EOS 用外部スト□ボの AF 補助光の投光を行ラかどラか 
を設定することびでさます。 

0 :する 
1:しない 

撮影条件にかかわらず、 AF 補助光の投光を行いません。 AF 補助光の投光 
び、ほかの人の撮影を妨げるとをなどに有効です。 

2 :外部スト□ボ使用時のみ投光する 

EOS 用外部スト□ボ使用時は、必要に応じて外部スト□ボ側から AF 補助 
光の投光を行います。 
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IM 五のカメラの機能を自分好みに変更する® 


C . Fn -6 露出設定ステッ 


0 :1/3段 
1:1/2段 

シャッター速度と絞り数値、および露出補正、 AEB などの設定ステップ 
を]/2段ステップにすることびできます。1/3段ステップの設定では細か 
すざるといラときに有効です。 

51フアインダー内と液晶モニターの露出レべ j レ表示は図のようになります。 


巧だつ "1 ■.砂 n 弓® 

1亡 

づ，1 • 巧 



C . Fn -7 ミラーアップ撮影 


0 :しない 
1:する 

超望遠レンズを使用した撮影や近接（マクロ）撮影で、三ラーの作動に 
よるカメラブレを防止するのに有効です。 


C . Fn -8 E-TTL II 調光方式 


0：評価調光 

暗い場所から曰中シンク□までのス ト □ボ撮影を、全自動で行ラことび 
でさます。 

1:平均調光 

外部調光ス ト □ボのよラな制御を行ラ上級者向けの設定で、測光領域全 
体を平均的に調光します。カメラによる自動補正は行われませんので、状 
況に応じてス ト □ボ調光補正を行ってください。 
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IM 五の カメラの機能を自分好みに変更する® 



卜□ボのシンク□タイミング 


0 :先幕シンク □ 

撮影開始直後にスト□ボび発光します。 

1:後幕シンク □ 

撮影終了直前にスト□ボび発光します。車のライトなどの軌跡び自然な 
感じで写ります。 


W 後幕シンク□に設定したときは、シャッターボタンを全巧ししたときと、撮影び 
終了する直前の計2回スト□ボび発光します。 


C.Fn-10 拡大ズーム表示 


0 : 再生時のみ （ P .1 ] 目） 

1:撮影 直後と再生時 

撮影直後の画像表示中に拡大表示するとさは、〈なへ^〉ボタンを押しなび 
ら〈み〉ボタンを押します。拡大表示になったあとは、〈み〉〈み〉ボタン 
だけで拡大/縮ル表示びでさます。〈囚〉ボタンで再生した画像を拡大表示 
するとさは、〈み〉ボタンを押します。 


C.Fn-1 1電源スイッチ 〈ON〉 時の液晶点な 


0 :点打 

電源を入れるとカメラの設定状態を表示します。 

1:電源 〈 OFF 〉 時のが態を保持 

< DISR > ボタンを押して、液晶モニターび消えている状態で電源を切る 
と、次に電源を入れたとさに液晶モニターび点なしません。電池の消耗を 
少なくしたいとさに有効です。なお、 〈じ〇〉 や 〈 AF 〉 など、液晶モニター 
で機能を設定するボタンを押すと、その設定画面び表示されます。また、メ 
ニュー操作や再生操作は、通常どおり行ラことびでさます。 

< DISR > ボタンを押して、カメラの設定状態び表示されている状態で電源 
を切ると、次に電源を入れたとさに液晶モニターび点なします。 

W C . Fn -1-4 を設定しているときは、ファインダー内の情報表示び消えていることを 
確認してから〈じ〇〉 < AF > などのボタン操作を行ってください。情報表示中は、 
ボタンを巧してわ設定画面び表示されません。 
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MENU 


パソコンに画像を送る 


カメラとパソコンをつないで、カメラからの操作で CF カードに記録され 
た画像をパソコンに送ることびでさます。これをダイレクト画像転送機能と 
いいます。 

がカメラとパソコンをつなぐ前に、必ず付属ソフトウエアに 0 S Digital 

ソリユーシヨン ディスク 

Solution Disk / CD - ROM ) をパソコンにインス I ルしてください。 

付属ソフトウエアのインス I -ール方法については、『ソフトウエアガイ 
ド』をご覧ください。 


画像面送の準備 


1カメラとパソコンを接続ずる 

参カメラの電源を切った状態で接続しま 
す。 

参接続には、カメラに付属している USB 
インターフェースケーブルを使います。 


、カメラの電源スイッチを 〈0N> にず 
る 

参パソコンに、プ□グラムを選択する画面 
び表示されたときは、圧 0 S Utility ] を選 ■ 
びます。また、カメラの機種を選択する 
画面び表示されたときは、このカメラの 
名称を選びます。 

今パソコンに圧 0 S Utility ] の画面び表示 
され、カメラの液晶モニターに[ダイレク 
卜転送]画面び表示されます。 

W • ダイレクト画像転送画面表示中は、シャッターボタンを半押ししてわ、撮影 
準備状態に戻りません。 

• ケーブルを取りがすとさは、カメラの電源を切ってから、必ずプラグの側面 
を持って引いて < ださい。 



〇 [EOS utility] の画面び表示されないときは、「ソフトウェア使用説明書」に □- 
ROM ) の『カメラとパソコンを接続して EOS U 川 ity を起動する』を参照してく 
ださい。 
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皿五のパソコンに画像を送る 


パソコンに画像を送る 

パソコンに送られた画像は、 [マイピクチャ] フオルダ ( Windows ) 、また 
は [ピクチャ] フオルタ' ( Macintosh ) に、撮影日ごとのフオルダに分けられ 
て保をされます。 



CF カードに入つている、ずべての画像 
をパソコンに送る 

参[全画像] を選んで〈なへ^〉ボタンを押し 
よ9 〇 

今〈な〜>〉ボタンの青いランプび点滅して、 
画像転送び開始されます。 

転送び終わると点なします。 


[全画像] 似外の項目は、次のようになっています。〈な〜>〉ボタンを押す 
と画像転送び開始されます。 

• [未転送画像] 

パソコンに転送されていない画像を、カメラび自動的に選んで転送し 
ます。 


• [送信指定画像] 

パソコンに送る画像を指定して、まとめて転送します。画像の指定方 
法は、次のページを参照してください。 


• [画像を選んで転送] 



<◄►> を押して、画像を一枚ずつ選んで 
パソコンに転送します。終了するとさは 
〈 MENU 〉 ボタンを押します。 
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mm パソコンに画像を送る 


• [パソコンの背景] 

〈◄►〉を押して画像を選び、転送するとパソコンのデスクトップの 
背景（壁紙）として表示されます。終了するときは 〈 MENU 〉 ボタンを 
押します。 


IS 〈白] へ^〉ボタンを巧す代わりに〈魯)〉を巧すと、確認画面び表示されます。 [0 K ] 

を選んで 〈( g )〉 を巧すと転送を開始します。 

パソコンに送る画像を指定ずる 

パソコンに送る画像を]枚ずつ指定します。 

1[送信指定]を選ぶ 

♦ [囚] タブの [送信指定] を選び、〈贷)〉 
を押します。 

今送信指定画面になります。 


2 [画像指定]を選ぶ 

♦ 晒像指定] を選び、〈资)〉を押します。 
今画像び表示されます。 


3送信指定ずる画像を選ぶ 

♦ <◄►> を押して画像を選び、〈▲▼〉を 
押して画面左上に〈 vO を表示させます。 
参この手順を繰り返して送信する画像を 
指定します。最大998画像（枚）まで 
指定でさます。 
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皿 五の パソコンに画像を送る 


参 〈 MENU 〉 ボタンを2回押すと、指定した 
内容び CF カードに保をされ、メニュー 
に戻ります。 


[全画像]について 

手順2で [全画像] を選ぶと、左の画面び 
表示されます。 [全画像を指定] を選び、 く@〉 
を押すと、最大998枚の画像を一括して指 
定します。 

拴指定の解除] を選び、〈@〉を押すと、送 
信指定びすべて解除されます。 



W ほかのカメラで送信指定した画像を、このカメラに入れて再度送信指定しないで 
ください。送信指定されている内容び、意図せずにすベて書さ換えられることび 
あります。また、画像の種類により、送信指定でさないことびあります。 

S1 •記録画質 RAW + JPEG で撮影した画像を送信指定すると、 "1 枚"としてカウ 
ントされますび、 RAW 画像、 」 PEG 画像ともにパソコンに転送されます。 

• 手順3で〈因•み〉ボタンを巧すと、3画像表示になります。〈み〉ボタンを巧 
すと、元の表示に戻ります。 
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MENU 


撮像素子の自動清掃 


このカメラは、電源スイッチを入/切すると、撮像素テ前面に付いた 3' ミ 
を自動的に取り除く、セルフク U —ニングセンサーユニットび働くよラに 
なっています。通常はこの機能を意識する必要はありませんび、電源スイッ 
チ入/切外にを働かせたいとさや、このユニットを働かせたくないとさ 
は、じ(下のようにします。 


自動清掃を任意に行5 



[センサークリーニング：自動]を選ぶ 
♦ [け 2] タブの [センサークリーニング：自動] 

を選び、 く运)〉 を押します。 

♦ [今すぐ実行] び選ばれている状態で〈@〉 
を押すと、約1砂間清掃を行いメニュー 
に戻ります。 


W 参効果的なゴ S 除去を行ラために、カメラを正位置にして [今すぐ実行] を行つ 
て < ださい。 

• [今すぐ実行] び灰色の状態で選べないとさは、しばらく待つと選ぶことびでさ 
るよラになります。 


自動清掃を行わないよ5にずる 

♦ 上記の画面で〈◄►〉を押して戲赶 
を選び、〈资)〉を押します。 

• <◄►> を押して [しない] を選び、〈资)〉 
を押します。 


ゴミやホコリについて、普段か5じ1下のことにま意してください。 

参レンズの交換は、ホコ U の少ない場所で素早く行ラ。 

♦ レンズを外してカメラを保管するとさは、ボディキャップを必ず取り付 
ける。 

参ボディキャップは、 3' ミやホコ IJ を落としてからカメラに取り付ける。 
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MENU 


ゴミ消し情巧を付加ずる®^ 


通常は、セルフク U —ニングセンサーユニットで、写真に写り込む可能 
性びあるほとんどの3ミを除去することびでさます。しかし、除去でさな 
かった 3' ミびある場合に備え、3ミを消すための情報（ダストデ U — トデー 
夕）を画像に付加することびできます。付加された情報は、付属ソフトウェ 
アの Digital Photo Professional で自動ゴミ消し処理を行うときに使われ 
ます。 


事前準備 

参白い無地の被写体（白紙など）を用意する。 

参レンズの焦点距離を已日 mm 似上にする。 

参レンズのフオーカスモードスイッチを < MF > にして 無限遠 （〇〇) に 設定 
する。距離目盛のないレンズは、正面から見てフオーカス IJ ングを時計 
方向に突さ当たるまで回します。 

ダストデ y — トデータを取得する 

[ダストデリートデータ取得]を選ぶ 
参 [ 02 ] タブの [ダストデリートデータ取得] 

を選び、〈资)〉を押します。 

今ダストデ U —トデータ取得画面になり 
永 〇 


[0 K ] を選ぶ 

参 [0 K ] 選び〈资)〉を押すと、撮像素テの 
自動清掃を行ったあと、説明画面び表示 
されます。 



单 g だ r きたらシツターボ5ンを 


を巧ししてください 



タストデ U - トデータ抵» 

y ：? トウエアで35をおすための 
でータを巧》レます • 

巧巧民町塞ち#隔してくたでい 
Sif 日尚 '08/08/01 巧: 40 

I キヤンたル II 0 K I 
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mm ゴミ消し情報を付加する® 


い無地の被写体を撮影ずる 

。 2日〜 30 cm の距離で、白い無地の被写 

I 。 B I 体を画面いっぱいに入れて撮影します。 

I □ □ I 今 絞り F22 の絞り優先 AE で撮影されま 

• 画像は保をされませんので、 CF カード 
を入れていなくてもデ-夕の取得びで 
さます。 


タストデ U — 卜すータ広» 
データの Util が完了しました 



撮影び終わるとデータの取得を開始し、 
取得び完了すると、完了画面び表示され 
ます。 [0 K ] 選び〈资)〉を押すと、メニュー 
に戻ります。 


ダストデ y — トデータについて 

ダストデ U - トデータを取得すると、そのあとで撮影した JPEG、RAW 
画像すべてにそのデータび付加されます。かんたん撮影ゾーンで撮影した画 
像にをデータび付加されます。大切な撮影をするとさは、撮影の直前にデー 
夕の再取得（更新）を行ってください。 

なお、付属ソフトウエアによる自動 3' ミ消し処理については、ソフトウエ 
ア使用説明書 ( CD - ROM ) を参照してください。 

画像に付加されるダストデリートデータの容量はごくルさなをのですの 
で、画像のファイルサイズにはほとんど影響しません。 
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MENU 


r センサ-クリ-こング：聞 Li にいて I ® 


メニュー[け 2] タブの[センサークリーニング：手動]は、撮像素テの自動 
清掃で取りされない 3' ミやホコ IJ びあったとさに、弊社サービス部門などで 
撮像素テ表面を直接清掃するための機能で、通常使ラ必要はありません。 

撮像素子は非常にデリケートな部品でず。直接清掃び必要なときは、でき 
るだけ別紙の修理受付窓□にお申し付けください。 

なお、お客様自身で清掃を行うときは、 iU 下の手順で撮像素テを清掃でき 
る状態にします。 



[センサークリーニング： 手動] を 選ぶ 
♦ [け 2] タブの[センサークリーニング：手動] 

を選び、〈@〉を押します。 


[0 K ] を選ぶ 

♦ [0 K ] を選び、〈贷)〉を押します。 

今一瞬の間をおいたあと、ミラーび上び 
り、シャッターび開いて直接清掃でさる 
状態になります。 


3清掃を終了する 

• 電源スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 


W • 清掃中は、絶対に次のことを行わないでください。電源が切れてシャッター 
が閉じ、シャッター幕や撮像素子が損傷するおそれがあります 
•電源スイッチを 〈 OFF 〉 にする/ CF 力ードス□ットカバーを開ける/電池 
室ふたを開ける 

• 高圧空気やガスを吹さ付けて清掃しないで<ださい。 

• 電源には、 AC アダプターキット （ P .1 已 2) の使用をおすすめします。電池を 
使ラとさは、必ずフル充電した電池を使って<ださい。 
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6 

画像の確認方法 


この章では、第2章の『かんたん撮影と画像確認』で説明した再 
生ち法の応用的な使いちや、画像をテレビで見る方法、消去する 
方法など、撮影画像の再生に関連する内容について説明します。 

他の機器で撮影-記録された画像データについて 

このカメラ似外の機種で撮影した画像や、パソコンで加工した 
画像、画像名を変更した画像は、このカメラで再生でさないこと 
びあります。 
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回 見たい画像を素早く巧ず 

H —度に9枚の画像を表示する（インデックス表示） 

見たい画像を素早く見つけることびでさる、インデックス表示といわれる 
再生方法です。 



インデックス表示にする 

• 画像を再生した状態で、〈因•み〉ボタン 
を押すとインデックス表示になります。 
吟選択されている画像には、緑色の枠びつ 
さます。 

画像を選ぶ 

• < v > 十字キーを押すと、緑色の枠び上 
下左ちに移動します。 

• 〈み〉ボタンを押すと、選択した画像の 
] 枚表示になります。 


インデックス表示でさ6に素早く画像を探ず 

インデックス表示中の画像を、9枚単位で送つて見ることびでさます。 



1 ( JUMP ) ボタンを巧す 

吟緑色の枠び9枚全体にかかります。 

2 画像を送る 

• <◄►> を押すと、9枚単位で画像を送 
ります。 



3画像を選ぶ 

参 〈 JUMP 〉 ボタンを押すと緑色の枠び I 枚 
の画像を選択した状態に戻り、〈ィ>〉十 
字キーで一枚ずつ選択でさるよラにな 
ります。 
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囚見たい画像を素早く探す 


JUMP : 画像をとばして表示ずる 

CF カードの中に多くの画像びあるとさは、 ] 日枚、 ] 日日枚単位で、あい 
だの画像をとばして画像送りをすることびでさます。また、撮影曰の異なる 
画像びあるとさは、曰付単位で画像送りをすることびでさます。この表示方 
法のことを、ジャンプ表示といいます。 


ジャンプ方法 



ジャンプパー 


ジャンプ表示にずる 

♦ 画像を再生して 〈 JUMP 〉 ボタンを押し 
ふ 9 〇 

吟画面下にジャンプバーび表示されます。 


2 



ジャンプ方法を選ぶ 

♦ 〈▲▼〉を押して、液晶 モニターに 表示 
されるジャンプ方法（曲10枚ジャンプ 
/ H 100枚ジャンプ/圆日付ジャン 

プ）を選びます。 

ジャンプで画像送りをする 

♦ <◄►> を押すと、選択したジャンプ方法 
で画像送りをします。 

参 〈 JUMP 〉 ボタンを押すとジャンプバーび 
消え、ジャンプび終了します。 
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み/み拡大して見る 

撮影した画像を約1 .5 倍〜1日倍に拡大して、確認を行ラことびでさます。 



拡大表示位置 


画像を拡大する 

• 画像を再生したが態で、〈み〉ボタンを 
押すと拡大します。 

♦ 〈み〉ボタンを押し続けると、連続的に 
大さくなります。 

参 < HA > ボタンを押すと、縮ル表示にな 
ります。押し続けると、拡大する前の状 
態まで連続的にルさくなります。 

表示位置を移動させる 

• < V > 十字キーを押すと、表示位置び上 
下左ちに移動します。 

参〈囚〉ボタンを押すと、拡大表示び終了 
し、 ] 枚表 7 J \ になります。 


拡大表示の応用機能 

J 広大表示のまま画像切り換えびできる 

参く魅〉を回すと、拡大したまま画像切り換えびでさます。 

♦〈 JUMP 〉 ボタンを押して〈◄►〉を押すと、]0枚単位でジャンプ表示 
します。 


インデックス表示か5拡大表示できる 

参〈み〉ボタンを押すと]枚表示になり、をラー度押すと拡大表示になりま 
す。 


撮影直後の画像表示中にち拡大表示できる 

• メニュー[け2カスタム機能 （ C . Fn )] の[拡大ズーム表示] ( P .] 日 4) を [1 : 
撮影直後と再生時]に設定すると、〈な〜>〉+〈み〉ボタンで拡大表示でき 
るよラになります。再生画像は〈み〉ボタンで拡大表示します。 
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MENU 


回拓をせる 


撮影したあとで、画像び表示される向さを変えたいとさに使用します。 


[画像回転]を選ぶ 

♦ [囚]タブの晒像回転]を選び、〈资)〉 
を押します。 

今画像び表示されます。 


画像を選ぶ 

参〈◄►〉を押して回転したい画像を選び 
ます。 

♦ インデックス表示にして画像を選ぶこ 
とをでさます。 

画像を回転ずる 

♦ く受)〉 を押すたびに、時計方向に回転し 
ます。 

♦ ほかに回転したい画像びあるときは、手 
順2、3を繰り返します。 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと、画像回転び 
終了しメニューに戻ります。 

回転させた画像を、再生時に回転表示ずるには 

96ページの[縦位置画像回転表示]の設定を、[する〇国]にすると再生時 
に回転表示されます。 



13 メニユー け T 1 縦位置画像回転表示] を [ずる 〇国] ( P .9 日）に設定して撮影する 
と、この機能で画像を回転する必要びなくなります。 
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MENU 


自動再生ずる 


CF カードに記録されている画像を自動的に連続再生します。画像]枚の 
表示時間は 約 4秒です。 



[才ートプレイ]を選ぶ 

• [囚] タブの [才ートプレイ] を選び、〈@〉 
を押します。 

-► オートプレイ画面になります。 


自動再生する 

-► [画像読み込み中…] び数砂間表示されたあ 
と、自動再生び始まります。 

♦ 自動再生を一時停止したいときは、 
<@>を押します。 

• 一時停止中は画像の左上に [II] び表示 
されます。もう一度〈资)〉を押すと、自 
動再生を再開します。 


自動再生を終了ずる 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、自動再生び 


終了しメニューに戻ります。 


0参自動再生中に 〈DISP.〉 ボタンを押すと、画像の表示形式を切り換えることび 
でさます。 

• 一時停止中に〈◄►〉を巧すと、画像び切り換わります。 

参自動再生中、オートパワーオフは機能しません。 

• 画像により、表示時間び異なる場合びあります。 
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テレビで見る 

付属のビデオケーブ>1レを使ラと、カメラとテレビをつないで撮影した画像 
を見ることびでさます。接続するとさは、カメラとテレビの電源を切った状 
態で行ってください。 



ビデオ入力端子 


1 



カメラをテレビに接続する 

♦ カメラの端テカバーを開さます。 

• カメラの〈 V 品甲〉ビデオ出力端子と、テ 
レビのビデオ入力端テを付属のビデオ 
ケーブルで接続します。 

♦ ケーブルのプラグは、根元までしっかり 
と差し込んでください。 


テレビの電源を入れ、テレビの入力切 
り換えをビデオ入力にずる 


カメラの電源スイッチを 〈0 N > にす 
る 

今カメラの設定状態びテレビに表示され 
ます。 



4 


〈囚> ボタンを巧す 

今画像びテレビに表示されます（液晶モニ 
ターには何を表示されません)。 

♦ 見終わったら、電源スイッチを 〈 OFF 〉 
にして、テレビの電源を切ってから、ビ 
デオケーブルを取り外します。 



W • テレビ方式と異なるビデオ出力方式を設定すると、画像び正し<表示されま 
せん。そのときは、メニュー [け 2 ビデオ出力ち式] で方式を切り換えてください。 
• カメラに付属しているビデオケーブル政外は使用しないでください。画像び 
表示されないことびあります。 

• 使用するテレビ（モニター）によっては、表示内容の一部び欠けて表示され 
ることびあります。 
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MENU 


保護ずる（プロテクト) 


大切な画像をカメラの消去機能で誤って消さないよう、プ□テクトをかけ 
る（保護する）ことびでさます。 



[画像プ□テクト]を選ぶ 

• [囚] タブの 陋像プ□テクト] を選び、 
<@>を押します。 

今画像び表示されます。 


2画像を選ぶ 

参 <◄►> を押してプ□テクトをかける画 
像を選びます。 

♦ インデックス表示にして画像を選ぶこ 
とをでさます。 



プ□テクトをかける 

参<@>を押すと画面の下に〈因〉び表示 
され、プ□テクトびかかります。 

♦ もう一度〈贷)〉を押すと、プ□テクト 
び解除され〈因〉び消えます。 

• ほかにプ□テクトをかけたい画像びあ 
るときは、手順2、3を繰り返します。 


•〈 MENU 〉 ボタンを押すと、画像プ□テ 
クトび終了しメニューに戻ります。 


胃]参プ□テクトをかけた画像は、カメラの消去機能で消去でさません。画像を消 
去するときは、プ□テクトを解除してください。 

• 必要な画像にプ□テクトをかけてから全画像消去 （P.121) を行ラと、プ〇 
テクトをかけた画像政外はすべて消去されます。不要な画像を一度にまとめ 
て消去するとさに便利です。 
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1 消去ずる 

不要な画像を1枚ずつ選んで消去したり、まとめて消去することびでさま 
す。なお、プ□テクト （ P .12 日）をかけた画像は消去されません。 

な消去した画像は復元できません。十分に確認してか5消去してくださ 
し、。また、大切な画像は、誤って消去しないようプ□テクトをかけてく 
ださい。 


1画像を再生ずる 

参 ] 枚ずつ消去するとをは、〈◄►〉を押し 
て消去する画像を選びます。 



2 消去画面にずる 

♦ < ra > ボタンを押します。 

今画面の下にどのよラに消去するかび表 
示されます。 


3消去ずる 

♦ [消去] を選び〈资)〉を押すと、表示さ 
れている画像だけび消去されます。 

参[全画像] を選び〈@〉を押すと、プ□テ 
クトされていない画像びすべて消去さ 
れます。 


今表示される確認画面で [0 K ] を選び、 


〈毎)〉を押すと、画像び消去されます。 



BI [全画像]の消去中に〈©〉を巧すと、消去作業び途中で中止されます。 
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撮影情巧表示の巧客 -■ 

] 枚表示で再生しているときに < DISR > ボタンを押すと、撮影情報の表示 
を切り換えることびでさます。その内容は、のとおりです。 


簡易情報表示 


シャツター 速度と 
絞り数値 

再生番号/ 
総記録画像数 



フオルダ番号一 
画像番号 


詳細情報表示 


撮影画像 

撮影時刻 
撮影年月曰 
シャッター速度 
再生番号/ 
総記録画像数 



絞0数値 
プ□テクト 

露出補正量一 ■ 


を画像番号 
ヒストグラム 
■スト□ボ調光補正 
色空間 

ホワイトバランス 
W 巨補正量 
撮影モード 
旧日感度 
測光モード 
モノクロ 


-ファイルサイズ* 
記録画質 


; RAW + JPEG のときは、 JPEG のファイルサイズを表示します。 


• ノ V イライト警告表示について 

詳細情報表示にしたとさに、白飛びした部分を点滅表示します。階調 
を再現させたい部分び点滅しているとさは、露出をマイナス補正してを 
う一度撮影すると良い結果び得られます。 


31 インデックス表示、拡大ズーム表示など、 ] 枚表示政がの再生ち法でわ 〈 DISP .〉 
ボタンを巧すと、簡易情報表示のあり/なしを切り換えることびでさます。 
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撮影情報表示の内容 


参ヒストグラムについて 

ヒストグラムには、露出レベルの傾向と全体の階 
調を確認でさる輝度表示と、色の飽和と階調を確認 
でさる RGB 表示びあります。表示の切り換えは、メ 
ニュー [囚ヒストグラム] で行います。 

なお、ヒストグラムから画像の傾向を読み取り、 
再撮影に反映させるためには、豊富な知識と経験び 
必要ですので、ここでは簡単な説明にとどめます。 


ヒストグラム例 



暗い成分び多いとさ 


普通の明るさのとさ 


[輝度]表示 

このヒストグラムは、横軸に明るさ（左：暗、ち： 
明）、縦軸に明るさごとの画素数を積み上げたグラフ 
で、画像の輝度分布を表しています。 



明るい成分び多いとさ 


画面の中の「暗い成分」ほどグラフの左寄りに積み上げられ、「明るい成 


分」ほどグラフのち寄りに積み上げられて表示されます。 

横軸の左端に積み上げられた成分は黒くつぶれ、ち端に積み上げられた成 
分は白く飛びます（八イライト)。そのほかの成分は階調び再現されます。 
再生画像とそのヒストグラムを見ることで、露出レベルの傾向と全体の階 


調を確認することびでさます。 


[ RGB ] 表示 

このヒストグラムは、横軸に色の明るさ（左：暗、ち：明）、縦軸に色の 
明るさごとの画素数を積み上げたグラフで 、 R (ホ ） /G (緑）/目（青）別 
に色の輝度分布を表しています。画面の中の「暗く薄い色」ほどグラフの左 
寄りに積み上げられ、「明るく濃い色」ほどグラフのち寄りに積み上げられ 
ます。横軸の左端に積み上げられた成分は色の情報びなく、ち端に積み上げ 
られた色は飽和して階調びありません。 

RG 目のヒストグラムを見ることで、色の飽和と階調の状態や、ホワイト 
バランスの傾向を確認することびでさます。 
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カメラとプ IJ ンターを 
つないで印刷する 


このカメラは、 「 PictBrid 呂 e 」 対応プリンターのほか、にドダ 
イレクト 」、 「Bubble Jetl 対応プリンターに直接つないで画像を 
印刷することがでさます。 _ 

また、印刷する画像をまとめて指定 （ DPOF ) することもでさ 
ます。 （ P .142) 


DPOF (印刷指定）について 

DPOF (Digital Print 日 rder Format ) は、印刷したい画像と 
その枚数などの印刷指定情報を CF カードに記録するための規格で 
す。複数の画像をまとめて一度に印刷したいとさや、指定した画 
像の印刷を写真店に注文する際に使います。 


薛社 PictBridge ホームぺージについて 

キヤノン製のカメラとプ IJ ンターを接続したとさに、どのよう 
な用紙び使用でさるかなどを、下記の弊社ホームページで確認す 
ることびでさます。 

http :// canon . jp / pictbridge / 
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本章の説明内容について 

この章では、下の図で示すように、プ IJ ンターの種類別に説明内容を分け 
ています。『印刷の準備をする』（次ページ）の操作を行うと、お使いのプ U 
ンターにあったダイレクトプ U ントの説明び何ページにあるか、より詳しく 
わかります。 

なお本章では 、 Bubble Jet ダイレクトを日 J ダイレクトと表記していま 
す。 


キヤノン製 
PIXUS/SELPHY DS 
プリンター 



が PictBridge 


が PictBridge 
または 

Hep ダイレクト 


SBJ ダイレクト が PictBridge 


印刷の準備：] 27〜] 29ページ 


130〜136ぺージ 


137〜139ぺージの137〜139ぺージ 




130〜136ぺージ 
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印刷の準備をずる 

ダイレクトプリントの操作は、 カメラの液晶モニターに表示される操作画 

面を見なびら、 ずべてカメラ側で行いまず。 


カメラとプリンターの接続 

カメラの電源スイッチを 〈 OFF > にす 
る 


2プ IJ ンターの準備をずる 

• 詳しくは使用するプ U ンターの使用説 
明書を参照してください。 


3カメラとプリンターを接続する 

参表を参照して、使用するケーブルを選ん 
で < ださい。 


接続するプリンター 

使用ずるケーブル 

r ( 

PictBrid 邑 e だけに対応 

カメラに付属の 
インターフェースケープル 

両方のプラグに〈く*〉マークび付いてい 
ます 

r ( 

因 

PictBrid 邑 e と 

CP ダイレクトに対応 

r ( 

巧 

PictBrid 邑百と 

BJ ダイレクトに対応 

固 

CP ダイレクトだけに対応 

プリンターに付属のケープル 

片方のプラグだけに〈く*〉マークび付い 
ています 

巧 

BJ ダイレクトだけに対応 
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印刷の準備をする 



♦ カメラ側を接続するとさはプラグの 
〈々〉マークび、カメラの前面に向くよ 
うにして、カメラの 〈 DIGITAL 〉 端テに 
差し込みます。 

♦ プ U ンター側の接続方法については、プ 
U ンターの使用説明書を参照してくだ 
さい。 


4プリンターの電源を入れる 


5カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にず 
る 

-► プ U ンターの機種により、電子音び「ピ 
ピッ」と鳴ることびあります。 


が PictBridge む 

必が打卜 、 A 

HCP ダイレクト 

巧 BJ ダイレクト 


画像を再生する 

参〈囚〉ボタンを押します。 

今画像び表示され、画面左上にプ U ンター 
と接続されていることを示すマーク 
〈が〉、または〈図〉、〈巧〉び表示され 
よ9 〇 

今〈な〜>〉ボタンのランプび青色に点なし 
ます。 

参表示されるマークによって、操作方法び 
異なります。表示されるマークに応じた 
ページを参照してください。 


マーク 

参照ページ 

r も 

130〜13巨、141 

因 

137〜139、141 

巧 
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印刷の準備をする 


^ • RAW 画像は、ダイレクトプ U ントでさません。 

• カメラの電源に電池を使用するとさは、フル充電してから使用して<ださし、。 
フル充電で約4時間印刷でさます。 

• 手順已で電子音び「ピーピーピー」と長く鳴ったときは、円 ct 目 rid 邑 e 対応プ 
U ンターに問題び発生しています。どのよラな問題び発生しているかは、次 
の操作で確認でさます。 

〈囚〉ボタンを巧して画像を再生し、次の操作を行って<ださい。 

1 . <@>を巧す 

2. 印刷設定画面で[印刷]を選ぶ 

液晶モニターにエラーメッセージび表示されます。 （P.1 3日） 

• カメラとプ U ンターの接続には、専用のインターフェースケーブルじ(外は使 
用しないで < ださい。 

• 印刷開始後、〈なへ^〉ボタンの青いランプび点滅している間はケーブルを抜か 
ないで < ださい。 

• ケーブルを取り外すとさは、カメラとプ U ンターの電源を切ってか5、必ず 
プラグの側面を持って引いてください。 

IS ダイレクトプ U ントを行うときは、カメラの電源に AC アダプターキット ACK- 
DC20 (別売）の使用をおすすめします。 
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が PictBridge で巧刷 

使用ずるプリンターによって設定できる内容び異なりまず。また、設定そ 

のをのびでさないことびあります。詳しくは、使用するプ U ンターの使用説 
明書を参照してください。 



印刷する画像を選ぶ 

• 液晶モニターの左上に〈が〉び表示さ 
れていることを確認します。 

•<◄►> を押して印刷する画像を選びま 
す。 


<©> を巧ず 

-► 印刷設定画面になります。 


印刷設定画面 



巧 L 判 
つオト 
晒巧あリ 


啞团巧—— — 


I 卜 U 云ンク ー[ ■ 
I 窝 巧结ミ -4 
I 午で ンたル =] 
[7~巧药 1 


印刷効果を設定します 

曰付や画像番号を入れて印刷するかどラ 

かを設定します 

何枚印刷するかを設定します 


一 印刷範囲を設定します 
一用紙のサイズ、タイプとレイアウトを設 
1定します 

_^手順]の画面に戻ります 

^I I 印刷を開始します 

設定されている用紙のサイズ、タイプ、レイアウトの情報び表示されます 


* 使用ずるプリンターの機種により、日付/画像番号印刷やトリミングなど、一部の 
設定項目が選択できないことがありまず。 



[用紙設定]を選ぶ 

♦ 拥紙設定] を選び、〈贷)〉を押します。 
用紙設定画面になります。 
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が円 ctBrid 旨 e で印刷 


の 用紙サイズの設定 


巧たサイス 



化巧 
はザき 
力ード 
A4 


巧五のモザシた化回巧巧へ 


参プ IJ ンターにセツトされている用紙の 
サイズを選び、〈资)〉を押します。 

-► 用紙タイプの設定画面になります。 


取用紙タイプの設定 

参プ IJ ンターにセツトされている用紙の 
タイプを選び、〈资)〉を押します。 
レイアウトの設定画面になります。 


用紙タイプについて 

キヤノン製プ U ンターで、キヤノン純正用紙を使ラとさは 、プリンターの 
使用説明書で使用でさる用紙を確認してください。 



函レイアウトの設定 



参印刷レイアウトを選び、〈资)〉を押しま 
す。 

印刷設定画面に戻ります。 
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が円 ctBrid 旨 e で印刷 


フチなし 

余白なしで用紙いっぱいに印刷します。「フチなし」印刷でさないプ 

U ンターでは、「フチあり」で印刷されます。 

フチあ 0 

用紙のまわりにを白をつけて印刷します。 

フチあり 田 

L サイズ政上の用紙のを白に撮影情報*を印刷します。 

XX 面配置 

用紙 1 枚に画像を小さく、 2/4/879/1 目/ 20 画面印刷します。 

20 面配置 旦 
35 面配置 □ 

DP0F で印刷指定した画像を 20 画像、または 3 已画像単位で、 A4 ヴ 
イズの用紙に縮小印刷します。 

に 0 面配置 H] では、画像の横に撮影情報=^画像の下に画像番号と曰 
付^^^^を印刷します。 

[3 己面配置 □] では、画像の下に画像番号、曰付**を印刷します。 

標準設定 

キヤノン製プ U ンターでは、「フチなし」で印刷されます。 


* Exit 情報の中から、カメラ名、レンズ名、撮影モード、シャッター速度、絞り数値、 
露出巧正量、 ISO 感度、ホワイトバランスなどを印刷します。 

** 手順已 （P. 13 已）の〈巧〉曰付/画像番号印刷の設定によります。 


4印刷効果を設定ずる 

参必要に応じて設定します。設定しないと 
きは、] 3已ページの手順己に進みます。 
♦ 画面ち上の項目を選び、〈资)〉を押しま 
す。 

参続けて〈◄►〉を押して印刷効果を選 
び、〈资)〉を押します。 



因 切 

印刷特性は「入」と同じです。自動補正は行われません。 

因 入 

プリンターの標準色で印刷されます。画像の Exif 情報を活用して、 
自動的に補正び行われます。 

因 VIVID 

海や空の青、植物の緑などび、いっそラ色鮮やかに印刷されます。 

B/W 白黒 

純黒調の白黒で印刷されます。 

B/W を黒調 

クールな印象の青っぽい G 令黒調）白黒で印刷されます。 

B/W 温黒調 

温かい印象の黄色っぽい（温黒調）白黒で印刷されます。 

〇ナチュラル 

自動色調整を行わず、画像の色やコントラストを生かした印刷び行 
ねれます。 

〇ナチュラル M 

印刷特性は「ナチュラル」と同じです。「ナチュラル」よりも細か 
い印刷調整を行ラことびでさます。 


プリンターの機種により表示されない項目びあります。 

132 















が円 ctBridge で印刷 


印刷効果の調壁 

• 手順 4 で項目を選び、左図の曲姐国び表 
示されている状態で 〈 jUMP 〉 ボタンを 
押すと、細かい印刷調整を行ラことびで 
さます。 

選択した印刷効果で調整でさる内容は 
下表の通りです。 

参調整する項目を選び、〈资)〉を押します。 



(〇 :調整可能) 


項目 

切/入/ VIVID / 
ナチュラル 

ナチュラル M 

白黒/を黒調/ 

温黒調 

明るさ補正 

〇 

〇 

〇 

レベル補正 

- 

〇 

〇 

生（顔）明るく補正 

〇 

〇 

〇 

赤目補正 

〇 

〇 

〇 

詳細設定 

コントラスト 

- 

〇 

〇 

色の濃さ 

〇 

- 

色あい 

〇 

カラー バランス 

〇 


U 印刷効まの細かい調整を行ったあと、ちう一度手順4で印刷効まの設定を変更す 
ると、調整を行った内容びすべて初期化され、調整なしの状態になります。 


13 [標準設定] を選択したとさは調整でさません。 




[明るさ補正] 

♦ <◄►> を押して補正量を設定し、 く@〉 
を押します。 
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が円 ctBrid 旨 e で印刷 




[レベル補正] 

参項目を選び、〈资)〉を押します。 

参 [手動] を選び、〈资)〉を押すと、レベル 
補正画面になります。 

参 <◄►> を押してシャドウ（黒）のレべ 
ル（日〜] 27) を設定します。 

参 〈 JUMP 〉 ボタンを押します。 

参 <◄►> を押して八イライト（白）のレ 
ベル (128-255) を設定します。 

• <@>を押すと設定び終了し、]つ前の 
画面に戻ります。 


[;と明るく補正][赤目補正] 

•剛または [入] を選び、〈资)〉対甲し 
ます。 


印刷効果の細かい設定 


参 [詳細設定] を選び、〈资)〉を押すと、詳 
細設定画面になります。 

参設定する項目を選び、〈资)〉を押します。 


ロントラスト][色の 濃 さ][色あい] 

参 <◄►> を押してレベルを設定し、〈资)〉 
を巧します。 
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が円 ctBrid 旨 e で印刷 



[カラーバランス] 

参 < V > 十字キーを上下左ち方向に操作し 
て、画面上の「■」を希望する位置に移 
動します。 

参 目はブルー、 A はアンバー、 M はマゼン 
夕、 G はグ U —ンの意はです。移動ち向 
寄りの色に補正されます。 

• 画面ち上の 「 SHIFT 」 に補正方向と、補 
正量び表示されます。 

• <@>を押すと設定び終了し、]つ前の 
画面に戻ります。 

参 印刷効果の設定び終了したら、 〈 MENU 〉 
ボタンを押して手順 5 に進みます。 



曰付/画像番号印刷を設定ずる 

参必要に応じて設定します。 

参〈な〉を選びます。 

参 <◄►> を押して印刷内容を選びます。 


印刷枚数を設定ずる 

参必要に応じて設定します。 

参〈翊〉を選びます。 

参〈◄►〉を押して印刷枚数を選びます。 


参卜 U ミングについては、 14 日ページを 
参照してください。 
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が PictBrid 旨 e で印刷 



7印刷ずる 

• [巧刷]を選び、〈贷)〉を押します。 

今〈な〜>〉ボタンの青いランプび点滅して、 
印刷び開始されます。 

• 印刷び終了すると、手順1の状態に戻り 
ます。 


• 印刷を中止するときは、[中山び表示さ 
れている間に〈运)〉を押し、 [0 K ] を選 
んで く@〉 を押します。 


プリンターエラー発生時の操作について 

プ U ンターに関するエラー（インク切れ、用紙切れなど）を解みしたあと、 [続行] 
を選んでも印刷び再開されないとさは、プ U ンター側を操作して印刷を再開して< 
ださい。印刷の再開方法については、プ1」ンターの使用説明書を参照して<ださい。 

エラーメッセージについて 

印刷中に問題び発生したとさは、カメラの液晶モニターにエラーメッセージび表 
示されます。〈@〉を巧して印刷を中止し、問題を解決してから再度印刷してくだ 
さい。プ U ンターの問題解決方法については、プ U ンターの使用説明書を参照して 
ください。 


用紙 エラー 

プリンターの用紙び正しくセットされているかどラか確認してください。 

インク エラー 

プリンターのインク残量や、インク吸収体の状態を確認してくださし、。 

八ー ドウ 王アエラー 

用紙、インク政外の問題びプ U ンターに発生していないか確認して<ださい。 

フアイルエラー 

選択した画像は円 ct 目 rid 邑 e で印刷できません。別のカメラで撮影した画像や、パ 
ソコンに取り込んで加工した画像は、印刷でさないことびあります。 


BI • 印刷する画像のファイルサイズや記録画質により、 [印刷] を還んでから実際 
に印刷び始まるまで、しばらく時間びかかることびあります。 

• 印刷効果などの還択肢にある [標準設定] は、プ U ンターメーカーび独自に設 
定する印刷内容のことです。 [標準設定] の内容については、プ U ンターの使用 
説明書を参照して<ださい。 
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因/囚 CP 、 BJ ダイレクトで巧刷— 


プ U ンター接続表示 



2 


印刷する画像を選ぶ 


♦ 液晶モニターの左上に〈図〉、または 
〈巧〉び表示されていることを確認しま 
す。 

♦ <◄►> を押して印刷する画像を選びま 
す。 


<©> を巧す 

印刷設定画面になります。 


印刷設定画面 



'關1醒 
胃フ于なし 
©入 


一何枚印刷するかを設定します 
一印刷範囲を設定します 
-印刷スタイル（様式）を設定します 
一手順1の画面に戻ります 
一印刷を開始します 


設定されている印刷スタイルび表示されます。 
<0>は曰付のマークです 



[スタイル]を選ぶく 

♦ [スタイル]を選び、〈资)〉を押します。 
今スタイル設定画面になります。 
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図/巧 CP 、 BJ ダイレクトで印刷 


晒面關]に P ダイレクト) 



4項目の内容を設定する 

参項目を選び、〈资)〉を押します。 

参続けて内容を選び、〈资)> を押します。 

参 [画面設定] に P ダイレクト）は、力ード 
サイズの用紙使用時に選択でさるよう 
になります。 [分割画面] を選ぶと、用紙 
] 枚に同じ画像を小さく8画面印刷しま 
す。 

参 拥紙] 旧 J ダイレクト）は、プ IJ ンター 
にセツ 卜されている用紙のサイズを選 
びます。 


参[フチ] 旧优 は、設定状態を確認し、必 
要に応じて設定します。 

参設定び終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを 
押して印刷設定画面に戻ります。 



印刷枚数を設定ずる 

参必要に応じて設定します。 

参〈翊〉を選びます。 

参続けて〈◄►〉を押して印刷枚数を設定 
し、〈资)〉を押します。 

♦ ]〜99枚まで設定でさます。 
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図/巧 CP、BJ ダイレクトで EP 刷 


も トリミングの設定をする 

参必要に応じて設定します。 

♦ 卜 IJ ミングについては、]4日ページを 
参照してください。 



7印刷ずる 

♦ [巧刷] を選び、〈贷)〉を押します。 

今〈な〜>〉ボタンの青いランプび点滅して、 
印刷び開始されます。 

♦ 印刷び終了すると、手順1の状態に戻り 
ます。 


♦ 印刷を中止するときは、印山び表示さ 


れている間に く@〉 を押し、 [0 K ] を選 
んで〈资)〉を押します。 


W • CP ダイレクトでは、曰付の背景び明るいとさや、背景びフチのとさは、曰付 
び薄く印刷されることびあります。 

• CP ダイレクトでは、[分割 画面] を選ぶと、 [フチ] 旧优の設定はできません。 
[フチなし]、 旧优は[棚で印刷されます。また、画像の上下左ちびカット 
されて印刷されます。 

• 目 J ダイレクトでは、 [フチあり] にすると、プ U ンターの機種により、日付び 
フチにかかることびあります。 


13 • CP ダイレクトでは、印刷中に[中山を選んだ場合、印刷枚数び1枚のときは 
印刷を中止でさません。2枚じ(上のとさは次の印刷から中止されます。 

• 印刷中に問題び発生したとさは、カメラの液晶モニターにエラーメッセージ 
び表示されます。 
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トリミング（印刷節囲）の設定— 

画面を部分的に拡大したり、構図を変えたような感じで印刷することびで 
さます。 

トリミングの設定は、印刷ずる直前に行ってください。卜 IJ ミングを行っ 

たあとで印刷設定の内容を変更すると、卜 IJ ミングの再設定び必要になるこ 
とびあります。 



[トリミング]を選ぶ 

参[トリミング] を選び、く@〉を押します。 
■ f 卜 IJ ミング画面になります。 


トリミングずる 

参卜 U ミング枠の内側び印刷される範囲 
です。 

•操作案内表示は、卜 U ミング操作中は表 
示されません。操作をやめて約已秒経過 
すると再表示します。 


枠の大きさを変える 

♦ 〈み〉、 < HA > ボタンを押すと、卜 U ミ 
ング枠の大ささび変わります。枠を小さ 
くするほど拡大して印刷されます。 


枠を移動ずる 

参〈 V 〉十字キーを操作すると卜 IJ ミング 
枠び上下左ちに移動します。好みの構図 
になるように枠を移動します。 

枠を回転ずる 

参 < DISR > ボタンを押すと、押すたびに卜 
IJ ミング枠び縦長、横長に変わります。 
横位置で撮影した画像を、縦位置で撮影 
したよラに印刷することをでさます。 
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トリミング（印刷範囲）の設定 



設定を終了する 

♦ <@>を押します。 

-► 印刷設定画面に戻ります。 

今画面左上で印刷範囲を確認することび 
でさます。 


W ♦ プリンターの機種により、卜 U ミング枠のとおりに印刷されないことびあり 
ます。 

• 卜 U ミング枠を小さくするほど印刷の画質び粗くなります。印刷の画質び粗 
くなるとさに、卜 U ミング枠びホく表示されます。 

• トリミングは、カメラの液晶モニターを見なびら行ってください。画像をテ 
レビに表示しなびら卜 U ミングすると、卜 U ミング枠び正しく表示されない 
ことびあります。 

0卜 U ミング枠の形状は、 拥紙設定]、晒面設定]/拥紙]、[レイアウト]/ [フチ] の 
設定で変わります。 


かんたん印刷 — 

お使いのプ IJ ンターでダイレクトプ IJ ントを行ラと、その設定びカメラ 
に記憶されます。同じ設定で印刷するとさは、切下の手順で「かんたん印 
刷」を行うことびでさます。 



参画像を選んで、青いランプび点なした 
〈な〜>〉ボタンを押します。 

• 印刷び開始されます。 


13 •] 回の操作で1枚ずつしか印刷でさません。 
• 卜 U ミングの設定は反映されません。 
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MENU 


画像を巧刷指定ずる 


印刷内容の設定 

印刷タイプや曰付、画像番号の入/切といった印刷内容の設定を行いま 
す。この設定は、印刷指定したすべての画像に対して、一律に適用されます 
(1 画像ごとに別々の設定はでさません)。 





[ E 剛指定]を選ぶ 

参 [囚] タブの 脚刷指定] を選び、〈@〉 
を押します。 

今印刷指定画面になります。 



[設定]を選ぶ 

参 <◄►> を押して [設赶 を選び、〈资)〉 
を押します。 

印刷設定画面になります。 


3項目の内容を設定ずる 

参 [印刷タイプ]旧优晒像番号] の内容を 

設定します。 

参項目を選び、〈资)〉を押します。 

♦ 続けて内容を選び、 く@〉 を巧します。 


[印刷タイプ] [日付] [画像番号] 
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fMH 画像を印刷指定する 


印刷タイプ 

0 

スタンダード 

用紙1枚に]画像を印刷します。 

盧 

インデックス 

用紙]枚に縮小画像を複数印刷します。 

0 

盧 

両方 

スタンダードとインデックスの両方を印刷し 
ます。 

曰付 

入 

[入] にすると、画像に記録されている曰付情報を入れて 
印刷します。 

切 

画像番5 

入 

[入] にすると、画像番号を付けて印刷します。 

切 


4設定を終了ずる 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

-► 印刷指定画面に戻ります。 

♦ 次に印刷指定画面の [画像指定][全画像] 
で、印刷する画像を指定します。 


W • RAW 画像は印刷指定でさません。 

• [日付][画像き号] を [入] にしても、印刷タイプの設定や、プ U ンターの機種 
により、印刷されないことびあります。 

• [インデックス] では、 旧付] と [画像き号] を同時に [入] にできません。 

• 印刷するとさは、印刷指定を行った CF カードを使用して<ださい。画像デー 
夕だけを CF カードから抜さ出して印刷すると、指定した内容で印刷でさませ 
ん。 

• DPOF 対応プ U ンターの機種や、写真店の機器により、指定内容び反映され 
ないことびあります。プ U ンターの場合は、プ U ンターの使用説明書を参照 
して<ださい。写真店の場合は、事前にお店に確認して<ださい。 

• ほかのカメラで印刷指定した画像を、このカメラに入れて再度印刷指定しな 
いでください。印刷指定されている内容び、意図せずにすベて書さ換えられ 
ることびあります。また、画像の種類により、印刷指定でさないことびあり 
ます。 
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画像を印刷指定する 




1画像ずつ指定 

1[画像指定]を選ぶ 

参〈◄►〉を押して 晒像指定] を選び、〈资)〉 
を押します。 

-► 画像指定画面になります。 


印刷指定する画像を選ぶ 

参 <◄►> を押して画像を選びます。 

• 〈因•み〉ボタンを押すと、3画像表示に 
なります。〈み〉ボタンを押すと、元の 
表示に戻ります。 

3画像表示 



印刷の指定をずる 

参 [印刷タイプ] ( P . 142)の設定状態によつ 
て、指定の内容び変わります。 

[スタンタード][両方]の場合 

参画像ごとにスタンダードタイプの印刷 
枚数を最大99枚まで設定でさます。 

♦ 〈▲▼〉を押して印刷枚数を選びます。 

指定枚数 I 

総指定枚数 
インデックス マーク 


[スタンダード] 




r 國 
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fMH 画像を印刷指定する 


[インデックス] 

チェック マー ク I 

インデックス マーク 


[インデックス]の場合 

参インデックス印刷に加える（〈八表示） 
/加えない«>/>なし）を設定します。 
♦ 〈▲▼〉を押すたびに〈>/〉びついた0 
消えたりします。 

参ほかに指定したい画像びあるときは、手 
順2、3を繰り返します。 

参合計998画像まで指定でさます。 


4設定を終了ずる 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 
-► 印刷指定画面に戻ります。 


参もう一度 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、指 
定した内容び CF カードに保をされ、メ 
ニューに戻ります。 
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■の口""画像を印刷指定する 


ま画像指定 

CF カードに記録されている全画像の印刷指定と解除びでさます。スタン 
ダードタイプの印刷枚数は、すべて1画像1枚になります。 

「1画像ずつ指定」の操作をしたあとで「全画像指定」の操作を行ラと、 
全画像指定の設定に変わりますので、を意してください。 


1 拴画像]を選ぶ 

参 <◄►> を押して 拴画像] を選び、〈@〉 
を押します。 

今全画像指定画面になります。 


2 [全画像を指定]を選ぶ 

• [全画像を指定] を選び、〈毎)〉を押します。 
今すべての画像び]枚ずつ印刷指定され、 
印刷指定画面に戻ります。 

参 [全指定の解除] を選ぶと、印刷指定を行つ 
た内容びすべて解除されます。 

3設定を終了ずる 

参印刷指定画面で 〈 MENU 〉 ボタンを押し 
永 〇 

指定した内容び CF カードに保をされ、 
メニューに戻ります。 



W • 全画像指定をしても、 RAW 画像は印刷指定されません。 

• 円 ctBrid 邑 e で印刷するときは、一度に印刷指定する画像の数を、400画像政 
下にしてください。それじ(上指定すると、すべての画像を印刷できないこと 
びあります。 
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MENU 


巧刷指定画像のダイレクトプリント- 


DPOF で印刷指定した画像を、ダイレクトプ IJ ント対応のプ U ンターで 
簡単に印刷することびでさます。 


1印刷の準備をする 

参]2ス128ページを参照してください。 
『カメラとプ IJ ンターの接続』の手順已ま 
で行います。 



[ EP 刷指定]を選ぶ 

参 [囚] タブの 脚刷指定] を選び、〈资)〉 
を押します。 

-► 印刷指定画面になります。 



[印刷]を選ぶ 

参 〈 V 〉十字キーを押して [印刷] を選び、 
く@〉 を押します。 

参 [ EP 刷] は、カメラとプ U ンターび接続さ 
れ、印刷でさる状態になっていないと表 
示されません。 

-► 印刷設定画面になります。 


印刷内容を設定ずる 


が PictBridge HCP ダイレクト 囚目 J ダイレクト 




が円 ctBrid 旨 e 

参[用紙設定] と必要に応じて印刷効果を設 
定します。 （ P .13 日、 132) 
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GMIQ 印刷指定画像のダイレクトプリント 


因 CP ダイレクト/巧 BJ ダイレクト 

♦ [スタイル]を設定します。 ( P .137) 

5印刷する 

参 [0 K ] を選び、〈@〉を押します。 

今印刷び開始されます。 

♦ 印刷を中止するときは、[中山び表示さ 
れている間に〈运)〉を押し、 [0 K ] を選 
んでく@〉を押します。 


W • 円な目 ridge、 目 J ダイレクトで印刷するときは、必ず用紙サイズの設定を行つ 
て < ださい。 

• 円な目 rid 呂白では、プ U ンターの機種により、画像番号び印刷できないことび 
あります。 

♦ [フチあり]にすると、プ U ンターの機種により、日付びフチにかかることびあ 
ります。 

• 日付の背景び明るいときや、背景びフチのときは、プ U ンターの機種により、 
曰付び薄く印刷されることびあります。 

• [レベル補正]の[手動] (P.134) は選択できません。 


SI • CP ダイレクトで 閒刷 タイプ]び[インデックス]のとき、用紙]枚に印刷され 
る画像数は政下のとおりです。 

-クレジットカードサイズ： 20 画像 - L サイズ； 42 画像 

-ポストカードサイズ：日 3 画像 

目 J ダイレクトで印刷したときの画像数については、目 J プ U ンターの使用説明 
書を参照して < ださい。 

• 印刷を中止したあとに、残りの画像を印刷するとさは、[再開]を選びます。た 
だし次のとさは、印刷の再開はでさません。 

-再開する前に印刷指定を変更した場合 
•再開する前に印刷指定した画像を削除した場合 

•CP ダイレクトでインデックス設定時、再開する前に用紙カセットを変更し 
た場合 

- Piet 目 rid 呂 e でインデックス設定時、再開する前に用紙設定を変更した場合 
-印刷を中断したとさに、 CF カードの空さ容量び少なかった場合 
• 印刷中に問題び発生したときは、 PietBridge : ] 3 日ぺージ、 CP ダイレクト： 
] 39 ページ、目 J ダイレクト： 139 ページを参照してください。 
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撮影の参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリーの 
紹介などを行っています。また、章の最後には索引を設け、知り 
たいことが見つけやすいよラにしています。 



か部ストロボの使用について 

EOS 用 EX シ IJ— ズスピードライト 

基本操作は内蔵スト□ボ撮影同様、簡単でず。 

EX シ U —ズスピードライトをこのカメラに装着したとさ、スト□ボ撮影 
の自動調光制御のほぼすべては、このカメラによって行われます。つまり、 
「内蔵スト□ボの代わりに大光量スト□ボびが付けされたちの」とお考えく 
ださい。操作方法については、 EX シ IJ ーズスピードライトの使用説明書を 
参照してください。なお、このカメラは、 EX シ U —ズスピードライトの全 
機能び使用でさる A タイプカメラに属しています。 

ク IJ ップオンタイプスト□ボ マク□スト□ボ 

掀詞派 


EX シリーズなかのキヤノン製スピードライト 

EZ / E / EG / ML / TL スピードライトを、 TTL または A - TTL 自動調光モード 
に設定して撮影ずると発光しません。 マニュのレ発光機能を持つスピードラ 
イトは、マニュアル発光モードで撮影してください。 

キヤノン製かのスピードライト 

ル型のミ凡用スト□ボは1/2日日砂し U 下のシャッター速度で同調します。あ 
らかじめスト□ボび正しく同調するかどラかテスト撮影してから使用して 
ください。 


W • 他社製の特定のカメラ専用のスト□ボ、およびスト□ボ用付属品を使用する 
と、カメラび正常な機能を発揮しないばかりでなく、故障の原因となります。 
参高圧スト□ボをアクセヴ U —シューに取り付けて使用しないでください。発 
光しないことびあります。 
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1 ワイヤレス u モコン撮該 

U モートコント□-ラー RC -1/ RC -5 (別売）を使用すると、カメラの 
正面から約 5 m 離れて撮影することびでさます。あらかじめセルフタイマー 
撮影の手順1、 2 (P.47) の操作を行っておさます。 



U モコン受信部 


撮影する 

♦ U モコンの送信部をカメラの IJ モコン 
受信部に向けて送信ボタンを押します。 
今 AF によるピント合わせび行われます。 

今ピントび合うと、セルフタイマーランプ 
び点なして撮影されます。 


W 堂光打び近<にあると、堂光灯の影響でカメラび誤作動することびあります。で 
さるだけカメラを堂光灯から離してください。 


アイピースカバーを併用ずる 

ファインダーをのぞかずに撮影すると、ファインダーから入った光の影響 
で暗い写真になることびあります。このよラなとさは、ストラップに付いて 
いるアイピースカノ（一を使います。 



アイカップを取り外ず 

参アイカップの下側を押して取り外しま 
す。 



アイピースカバーを取り付ける 

参ファインダー接眼部の溝に沿って、アイ 
ピースカバーを取り付けます。 
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家庭用電源を使。ずる 

AC アダプターキット ACK-DC2 日（別売）を使うと、家庭用電源を使用 
して電池の残量を気にせずにカメラを使ラことびでさます。 



2 



電源コードを接続する 

• 電源コードを図のよラに差し込みます。 
• 使い終わったら、プラグをコンセントか 
ら抜いてください。 


DC カプラー DR - 700を接続ずる 

♦ DC カプラー DR-7 日日にコードのプラグ 
を差し込みます。 

参 DC カプラー DR-2 日は、このカメラでは 
使用でさません。 



3 


DC カプラーを入れる 

参ふたを開け、 DC カプラーを□ック位置ま 
でしっかりと入れます。 



DC コードを通す 

参 DC コード通し部のカバーを開さ、図の 
ようにコードを通します。 

参ふたを閉じます。 


W カメラの電源スイッチを 〈 ON 〉 にしたまま、電源コードの抜さ差しを行わない 
で < ださい。 
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曰付/時計機能用電池を交換ずる— 

曰付/時計機能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約日年です。電 
池を交換したとさに、曰付/時刻のメッセージび表示されるようになったら、 
次の手順で新しい CR20 1目 IJ チウム電池に交換してください。 

曰付/時刻び巧期化されますので、必ず再設定してください。 


1電源スイッチを 〈 OFF 〉 にずる 



2ふたを開けて電池を取り出ず 



電池ホルダーを取り外ず 


電池を入れ換える 

• +—を正しく合わせて入れます。 




ホルターを入れてふたを閉める 



W 日付/時計機能用電池は、必ず CR 2016 U チウム電池を使用してください。 
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メニュー機能一覧 


〈01〉撮影系1 ( ホ） 参照頁 


記録画質 

Ml / Ml / MM / dM / MS / MS / 

RAW + JL/RAW 

己8 

ホ目緩和機能 

切/入 

己3 

電子音 

入/切 

92 

力ードなしレリーズ 

する/しない 

92 


〈02〉撮影系2 (ホ) 


AEB 設定 

]/3段ステップ、±2段 

74 

調光補正 

]/3段ステップ、±2段 

73 

WB 補正/ BKT 設定 

WB 補正： B / A / M / G 寄りを色9段 

WB-BKT : B / A 、 M / G 方向]段ステップ±3段 

86 

87 

MWB 画像選択 

ホワイトバランスの手動設定 

84 

色空間 

sRGB/Adobe RGB 

81 


スタンダード/ポートレート/風景 

61 

ピクチャースタイル 

ニュートラ J レ/忠実設定/モノク □ 

76 


ユーヴー 設定1〜3 

79 

タストデ IJ ー トデータ 

付属ソフトウエアで 3' 三消し処理するための 

110 

取得 

データを取得 


〈囚〉再生系（青) 


画像プ□テクト 

画像の保護 

120 

画像回き 5 

画像の縦横回転 

117 

印刷指定 

印刷する画像を指定 （ DPOF ) 

142 

147 

送信指定 

パソコンに送信する画像を指定 

105 

オートプレイ 

画像の自動再生 

118 

撮影画像の確認時間 

切/2秒/4秒/8秒/ホールド 

92 

ヒストグラム 

輝度 / RGB 

123 


QI • 〈02〉撮影系 2 の画面（タブ）は、かんたん撮影ゾーンでは表示されません。 
• |^コの項目は、かんたん撮影ゾーンでは表示されません。 

• かんたん撮影ゾーンでは、記録画質 RAW +4 し RAW は表示されません。 
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メニュー機能一覽 


〈け1〉機能設定系1(黄） 参照頁 


オートパワーオフ 

30秒/]分/2分/4分/8分/1日分/切 

93 

縦位置画像回お表示 

する〇国/する国/しない 

96 

液晶の明るさ 

液晶 モニターの 明るさ調整 

93 

液晶の自動消打 

しない/する 

99 

日付/時刻 

曰付/時刻の設定 

3己 

画像番号 

通し番号/オート U セット/強制リセット 

94 

CF カード初期化 

記録内容を初期化して消去 

36 


〈け2〉機能設定系2 (黄) 


言語 

1己言語 

(英語/ドイツ語/フランス語/オランダ語/ 
デンマーク語/フィンランド語/イタ U ア語 
/ノルウェー語/スウェーデン語/スペイン 
語/□シア語/簡体中国語/繁体中国語/韓 
国語/曰本語） 

3己 

ビデオ出力方式 

NTSC/PAL 

119 

カスタム機能 ( C . Fn ) 

カメラの機能を細かく設定する 

99 

設定解除 

カメラ設定初期化 

(カメラ設定を初期状態にする） 

カスタム機能一括解除 
(カスタム機能をすべて解除する） 

98 

センサーク U —ニング： 
自動 

今すぐ実行/電源スイッチ 〈 ON 〉 または 
〈 OFF 〉 で実行（する/しない） 

109 

センサーク U —ニング： 
手動 

マウント部からの手動清掃 

112 

ファームウエア Ver . 

ファームウェア変更時に選択 

- 
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撮該機能の組み合わせ一覧^ 

•:自動設定〇:選択可能 a :選択不可 


モドタイヤル 

かんたん 撮影 ゾーン 

応用撮影 ゾーン 

□ 

み 


化 

咬 

因 

区） 

P 

Tv 

Av 

M 

A-DEP 

記 

JPEG 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

録 

画 

RAW 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

質 

RAW+JPEG 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ISO 

感 

度 

自動設定 













手動設定 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


スタンダード 

• 



• 

• 

• 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ピ 

ク 

チ 

ヤ 

ポートレート 


• 






〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

風景 



参 





〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

I 

ス 

夕 

イ 

ニュートラル 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

忠実設定 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ル 

モノクロ 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ューヴー設定 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホ 

ワ 

イ 

才ート WB 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プ U セット WB 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

卜 

M " 

マニュアル WB 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ろ 

ス 

WB 補正 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

WB ブラケテイング 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ワンショット 


• 

• 

• 


• 


〇 

〇 

〇 

〇 

• 


AI ヴーボ 





• 



〇 

〇 

〇 

〇 


AF 

AI フォ- 

-カス 

• 






参 

〇 

〇 

〇 

〇 



AF 

フレーム 

選択 

自動 








〇 

〇 

〇 

〇 

参 


任意 








〇 

〇 

〇 

〇 



AF 補助光 

• 

参 


参 


参 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ド' 

1 枚撮影 

• 


参 

• 


• 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

イ 

連続撮影 


参 



• 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ブ 

セルフタイマー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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撮影機 能の組み合わせ 一覽 


モー ドダイヤル 

かんたん 撮影 ゾーン 

応用 撮該 ゾーン 

□ 

み 


化 

咬 

呂 

広！ 

P 

Tv 

Av 

M 

A-DEP 

測 

光 

方 

式 

評価測光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

部分測光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

中央部重点平巧測光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

露 

出 

プ□グラムシフト 








〇 





露出補正 








〇 

〇 

〇 


〇 

AEB 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AE □ック 








〇 

〇 

〇 


〇 

被写界深度確認 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

内 

蔵 

ス 

卜 

□ 

ボ 

自動発光 

• 

• 


• 


参 







手動発光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

発光禁止 



• 


参 


• 






ホ目緩和 

〇 

〇 


〇 


〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

FE □ック 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スト□ボ調光補正 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

色 

ホ 

富 

sRGB 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Adobe RGB 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


AE □ックの効果 


(撮影モードび応用撮影ゾーンのとさ) 


測光モード 

AF フレーム 選択 

自動選択 

任意選択 


ピントを合わせた AF フレー 

選択されている AF フレーム 

图 評価測光 

ムを中/こ\にした露出値で AE 

を中むにした露出値で AE 


□ツク 

□ック 

回部分測光 
□ 中央部重点平均測光 

中央の AF フレームを中むにした露出値で AE □ック 


レンズのフオーカスモードスイッチび 〈 MF 〉 のときは、中央の AF フレームを中むに 
した露出値で AE □ックします。 
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AF の苦手な巧写な： 

次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでさないことびあり 
ます。 


• 明暗差（コントラスト）び極端に低い被写体 
例：青空、単色の平面など 
参非常に暗い場所にある被写体 
• 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体 
例：反射光の強い車のボディ 
参被写体び遠いところと近いところに共をする状態 
例：おりの中の動物 
♦ 繰り返し模様の被写体 

例：ビルの窓やパソコンのキーボードなど 

これらの場合は次のいずれかの方法でピントを合わせます。 

(1) ワンショット AF では、被写体とほぼ同じ距離にあるをのにフオーカス 
□ックし、構図をミ夫めなおして撮影する。 (P.40) 

(2) レンズのフオーカスモードスイッチを 〈 MF 〉 にして手動ピント合わせ 
を行う。 


B 1 エクステンダー（別売）を併用したとさに、開放絞り数値び F 已.目よりち大さいレ 
ンズでは、 AF 撮影でさません。詳しくは、ェクステンダーの使用説明書を参照し 
て < ださい。 
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巧障かな？とちえる前に 

「カメラび故障したのかな？」と考える前に、下記の例を参考にしてカメ 
ラをチェックしてください。なお、チェックしてを状態び改善しないとさ 
は、月 Ij 紙の修理受付窓□にご相談ください。 


電源 


電源スイッチを 〈 ON 〉 にしてもカメラび作動しない 

参 電池びカメラに入っているか確認してください。 ( P .24) 

参 電源ランプび点なしないとさは、電池を充電してください。 （ P .22) 

参 電池室ふたび閉じているか確認してください。 （ P .24) 

参 CF カードス□ットカバーび閉じているか確認してください。 ( P .26) 

電源スイッチを 〈 OFF 〉 にしてもアクセスランプび点滅する 

♦ CF カードへの画像記録中に電源を切ると、数秒間はアクセスランプび 
点な/点滅します。 CF カードへの画像記録び終了すると、自動的に電 
源び切れます。 

電池の消耗び早い 

参 フル充電した電池を使ってください。 （ P .22) 

参 何度を繰り返し使用した電池で消耗び早いときは、新しい電池をお買 
い求めください。 

電源び勝手に切れる 

参 シャッターボタンの半押しで電源び入るとさは、オートパワーオフ機 
能び働いています。自動的に電源び切れないよラにしたいとさは、メ 
ニュー[け 1才ートパワーオフ] を助]]にしてください。 

参 [け 1才ートパワーオフ] を [切] に設定していてを、カメラを3日分放置 
すると、液晶モニターび消なして電源び切れたよラに見えます。 
< DISR > ボタンを押すと液晶モニターび点なします。 



故障かな？と考える前に 


撮影 


撮影-記録びできない 

参 CF 力ードび正しくセットされているか確認してください。 （ P .26) 

参 CF カードびいっぱいになってるとさは、新しい CF カードに入れ換え 
るか、不要な画像を消去してください。 （ P .26、121) 

参ワンショット AF でピント合わせしたとさに、ファインダー内の合焦 
マーク〈•〉び点滅すると撮影でさません。をラー度シャッターボタ 
ンを半押ししてピントを合わせなおすか、手動でピントを合わせてく 
ださい。 （ P .31、 已目） 

液晶モニターの表示-画像び不鮮明になる 

参液晶モニターに3ミやほこりびついているとさは、眼鏡ふさや、やわ 
らかい布などでふいてください。 

参低温下、または高温化では、液晶の特性上、表示反応び遅くなったり、 
表示び黒くなったりすることびありますび、常温に戻れば正常に表示 
されるよラになります。 

画像びボケて写っている 

参レンズのフオーカスモードスイッチを 〈 AF 〉 にしてください。 ( p .28) 

参手ブレを起こさないよラに、シャッターボタンを静かに押してくださ 
し、 （ P .3 日、 31) 


CF カードび使えない 


参 CF カードの問題に関するメッセージび表示されたとさは、36ページ、 
または]目]ページを参照してください。 

カメラを振ると音びする 


参内蔵スト□ボを上げるための機構びわずかに動くためで、故障ではあ 
りません。 
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故障かな？と考える前に 


画像の確認-操作 


画像を消去でをない 

• 画像にプ□テクトびかかっていると消去でさません。 （ P .12 日） 

撮影年月曰/時刻び正しく表示されない 

参曰付/時刻び正しく設定されているか確認してください。 ( P .35) 

テレビに画像び表示されない 

• ビデオケーブルのプラグび根元までしっかりと差し込まれているか 
確認してください。 （ P .] ] 9) 

• ビデオ出力方式 ( NTSC / PAL ) をテレビと同じ方式に設定ください。 
( P .1 己 5) 

参カメラに付属のビデオケーブルを使用してください。 ( P .119) 


エラーお术 — 

カメラに異常び発生すると、エラー画面び 
表示されますので、表示される内容に従って 
対応してください。エラー状態から復帰させ 
るときは、電源スイッチの 〈 OFF 〉 一 〈 ON 〉、 
または電池の出し入れを行ってください。 

エラー日2 (CF カードの問題）び表示さ 
れたとさは、 CF カードの抜さ差し、または初 
期化で正常に戻ることびあります。 

頻繁に エラー 画面び表示されるときは故障でずので、 エラー 番号を控え 
て別紙の修理受付窓□にご相談ください。 


エラー番号 


Err 01 

力;<ラヒレンスの巧 ii 不届です* 
レンスの巧洁を I !活して 
< E さい. 


原因-対処方法 


W 撮影直後にエラー画面び表示されたときは、撮影されていない場合びあります。 
エラー状態から復帰させたあと、〈囚〉ボタンを巧して画像を確認してください。 
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システムマップ 
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システムマップ 



コンピューター 
Windows XP 

(Home Edition / Professional) 




■EOS D に tAL Solution Disk 
’ ソフトウェア使用説明書 (PDF) 





「 PC 力 - ドス□ット I Windows 2000 Professional 

- ■ - Windows ME 

Windows 98 Second Edition 
Mac OS XI0.2 〜 10.4 


インターフェースケーブル 
IFC-400PCU 




赁 

PictBrid 吕日巧応ブ」ンタ - 

I 



■ 


EF レンズ 


U モート U モ ー h^ 

コント□ーラーコント□—フー 

RC-1 RC-5 


テレビ/ビデオ 
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主な仕様 


■型式 

型式 . スト□ボ内蔵、デジタルー眼レフレックス AF • AE カメラ 

記録媒体 .CF 力ード（タイプしII準拠） 

* マイク□ドライブ、 2G 目じ(上の CF 力ード使用可 
撮像画面サイズ . 22.2 X1 4.8mm 

使用レンズ . キヤノン EF レンズ群に F-S レンズを含む） 

(有効撮影画角は、表記焦点距離の約].目倍に相当） 

レンズマウント . キヤノン EF マウント 


■撮像素子 

形式 . 高感度-高解像度大型単板 CMOS センサー 

画素数 . カメラ部有効画素；約 ] 0] 0万画素 

総画素：約] 050万画素 

アスペクト比 . 3:2 

カラーフィルター方式 ......RG 目原色フィルター 

□ーパスフィルター . 固定式、撮像素テ前面に配置 

ダスト除去機能 .（1) センサーク U- ニング：自動 

(2) センサーク U —ニング：手動 

(3) 撮影データへのダストデ U —トデータ付加 


■記録形式 

記録フォーマット . 

画像タイプ . 

RAW+JPEG 同時記録. 
ファイルサイズ . 


画像番号 . 

色空間 . 

ピクチャースタイル. 

インターフエース .... 


DCF2.0 

JPEG. RAW (12bit) 
可能 

(1) ラージ/フアイン 

(2) ラージ/ノーマル 

(3) ミドル/ファイン 

(4) ミドル/ノーマル 
(已）スモール/フアイン 


:約 3.8M 巨 （3888X2 已92画素） 
:約 2.0M 巨 （3888X2 已92画素） 
:約 2.3M 目 （28] 日X1880画素） 
:約 1.2M 目 （28] 目 X 1880画素） 
:約 1.3M 目（193日X1288画素） 


(目)スモール/ノーマル：約0.7 MB (1936X 1288画素） 
(7)RAW (□ゥ ） ：約 9.8M 目 （3888X2 已92画素） 

* ファイルサイズは、被写体条件、 ISO 感度、ピクチャース 
タイルなどにより異なる 
通し番号、オートリセット、強制リセット 
sRG 目、 Adobe RGB 

スタンダード、ポートレート、風景、ニュートラル、忠実設 
定、モノクロ、ユーヴー設定]〜3 
US 目端テ (USB 2.0 Hi-Speed) :パソコン通信/ダイレ 
クトプ U ント用 

ビデオ出力端子 （NTSC/PAL 選択可齡 
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主な仕様 


■ホワイトバランス 

種類 . オート、太陽光、曰陰、くわり、白熱電球、白色お光灯、ス 

卜□ボ、マニュアル 

オートホワイトバランス..撮像素テを用いたオートホワイトバランス 

色温度補正 . ホワイトバランス補正：]段ステップ+9段 

ホワイトバランスブラケティング： ] 段ステップ+3段 
* ブルー/アンバー方向、マゼンタ/グ U —ン方向に巧正可 
能 

色温度情報通信 . 対応 

■ファインダー 

ち式 . ペンタタ'八ミラー使用、アイレベル式 

視野率 . 上下左ちとわ約9已％ 

倍率 . 約0.8倍（已 0 mm レンズ • 〇〇 . - ] dpt ) 

アイポイント . 約 20 mm 

視度調整範囲 . - 3.0 〜+ ] .Odpt 

フォーカシングスク U - ン...固定式、プレシジョンマット 

ミラー . クイック U ターン式全面八ーフミラー 

(透過；反射=40 :目0、ミラー切れ： EF 日00 mm F 4 L IS 
USM までなし） 

ファインダー情報 . AF 情報 （ AF フレーム、合焦マーク）、露出情報（シャッ 

ター速度、絞り数値、 AE □ック、露出レベル表示、露出警 
告)、スト□ボ情報（充電完了、八イスピードシンク □、 FE 
□ック、調光補正)、ホワイトバランス補正、連続撮影可能 
枚数、 CF カード情報 
被写界深度確認 . 絞り込みボタンによる 

■オートフォーカス 

方式 . TTL 二次結像位相差検出ち式 

測距点 . 9点測距 

輝度範囲 . EV -0. 已〜18 (常温•に 0] 00相当） 

フォーカスモード . ワンショット AF 、 AI ヴーボ AF 、 AI フォーカス AF 、 手動 

( MF ) 

AF フレーム還択 . 自動選択、任意選択 

AF フレーム選択表示 ........ ファインダー内スーノ くーインポーズと液晶モニターによる 

AF 補助光 . 内蔵スト□ボ間欠発光ち式 

有効距離：中央部約 4 m / 周辺部約3.已 m 





















主な仕様 


■露出制御 

測光方式 . 3已分割 TTL 開放測光 

•評価測光（すべての AF フレームに対応） 

-部分測光（中央部-ファインダー画面の約9%) 

-中央部重点平均測光 

測光範囲 . EV 1 〜20 (常温- EF 已 0 mm F 1.4 USM 使用-に 0] 00 

相当） 

露出制御方式 . プ□グラム AE (全自動、ポートレート、風景、ク□ーズ 

アップ、スポーツ、夜景ポートレート、スト□ボ発光禁止、 
プ□グラム）、シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE 、 自動深度 
優先 AE 、 マニュアル露出、 E - TTLII 自動調光 

に0感度 . かんたん撮影ゾーン ： ISO ]0〇〜400相当自動設定 

応用撮影ゾーン：に〇 ] 00〜]目00相当 （1 段ステップ） 

露出補正 . 手動；1/3、1/2段ステップ+2段 （ AE 目併用可能） 

AEB :1/3、1/2段ステップ+2段 

AE □ック . 自動：ワンショット AF • 評価測光時、合焦と同時に AE 

□ック 

手動： AE □ックボタン巧しによる 

■シャッター 

形式 . 電子制御式、フォーカルプレーンシャッター 

シャッター速度 . 1/4000〜30秒（1/3、1/2段ステップ)、バルブ、 

X = 1/200秒 

レリーズ方式 . ソフトタッチ電磁レ U —ズ 

セルフタイマー . 10秒後撮影 

リモコン . リモートスイッチ RS -60 E 3 

U モートコント□-ラー RC - 已 / RC -] 対応 

■内蔵スト□ボ 

形式 . U トラクタブル式、オートポップアップスト□ボ 

調光方式 . E - TTLII 自動調光 

ガイドナンパ'- . 13 (に〇 ]00 • m ) 

充電時間 . 約3秒 

充電完了表示 . ファインダー内スト□ボ充電完了マーク点灯 

照射角 . 焦点距離] 7 mm 相当の画角に対応 

FE □ック . 可能 

スト□ボ調光補正 . 1/3、1/2段ステップ+2段 


166 
























主な仕様 


■外部スト□ボ 

EOS 用スト□ボ . EX シ U —ズスピードライト使用時、 E-TTL II 自動調光 

画面サイズ対応ズーム ...... 対応 


■ドライブ関係 

ドライブモード .] 枚撮影、連続撮影、セルフタイマー 

連続撮影速度 . 最高約3コマ/秒 

連続撮影可能枚数 . JPEG (ラージ/ファイン）：約27枚、 RAW : 約]0枚 

RAW+JPEG (ラージ/ファイン）：約8枚 
* 当社試験基準已] 2 M 目 CF カード使用時 
* 被写体条件、 ISO 感度、ピクチャースタイルなどにより異 
なる 


■液晶 モニター 

形式 . TFT 式 カラー 液晶 モニター 

画面サイズ . 2.已型 

画素数 . 約23万画素 

視野率 . 約] 000/〇 

輝度調整 . 7段階に調整可能 

表示言語 .] 已言語 

■再生機能 

画像表示形式 .] 枚、撮影情報、9枚インデックス、拡大ズーム（約].已倍 

〜] 0倍)、オートプレイ、および画像回転、ジャンプ (10 
枚/100枚/曰付） 

八イライト表示 . 撮影情報表示のとさ、八イライト部分を点滅表示 

ヒストグラム表示 . 輝度、 RGB 

■記録画像のプ□テクト/消去 

プ□テクト . 1枚単位でプ□テクト、解除 

消去 .] 枚、または CF カード内全画像の単位で消去 

(プ□テクト画像を除く） 


■ダイレクトプリント機能 


対応プ U ンター . 円な目 ridge 、 CP ダイレクト、目 ubble」et Direct 対応プ 

IJ ンター 

印刷対応画像 .」 PEG 画像 （ DP 0 F 指定画像の印刷ち可能） 

簡単印刷機能 . あり 

■麵指定機能 ■ 

DP 0 F . バージョン] .1 準拠 
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をな仕様 


■ダイレクト画像お送機能 


転送対応画像 .」 PEG 画像、 RAW 画像 

*パソコン画面の背景として転送する場合は JPEG 画像のみ 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 1 ] 種29項目 

■電源 

使用電池 . バッテ U - パック N 目- 2 LH 、] 個使用 

* AC アダプターキット ACK - DC 20 使用により、 AC 駆動可 
能 

* バッテ U —グリップ目 G - E 3 装着時、単3形電池使用可能 
撮影可能枚数 . [約•枚] 


温度 

撮影条件 I 

スト□ボ撮影なし 

已0%スト□ボ撮影 

常温 （ + 23 に） 

已〇〇 

360 

低温 （0 に） 

370 

280 


つ) レ充電のバッテ U - パック N 目- 2 LH 使用時 
CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験基準による 


* y ) レ充電のバッテ U - パック N 目- 2 LH 使用時 
*CIPA (カメラ映像機器工業会）の試験基準による 
電池チェック . 自動 

節電機能 . あり、設定時間 （30 秒/1/2/4/8/1已分）経過で電源切 

曰付/時計機能用電池 ....... CR 20] 目 U チウム電池、]個使用 

起動時間 . 約0.2秒 

■大ささ- 質量 

大ささ . 12日.已（幅） X 94.2 (高さ） X 日已（奥行 ） mm 

質量 . 約已] 〇邑（本体のみ） 

■動作環境 

使用可能温度 . crc 〜 +4 crc 

使用可能湿度 . 8已％政下 

■バッテリーノ くック N B -2 LH 

形式 . U チウムイオン電池 

公称電圧 . DC 7.4 V 

容量 . 720 mAh 

大ささ .33.3 (幅） X 16.2 (高さ） X 45.2 (奥行 ） mm 

質量 . 約43旨 
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主な仕様 


■バッテリーチヤージヤ ー CB -2 LW 


充電可能電池 . バッテリーパック N 目-2 LH 

充電時間 . 約90分 

定格入力 .AC] 00〜 240V (已0/日 OHz) 

定格出力 .DC8.4V 

使用可能温度 .crc 〜 +4crc 

使用可能湿度 . 8已％攻下 

大ささ .9] (幅）X已日（高さ） X22 .已（奥行） mm 

質量 . 約目8呂 

国 EF-S18 -已已 mm F3 .已-已 .6 II USM 

画角 . 対角線： 7が 20' 〜27。已 0' 

水平： 64° 30' 〜23° 20' 

垂直； 45° 30' 〜 ] 已° 40' 

構成枚数 . 9群]]枚 

最小絞り .F22-36 

最短撮影距離 .0.28m 

最大撮影倍率と画界 . 1 8mm : 0.1 倍 （248 X161 mm) 

已已 mm : 0.28倍 （8] x 已 4mm) 

フィルター径 . 已 8mm 

対応フード .EW-60C 

最大径X長さ . 目8.已X日目 mm 

質量 . 約190邑 

対応ケース .LP814 


• 記載データはすべて当社試験基準によります。 

• 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 

• 他社製のレンズを使用して不具合び生じた場合は、そのレンズメーカーへお問い合 
わせ <ださい。 


0撮影画角について 

撮影画面は、3已 mm 判カメラの撮 
影画面よりルさいため、装着したレ 
ンズの有効撮影画角は、「表記焦点 
距離X約1.日倍」相当になります。 


—撮影画面 

(22.2X1 4.8mm) 

--3已 mm 判フィルム撮影 
画面 (36 X 24mm) 
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MEMO 
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MEMO 


MEMO 
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MEMO 


MEMO 
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MEMO 


.92 

..9巨，]] 7 
.] 已〇 

. 133 

104,116 


RAW+JPEG . 60 

Tv (シャッター優先 AE ). 64 

WB ーホワイトバランス 

アイピースカバー . 20, ] 已] 

ホ目緩和 . 已3 

アクセスランプ . 27 

イメージゾーン . 18 

色あい . 77,133 

色空間 . 81 

sRG 巨 / Adobe RGB 

色の濃さ . 77,133 

印刷 . 12已 

CP / BJ ダイレクト . 137 


カードなしレ U —ズ. 

回転（画像） . 

外部スト□ボ . 

顔明るく補正（印刷) 

拡大表示 . 

各部の名称 . 

カスタム機能 . 

C . Fn -1. 

C . Fn -2. 

C . Fn -3, 4,已 ........ 

C . Fn -6, 7, 8 ........ 

C . Fn -9,10,11.. 
一括解除 . 


索引 


英数字 


AC アダプターキット . 

A-DEP (自動深度優先 AE )....... 

Adobe RGB . 

AE 目（露出を変えて3枚撮影）.. 

AE □ック . 

AF ーピント合わせ 

AI フオー カス AF . 

Av (絞り優先 AE ). 

CF 力ード . 11， 

入れ忘れ防止 . 

初期化（フォーマット） . 

トラブル . 

FE □ック . 

に0感度 . 

M (マニュアル露出） . 

皿皿マーク . 

MF (手動ピント合わせ) . 

P (プ□グラム AE ). 


イージーダイレクト 

ボタン . 106,141 

トリミング . 140 

ピクトブ U ッジ . 130 

用紙設定 . 131 

印刷効果 . 132 

印刷指定 （ DP 0 F ). 142 

インデックス表示 . 114 

液晶モニター . 11,32,160 

明るさ調整 . 93 

画像の再生 . 48,113 

カメラの設定状態表示 . 16, 32 

メニュー表示 . 33, ] 已4 

自動消灯 . 99 

エラー表示 . 161 

応用撮影ゾーン . 18 

丽7—ク . 4 

オートパワーオフ . 93 

才ートフォーカスーピント合わせ 

オートプレイ（自動再生) . 118 

温黒調（印刷） . 132 


4 9012340 
19000000 

------ 

i " I i 9 


2 01 
5 7 8 


M 能 


46626631946 on 
已巨39338已巨 一 已已 CC 
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ヴーボ AF. 

再生-►画像 

撮景徊角 . 

撮影画像の確認時間 . 

撮影可能枚数 . 

撮影機能の組み合わせ一覧 

撮影情報表示 . 

撮影モード . 

A-DEP. 

ク□ーズアップ . 

絞り優先 AE. 

シャッター優先 AE. 

スト□ボ発光禁止 . 

スポーツ . 

全自動 . 

風景 . 

プ□グラム AE. 

ポートレート . 

マニュアル露出 . 

夜景ポートレート . 

撮像素子の清掃 . 

システムマップ . 

自動再生 . 

視度調整 . 

絞り込み . 

絞り優先 AE. 

シャープネス . 

シャッターボタン . 

シャッター優先 AE. 

ジャンプ表示 . 


手動ピント合わせ . 已目， ] 已8 

消去徊觀 . 121 

初期化（フオーマット） . 36 


画像 

インデックス表示 . 114 

掘:大表示 . 116 

再生 . 48,113 

撮影情報 . 122 

撮影直後の画像確認時間 . 92 

自動回転 . 96 

自動再生 . 118 

ジャンプ表示 . 115 

手動回転 . 117 

消去 . 121 

テレビで見る . 119 

パソコンに転送 . 105 

ヒストグラム . 123 

保護（プ□テクト） . 120 

画像転送 . 105 

画像番号 . 94 

通し番号/オートリセット/ 

強制リセット 

画素数還択 . 已8 

カメラ 

構えち . 30 

カメラブレ . 88 

設定初期化 . 98 

設定内容表示 . 97 

カラーバランス（印刷） . 135 

かんたん印刷 . 141 

かんたん撮影ゾーン . 18 

感度 (ISO). 51 

記録画質選択 . 已8 

ク□-ズアップ . 43 

言語の切り替え . 3已 

故障 .] 已9 

ゴ S の写り込み防止 .109. 110 

コントラスト . 77,133 


929628036 

695521746 


46482019己928986714己 P 
644345464061266736 1 P 
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索引 


ダイレクトプリント^印刷 

ダストデ IJ ートデータ . 

縦位置画像回転表示 . 

中央部重点平均測光 . 

忠実設定 . 

調光補正 . 

]/2段ステップ . 

長時間露光^バルブ撮影 
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初期状態に戻す . 98,100 

白黒（印刷） . 132 

白黒写真 . 62, 78 

ストラップ . 20 

スト□ボ 

FE □ック . 83 

ホ目緩和 . 已3 

赤目補正（印刷） . 133 

後幕シンク □. 104 

撮影でさる距離 . 已2 

シャツター速度]/200秒固定...102 

外付けスト□ボ .] 已〇 

調光ち式 . 103 

調光補正 . 73 

発光禁止 . 46 

スポーツ . 44 

設定解除 . 98,100 

セピア調（モノク□写真） . 78 

セルフタイマー . 47 

2秒後レ U- ズ . 89 

センサーク U- ニング . 109 

全自動 . 38 

送信指定（画像） . 107 

測光モード . 71 


測光モード . 71 

評価/部分/中央部重点平均測光 



調色（モノク□写真） . 78 

セピア/青/紫/緑 

ディスプレイオフセンサー...]已，32, 99 
デート^曰付/時刻 

手ブレ . 30, 31 

テレビで見る . 119 

ビデオ出力方式 

(NTSC/PAL).] ] 9, ] 已已 

電源 

オートパワーオフ . 93 

家庭用電源 .] 已2 

撮影可能枚数 . 2已 

充電 . 22 

スイッチ . 29 

電池チェック . 24 

リサイクル . 19 

電子音 . 92 

電池^電源 
時計^曰付/時刻 

ドライブモード . 已7 

一枚撮影/連続撮影（連写） 

セルフタイマー . 47, 89 

トリミング（印刷） . 140 

ナチュラル /M (印刷） . 132 

ニュートラル . 61 

ノイズ低減 . 69,101 

バースト撮影枚数 . 已9 

八イライト警告 . 122 

パソコン 

画像転送 . 10已 

画面の背景（壁紙） . 107 

バッテリーー電源 

バッテ U- チェック . 24 


0 6 1 2 3 3 
1 9 7 6 7 0 





















































索引 


バルブ撮影 . 69 

ノイズ低減 . 101 

番号 -* •画像番号 
ピクチャースタイル 

選 W. 61 

調整 . 76 

登録（ユーヴー設定） . 79 

ピクトブリッジ . 12已 

被写界深度確認 . 68 

ヒストグラム . 123 

輝度/ RGB 

曰付/時刻 . 3已 

時計用電池の交換 .] 已3 

評価測光 . 71 

ピント合わせ 

AF の苦手な被写体 .] 已8 

AF フレーム還択 . 已已 

AF 補助光 . 39 

AF モード . 已4 

構図変更 . 40 

手動ピント合わせ . 已日 

電子音 . 92 

ピンボケ . 31,39,已日 

ファイルサイズ . 164 

ファインダー . 17 

視度調整 . 29 

フィルター効ま（モノク□写真) ........ 78 

黄色/オレンジ/ホ/緑 

風景 . 42, 61 

フオーカスモードスイッチ ........ 28,已日 

フオーカス□ック . 40 

フオーマット （CF 力ード初期化） ...... 36 

フオルダ . 94 

部分測光 . 71 

プリント^印刷 


プ□グラム AE. 已〇 

プ□グラムシフト . 已〇 

プ□テクト（画像の保護） . 120 

ポートレート .4], 4已，日] 

ホワイトバランス . 84 

ホワイトバランスブラケティング.. .87 

ホワイトバランス補正 . 86 

マニュアルホワイトバランス ........ 84 



マニュアルフオーカス . 已目 


マニュアル露出 . 69 

ミラーアップ撮影 . 89,103 

メニュー 

機能一覧 .] 已4 

設定操作 . 34 

メモ U —カード ー CF カード 
モードダイヤル -* •撮影モード 


モノク □写真 . 62, 78,132 



夜景ポートレート . 4已 


用紙設定（印刷） . 130 



U モコン撮影 . 88, ] 已1 


;令黒調（印刷） . 132 


レベル補正（印刷） . 134 

レンズ .14. 28 


連続撮影可能枚数 . 已9 

連続撮影（連写） . 已7 

露出補正 . 72 

]/2段ステップ . 103 



ワイヤレスリモコン . 88, ] 已1 


ワンシヨッ hAF. 已4 
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Canon 

キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
干]日 8-8 日]]東京都港区港南 2-16-6 


お客様相談窓 □ 


製品の取り扱い方法、修理については、機種名をご確認のラえ、お買い上げの販 
売店、または別紙のお客様ご相談窓□、修理受付窓□にお問い合わせ<ださい。 


アフターサービスについて 


1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛かりはお 
客様にてご負担願います。 

2. 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品）は、曰 
本国内において、製造打ち切り後7年間を目安に保有しています。したびって 
期間中は原則として修理をお受けいたします。なお、故障の原因や内容によっ 
ては、期間中でち修理び困難な場合と、期間後でち修理び可能な場合びありま 
すので、その判定につさましてはお買い上げ店、または別紙の修理受付窓□に 
お問い合わせください。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、修理 
箇所を明確にご指示のラえ、十分な捆包でお送りください。 


キヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご 
利用の方は、お気軽にお立ち寄りください。 

キヤノン株式会社/キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
canon.jp/eos-d 


この使用説明書は、2日日6年8月に作成したちのです。それじ(降に発売された 
アクセヴリー、レンズとの組み合わせにつさましては、別紙のお客様相談セン 
ターにお問い合わせください。 

織 U チウムイオン電池の U サイクルにご協力ください。 


CT1-5213-001 
0000 NiO.O 


© CANON INC. 2006 


PRINTED IN JAPAN 







